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日本大学教育憲章

　日本大学は，本学の「目的及び使命」を理解し，本学の教育理念である「自主創造」を
構成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力を身につけ，「日本大
学マインド」を有する者を育成する。

日本大学マインド

・日本の特質を理解し伝える力
　日本文化に基づく日本人の気質，感性及び価値観を身につけ，その特質を自ら発信
することができる。
・多様な価値を受容し，自己の立場・役割を認識する力
　異文化及び異分野の多様な価値を受容し，地域社会，日本及び世界の中での自己の
立ち位置や役割を認識し，説明することができる。
・社会に貢献する姿勢
　社会に貢献する姿勢を持ち続けることができる。

「自主創造」の３つの構成要素及びその能力

＜　自ら学ぶ　＞
・豊かな知識・教養に基づく高い倫理観
　　　豊かな知識・教養を基に倫理観を高めることができる。
・世界の現状を理解し，説明する力
　　　世界情勢を理解し，国際社会が直面している問題を説明することができる。
＜　自ら考える　＞
・論理的・批判的思考力
　　　得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をすることができる。
・問題発見・解決力
　　　事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案することができる。
＜　自ら道をひらく　＞
・挑戦力
　　　あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦することができる。
・コミュニケーション力
　　　他者の意見を聴いて理解し，自分の考えを伝えることができる。
・リーダーシップ・協働力
　集団のなかで連携しながら，協働者の力を引き出し，その活躍を支援することがで
きる。
・省察力
　　　謙虚に自己を見つめ，振り返りを通じて自己を高めることができる。



日本大学教育憲章ルーブリック

初年領域：
Basic

中上級領域：
Intermediate and Advanced

1 2 3 4
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A-1：豊かな知識・
教養に基づく高い
倫理観

経験や学修から得られ
た豊かな知識と教養に
基づいて，倫理的な課題
を理解し説明すること
ができる。

経験や学修から得られ
た豊かな知識と教養に
基づいて，自己の倫理
観をもって，倫理的な課
題に向き合うことができ
る。

経験や学修から得られ
た豊かな知識と教養に
基づいて，自己の倫理観
を倫理的な課題に適用
することができる。

経験や学修から得られ
た豊かな知識と教養に
基づいて，自己の高い倫
理観を倫理的な課題に
適切に適用することが
できる。

A-2：世界の現状
を理解し，説明す
る力

世界諸国の歴史や政
治，経済，文化，価値
観，信条などの現状を概
説できる。

世界諸国の歴史や政
治，経済，文化，価値
観，信条などの現状およ
び相互関係を，自己の
世界観をもって説明でき
る。

世界諸国の歴史や政
治，経済，文化，価値
観，信条などの現状およ
び相互関係を，複数の
世界観に立って解釈し
説明できる。

世界諸国の歴史や政
治，経済，文化，価値
観，信条などの現状およ
び相互関係を総合的に
理解し，国際社会が直
面している問題の解決
策を提案することができ
る。

自
ら
考
え
る

A-3：論理的・批
判的思考力

仮説に基づく課題や問
題を提示し，客観的な情
報を基に，論理的・批判
的に考察することの重
要性を説明できる。

仮説に基づく課題や問
題を提示し，客観的な情
報を基に，論理的・批判
的に考察できる。

仮説に基づく課題や問
題を提示し，客観的な情
報を基に，論理的・批判
的な考察を通じて，課題
に対する見解を示すこと
ができる。

仮説に基づく課題や問
題を提示し，客観的な情
報に基づく論理的・批
判的な考察を通じて，課
題に対し，具体的かつ論
理整合的な見解を示す
とともに，その限界を認
識することができる。

A-4：問題発見・
解決力

事象を注意深く観察し
て，解決すべき問題を認
識できる。

問題の意味を理解し，
助言を受けて複数の解
決策を提示し説明でき
る。

問題を分析し，複数の解
決策を提示した上で，問
題を解決することができ
る。

創造力と独自性をもって
問題解決の方法と手順
を立案し，独力または他
者と協働して問題を解決
することができる。

自
ら
道
を
ひ
ら
く

A-5：挑戦力

新しいことに挑戦する
気持ちを持つことができ
る。

新しい挑戦への計画を
立て，準備することがで
きる。

責任と役割を担い，新し
いことに挑戦することが
できる。

責任と役割を担い，あき
らめない気持ちで新し
いことに果敢に挑戦す
ることができる。

A-6：コミュニケー
ション力

親しい人々とのコミュニ
ケーションを通じて相互
に意思を伝達すること
ができる。

さまざまな人々とのコミ
ニュケーションを通じて
相互に意思を伝達する
ことができる。

さまざまな人々とのコミ
ニュケーションを通じて
相互の意思伝達を自由
かつ確実に行い，他者と
の良好な関係を確立す
ることができる。

さまざまな人々とのコミ
ニュケーションを通じて
他者との信頼関係を確
立し，ときに強い影響を
与えることができる。

A-7：リーダーシッ
プ・協働力

集団の活動において，よ
り良い成果を上げるため
に，お互いを尊重するこ
とができる。

集団の活動において，よ
り良い成果を上げるため
に，指導者のもとで他者
と協働し，作業を行うこ
とができる。

集団の活動において，よ
り良い成果を上げるため
に，指導者として他者と
協働し，作業を行うこと
ができる。

集団の活動において，よ
り良い成果を上げるため
に，他者と協働し，作業
を行うとともに，指導者
として他者の力を引き出
し，その活躍を支援する
ことができる。

A-8：省察力

自己の学修経験の振り
返りを継続的に行うこと
ができる。

自己の学修に関する経
験と考えを振り返り，分
析できる。

学修状況を自己分析し，
その成果を評価するこ
とができる。

学修状況の自己分析に
基づく評価を，今後の学
修に活かすことができ
る。
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シ　ラ　バ　ス

シラバスには , 教材の概要・参考図書・履修上のポイント・リポート
課題が掲載されています。履修登録時に参照してください。
リポートの提出期限は , ９月・１月（予定）となっています〔詳細は研

究科報（ホームページ）にてお知らせします〕。



人間科学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

釋　文雄
シャク　フミオ

北村　世都
キタムラ　セツ

・リポート作成にあたっては，教材の引き写しは評価の対象外とします。
・スクーリング受講前に，基本教材１に必ず目を通して下さい。
・いずれのリポート課題についても，本文に引用した文献名は，かならず文末の文献リストに掲示してく
ださい。
・リポート課題については，自分の興味・関心だけをエッセイのように文章を連ねるのではなく，論文の
体裁で書いて下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　これから人間科学を学び，人間科学の諸領域の研究を行う際に必要なリテラシー，具体的には研究を行
う上で欠かせない研究倫理，文献検索の方法等について理解してもらうことを目的とする。各コースの研
究領域で研究実施の際に知っていなければならないことについては，特別研究指導教員が説明する。
　Ⅰ.問題発見･解決力：事象を注意深く観察し，解決策を提案することができる。
　Ⅱ.論理的･批判的思考力：得られる情報を基に，論理的な思考，批判的な思考ができる。
　Ⅲ.倫理観：豊かな知識を基に，倫理観を高めることができる。

【一般目標(GIO)】
人間科学で研究・論文作成する上で「常識」とされる知識を理解する。

【行動目標(SBOs)】
・人間科学を学び，修士論文を作成するまでに必要なリテラシーを理解することができる。具体的には，
a)研究課題を修士論文として纏める際に必要な条件を理解できる，b)自分の研究課題に関する先行研究を
文献検索することができる，c)研究倫理について，研究を進める上でやってはいけないことを理解でき，
修士論文作成に反映できる。
・自分の研究領域において研究を進める上で必要な知識を得て，自分の研究課題を具体化することができ
る。

【学修方略(LS)と学修時間】
【学修方略（LS）】
　指定された基本教材，および参考文献を読みこなし，リポートを作成する。それでも理解できない場合
は，manaba folioを通して適宜科目担当者に質疑をする（リポート作成）。
・2026年5月2日～5月4日に実質3日間実施されるスクーリング（集中対面授業）に出席することが，単位取
得の要件となる。また，リポート課題についてもスクーリング後，指定された期限までにmanaba folioに
提出する（ディベート，自主研究）。
【学修時間】
　在宅学修では，リポート課題1つにつき，完成までに以下を目安に最低45時間の学修時間を要するものと
する；1)教材の学修；20時間，2)リポート執筆；10時間，3)リポート推敲と最終稿の完成(教員の添削指
導，ピア・レスポンスを含む)；15時間。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・リポートの推敲過程において，manaba folioの全受講者用のコミュニティ（「人間科学2026」）に届い
た質疑に対して応答し，その内容を公開する。なおコミュニティは自主的に参加を申請する必要がありま
す。
・スクーリングにおいて、参加者参加型の講義をできるだけ多く行い、アクティブに講義に参加する。

　この講義は，人間科学専攻において研究を進める上で欠かせない内容であり，初年度教育に相当するの
で，スケジュールの調整がつくかぎり，初年度に履修すること。
＜通信授業（在宅学習）2単位分：基本教材1＞
　できるかぎりスクーリング前までに基本教材1および参考文献を通読し，スクーリングに備える。基本教
材１についてリポート課題を作成し，9月中旬の学事歴で定められた提出日までに最終稿を提出する。
＜スクーリング　2単位分＞
　2026年5月2日～5月4日
1）研究、及び論文作成に必要なリテラシー（三専攻合同講義、担当：加藤孝治、神井弘之、島田めぐ

み、釋文雄）
2）人間科学専攻分野における研究基盤としての知識および様々な話題（担当：釋文雄、北村世都、特別

研究・科目担当教員）
レポート提出の目安は、以下の通りです：

(1)スクーリング・リポート課題１；5月第2-3週（初稿）
(2)スクーリング・リポート課題２；9月末（初稿）

種　　別

通信授業
(在宅学習)

スクーリング

割合

50%

50%

・最終提出期限内に提出されなかったリポート課題は，（原則的に）０点となり
ます。
・草稿を一度も出さず，提出期限間際にいきなり最終稿を出された場合，そのリ
ポート課題の評価点は69点以下しか得られません。

評価基準

スクーリングの参加状況（ディスカッションを含む；10％）及びリポート課題
1（10％）及びリポート課題2（30％）により評価。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1(通信授業/在宅学習用)

教材の概要

著者名：高橋順一・渡辺文夫・大渕憲一(編著)
教材名：『人間科学研究法ハンドブック（第2版）』（ナカニシヤ出版, 2011年）　 ISBN:978-4-77-
950419-8  2,800円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　心理学を中心とした人間科学の研究法について，様々な視点から解説されている。章立ては以下の通
り：第1章（研究とは何か），第2章（データの収集），第3章（研究の設計と管理），第4章（人間科学に
おける研究倫理について），第5章（文献調査の方法），第6章（メッセージ分析），第7章（観察法），第
8章（調査的面接法），第9章（フィールド研究におけるインタビュー），第10章（質問紙調査法），第11
章（実験法），第12章（研究論文の書き方1），第13章（研究論文の書き方2）

・トゥラビアン, K. 沼口隆・沼口好雄(訳)『シカゴ･スタイル 研究論文執筆マニュアル』（慶應義塾大学
出版会， 2012年） ISBN 978-4766419771　8,000円+税
・三浦麻子『なるほど！　心理学研究法（心理学ベーシック第1巻）』（北大路書房, 2017年）ISBN978-4-
7628-2966-6  2,200円＋税
・新堀　聰『評価される博士・修士・卒業論文の書き方・考え方』（同文舘出版, 2002年） ISBN 978-4-
4958-6511-5　1,400円+税

・参考図書などをもとに，馴染みのない専門用語を確認することが望ましい。
・スクーリングの講義で，基本教材1についての話題を中心とする予定である。

　基本教材１のうち，第1章，第2章，第4章，第5章，第7章から第11章を要約し，リポートの最後に全体に
ついてのコメントを述べること。

留意点：各章を800字程度を目安に要約し，全体についてのコメントを付記すること（合計7,000字～8,000
字程度を目安にすること）。教材の引き写しは評価の対象外とする。

　基本教材1のうち，第1章，第2章，第4章，第5章，第7章から第11章の中から1つの章を選び，その章の内
容を自分の興味・関心の高いことがらを中心に，3,000字～4,000字でまとめること。
留意点：参考図書もレポート作成の必要に応じて引用すること。自分の興味・関心だけをエッセイのよう
に文章を連ねていくのはご遠慮願います。

基　本　教　材　2(スクーリング)

教材の概要

著者名：各推薦図書参照
教材名：スクーリングで提示された推薦図書

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

スクーリング時の各担当から紹介・推薦された図書を適宜使用してください。

・坂口典弘・山本健太郎『心理学レポート･論文の書き方　演習課題から卒論まで』(講談社, 2017年)
ISBN 978-4-06-154809-1　1,900円+税
・山崎茂明『科学者の発表倫理　不正のない論文発表を考える』（丸善, 2013年）　ISBN 978-4-621-
08654-4　2,600円+税

　スクーリング前半においては，①研究及び論文の最低条件を理解し，②研究を進めるための基本的なス
キルを身に付けるとともに，③研究及び論文作成のモチベーションを高めるようにする。また，後半にお
いては，各分野に共通する基礎的な課題を学際的に考察して，研究基盤となる知識・教養の習得に努める
ようにする。
　いずれにおいても，事前の準備と講義中の発言及び質問など積極的な姿勢がポイントとなる。

　スクーリングの概要を要約し，それについて意見をまとめる。要約よりも自らが感じ、考えたことを中
心としてリポートを作成する。特定の講義を取り上げて、掘り下げた内容としても可（1,000字～1,500
字）。

留意点：概要の要約以上に　意見のまとめ　を充実させて記載してください。

　各分野の研究方法の講義や基本教材および参考図書，並びにスクーリングでの発表およびディスカッ
ションを踏まえて，研究計画書（3,000字～4,000字）をまとめ，特別研究指導担当教員のレビューを受け
た上で提出してください。
留意点：現段階での研究計画書ですので、結果等が出ていない場合は研究の背景、目的、方法を主に記載
してください。方法は具体的に記載してください。
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基本教材1

第1回 「学ぶべき課題」について全体的に理解する：人間科学における研究とは何か（第1章）

第2回 データの収集（第2章）、研究の設計と管理（第3章）

第3回 人間科学における研究倫理（第4章）

第4回 文献調査の方法（第5章）

第5回 メッセージ分析を理解する（第6章）

第6回 観察法を学ぶ（第7章）

第7回 調査的面接法とはなにか（第8章）

第8回 フィールド研究で用いられる研究方法（第9章）

第9回 質問紙調査法（第10章）

第10回 実験法（第11章）

第11回 研究論文の書き方（第12章、13章）

第12回 リポート課題の作成(1)：リポート課題1の草稿作成と教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第13回 リポート課題の作成(2)：リポート課題1の最終レポート作成

第14回 リポート課題の作成(3)：リポート課題2の課題内容を選択し草稿を作成する。さらに教員からの指摘事項を受けて
内容を再検討する。

第15回 リポート課題の作成(4)：リポート課題2の最終レポート作成

※各講義については，1回あたり90分で実施する。

人間科学専攻

講義の順番は
変更される
可能性がある

三専攻合同講義

専攻主任が
分担して担当

基本教材2

第1回 研究及び論文作成に求められるもの（担当者：加藤孝治・釋文雄）

第2回 論文作成の基礎と先行研究のレビュー（担当者：島田めぐみ）

第3回 主な研究スタイルと論文の構成－研究目的の決め方と論証・検証の方法」（担当者：神井弘
之）

第4回 大学院で何を研究するか、研究テーマの紹介・意見交換（担当者：神井弘之・島田めぐみ・釋
文雄）

第5回 修士論文を完成させるための工夫・努力（担当者：神井弘之・島田めぐみ・釋文雄）

第6回 研究倫理（担当者：釋文雄）

第7回 AIの使い方（担当者：島田めぐみ）

第8回 心理学（担当者：北村世都）

第9回 社会哲学（担当者：中澤瞳）

第10回 教育学I（担当者：古賀徹）

第11回 健康科学（担当者：釋文雄）

第12回 科学哲学（担当者：青木滋之）

第13回 教育学II（担当者：田中謙）

第14回 スポーツ科学（担当者：秦光賢）

第15回 医療心理学（担当者：竹下久美子）
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社会哲学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ナカザワ　ヒトミ

中澤　瞳

1）哲学の文献を読み、その内容を理解することは容易なことではありません。したがって、まず文献を精
読する必要があります。精読するためには、以下の点に特に注意して、段落ごとにメモをとりながら読む
ようにしてください。①その段落の中で中心的な話題となっているものはなにか。②中心的な話題に対し
て、どのような意見が提示されているか。③その意見はどのような理由によって根拠が与えられている
か。④その段落の内容は、前後の段落の内容とどのような関係にあるのか。
（2）哲学の文献の内容を他人に説明することもまた容易ではありません。説明の際には、精読した際のメ
モを見ながら、以下の点に注意して、文献全体をまとめるようにしてください。①文献全体としてなにが
問題になっているのか。②その問題を通して、著者はなにを主張しているのか。③その主張の根拠となっ
ているものはなにか。
（3）自らの考察を他人に分かってもらえるように説明するのも簡単ではありません。読み手を常に意識し
て、独りよがりの文章にならないように気をつけて、論旨を明確に書くように注意してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

社会哲学特講は、哲学の文献の精読と解釈を通して、自明のものとなっている社会規範を捉えなおし、哲
学的な視点から批判的に、論理的に考察することを目的とする講座である。この講座を通して、以下の能
力を身につけることを目的とする。
（1）文献の読解、要約、解釈、説明を行い、それをもとに論述することができる。
（2）身の回りの出来事の中から問題を発見し、分析し、批判的な思索を行うことができる。

【一般目標(GIO)】
基本教材である文献の内容を正確に読み取ることができる。（思考/知識・解釈）
文献の内容を前提として、関連する問題を考察することができる。（思考/知識・問題解決）

【行動目標(SBOs)】
（1）『第二の性』の主張を理解し、説明することができる。（知識・解釈）
（2）テーマに即した問題を身の回りの中に発見し、考察することができる。（知識・問題解決）
（3）問題を立て、その問題を通して自らの見解を論拠と一緒に提示することができる。（技能）

【学修方略(LS)と学修時間】
リポートの作成。（リポートの作成のためには、文献収集、文献読解、問題と主張と論拠の設定、アウト
ラインの作成、リポートの執筆、推敲、修正などが含まれる。）一次文献（本講座では『第二の性』、あ
るいはボーヴォワールの思想についての解説、研究などがなされている二次文献の情報収集と読解に合計
25時間以上、提出までのリポートのやりとり（リポート執筆、指導、再提出などのやりとり）に20時間以
上を目安としている。〔最低45時間の学修時間を要する〕
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
教材の読解とレポートの作成が主であるが、これに加えて身近なところから問題を発見し、考察すること
も課題には含まれている。この作業は、主体的な学び、深い学びにつながっている。また、レポートの往
復やmanaba folio上でのやりとりを介して、読み手を考えた論述、表現について学ぶことができる。この
作業は対話的な学びにつながっている。

リポートは前期・後期に提出期限が設定されている。学事暦で定められた日までに提出すること。基本教
材1のリポート課題1、リポート課題2、そして基本教材2のリポート課題1、リポート課題2ともに締め切り
の一カ月前までに初稿を提出すること。Manaba folio上の添付でやりとりを行い、完成まで執筆する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

課題リポートを重視する。課題未提出の場合、評価は行わない。

評価基準

リポート添削への対応や往復による学修姿勢により評価。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：シモーヌ・ド・ボーヴォワール
教材名：『第二の性』を原文で読み直す会訳『第二の性I　事実と神話』

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

河出書房新社、2023年、ISBN：978-4-309-46779-5

・ボーヴォワールおよび『第二の性』に関する解説書のひとつとして

シモーヌ編集部編『シモーヌ（Les Simones）VOL.1――特集：シモーヌ・ド・ボーヴォワール「女である
こと」：70年後の《第二の性》』現代書館、2019年、ISBN：978-4-7684-9101-0

マノン・ガルシア（横山安由美訳）『生まれつき男社会に服従する女はいない』みすず書房、2023年、
ISBN：978-4-622-09614-6

・フェミニズムの入門的で網羅的な文献のひとつとして

井上輝子・上野千鶴子・江原由美子・大沢真理・加納実紀代編, 2002,『岩波 女性学辞典』岩波書店、
ISBN：9784000802031
木村涼子・伊田久美子・熊安貴美江編, 2013,『よくわかるジェンダー・スタディーズ』ミネルヴァ書房、
ISBN：9784623065165
金井淑子・江原由美子編『フェミニズムの名著50』平凡社、2002年、ISBN：9784582472288

・読みやすいフェミニズムの入門書として
清水晶子『フェミニズムってなんですか？』文芸春秋、2022年、ISBN：9784166613618

・フェミニズムの入門書として、またフェミニズムに懐疑的な人々にも向けて書かれた有名な書として

ベル・フックス（堀田碧訳）『フェミニズムはみんなのもの 情熱の政治学』エトセトラブックス、2020
年、ISBN：9784909910080

『第二の性 I　事実と神話』は、「女性とはなにか」という問いが、運命（第一部）、歴史（第二部）、
神話（第三部）という三つの視点から批判的に考察されている。リポート課題に直接該当するのは、序章
および運命（第一部）であるが、第二部、第三部も含めて通読すること。

『第二の性 I　事実と神話』の序章と第一部を章ごとによく読んで、これまで女性がどのように考えられ
てきたかということについてのボーヴォワールの説明の内容を、章ごとにまとめる。

留意点：字数：4000字以内。ボーヴォワールが論述の中で使用した「他者（化）」「内在と超越」「主体-
客体」という概念には必ず触れ、その概念が意味することについても説明すること。

リポート課題1でまとめた内容を前提として、「女性の他者化」とはどのような現象なのか、身近な題材を
例にとって具体的に説明すること。
留意点：字数：4000字以内。具体的な事例から考えることが重要である。取り上げた事例が「女性の他者
化」の現象と言えるかどうか自信がない場合には、『第二の性』を読み直し、女性の他者化についてボー
ヴォワールがどのように説明しているのかを再確認すること。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：シモーヌ・ド・ボーヴォワール
教材名：『第二の性』を原文で読み直す会訳　『決定版　第二の性　Ⅱ　体験（上）』

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

河出書房新社、2023年、ISBN：978-4-309-46780-1

基本教材１の個所に記した通り。

『決定版　第二の性　Ⅱ　体験（上）』において、ボーヴォワールは、女性のあり方が教育と習慣によっ
て形作られるということを論じている。リポート課題に直接該当するのは、序および第一部第一章、第二
章であるが、その他も時間があれば目を通すこと。

『決定版　第二の性　Ⅱ　体験（上）』の第一部第一章、第二章をよく読んで、子ども時代、娘時代を通
じて、女性はどのようにして、どのような存在として形づくられるとボーヴォワールは論じているのか、
その内容を章ごとに説明すること。

留意点：字数：4000字以内。ボーヴォワールが少年と少女を比較しながら論じている場合には、その比較
に注意してまとめること。

リポート課題1でまとめた内容を前提として、「女性らしさ」について身近な題材を例にとって具体的に考
えること（なお「男性らしさ」について合わせて考えても良い）。加えて、ボーヴォワールの見解の妥当
性を吟味すること。

以下の形式にできるかぎり沿って論述を行って、リポートを作成してください。形式は、導入、展開、結
論の3つの部分からなります。3つの部分の中にはそれぞれ指定された項目があります。例えば導入部分に
は問題設定の説明という項目がありますので、指示された項目に対応する内容を含めるようにしてくださ
い。他の項目についても同様です。

 導入
・問題設定の説明
・展開部分の論述のプラン（概要）を提示する
　　（まず○○について述べ、次に○○について～のような形式で構いません）

展開（3つのポイントから論述）
・１
・２
・３

結論
・設定したテーマ、3つのポイントを再度示す
・結論を述べる
・予想されうる反論、想定できる別のポイントなどに言及する

参考文献（文献表は文字数に含めません）

留意点：字数の下限は特に設けません。上限としては1万字以内とします。

基本教材1

第1回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第2回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第3回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第4回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第5回 アウトライン（書くための段取り）を作り、初稿の完成を目指す。

第6回 リポート課題1初稿の完成を目指す、うまく進行しない場合には教材の読解作業に戻る。

第7回 リポート課題1について最終稿を作成する。

第8回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第9回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第10回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第11回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第12回 アウトライン（書くための段取り）を作り、初稿の完成を目指す。

第13回 リポート課題2初稿の完成を目指す、うまく進行しない場合には教材の読解作業に戻る。

第14回 リポート課題2について最終稿を作成する。

第15回 リポート課題1、2を見直し、課題の理解を深める。
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基本教材2

第1回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第2回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第3回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第4回 リポート課題1を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第5回 アウトライン（書くための段取り）を作り、初稿の完成を目指す。

第6回 リポート課題1初稿の完成を目指す、うまく進行しない場合には教材の読解作業に戻る。

第7回 リポート課題1について最終稿を作成する。

第8回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第9回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第10回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第11回 リポート課題2を念頭に置きつつ教材の読解を行う。

第12回 アウトライン（書くための段取り）を作り、初稿の完成を目指す。

第13回 リポート課題2初稿の完成を目指す、うまく進行しない場合には教材の読解作業に戻る。

第14回 リポート課題2について最終稿を作成する。

第15回 リポート課題1、2を見直し、課題の理解を深める。
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哲学史特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

サイトウ　ヨシユキ

齋藤　宜之

哲学史とは，完成品としての「思想」のカタログなどではなく，悪戦苦闘の「思考」のドキュメントで
す。まずは，受講者それぞれにとって切実な「問い」を発見してください。そのうえで，自分の考えや常
識的な通念はいったん括弧に入れて，テキストが発するメッセージそのものに忠実に耳を傾けることを心
掛けましょう。

レポート執筆時には，読み手に伝わる正確な文章を書くことを心掛けてください。

フォントや改行の仕方，注の付け方など，形式面にも細心の注意を払ってください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

「哲学」とは「みずからの頭で考える」営為そのものです。しかしそれは，たんなる「一人よがり」で
あってはなりません。哲学史を学ぶことの意義とは，歴史上の優れた知性によって展開された様々な思考
を「追体験」することによって，自らの思考力を鍛え上げることにあります。そのような学修を通じて目
指してほしいのは，同時代において流通している常識をも相対化しうる巨視的な知性を身に付けることで
す。

【一般目標(GIO)】
論理的・批判的思考力：得られる情報を基に論理的・批判的な思考をする能力を身に付ける。
問題発見・解決力：事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案する能力を身に付ける。

【行動目標(SBOs)】
テキスト読解には文脈を把握するということが重要なので，継続的にテキストに触れること。また、関連
する文献についても積極的に参照すること。

【学修方略(LS)と学修時間】
文献読解とリポート作成を主にして学修を進める。一本のリポートを仕上げるための過程と必要時間の目
安は以下である。
文献読解（20時間） → レポート執筆（15時間） → 担当教員のコメントを受けての修正（10時間）。以
上の過程において，疑問点等はメールで質問すること。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
メール等を使ったインタラクティブな添削指導を実施する。

前期・後期ともに，最初の数カ月でテキストと関連文献を十分に読み込んでおくこと。疑問点については
担当教員に質問し，以下の期限に遅れないようにリポートを提出すること。

「基本教材1」の「リポート課題1」（初稿）を6月30日までに，「リポート課題2」を8月10日までに提出。
その後，2つのリポートに対する担当教員のコメントを反映させた最終稿を学事暦で定められた日までに提
出。

「基本教材2」の「リポート課題1」は10月31日までに，「リポート課題2」は12月10日までに提出。その
後，2つのリポートに対する担当教員のコメントを反映させた最終稿を学事暦で定められた日までに提出。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

テキストの内容を正確に理解したうえで，自らの頭で考え抜かれた論述を高く評価し
ます。

評価基準

指導過程におけるやりとりでの積極性を高く評価します。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：熊野純彦
教材名：①『西洋哲学史 古代から中世へ』岩波新書，2006年（ISBN-13: 978-4004310075）
②『西洋哲学史 近代から現代へ』岩波新書，2006年（ISBN-13: 978-4004310082）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

古代から現代までを網羅する哲学史。①はタレスに始まり，プラトン，アリストテレス，アウグスティヌ
ス，トマス・アクィナス等，古代から中世の哲学を解説。②はデカルトに始まり，スピノザ，ライプニッ
ツ，ロック，バークリー，ヒューム，ルソー，カント，ヘーゲル，マルクス，ニーチェ，ベルクソン，
フッサール，ハイデガー，ヴィトゲンシュタイン，レヴィナス等，近代から現代の哲学を解説。

受講者が課題として選択する哲学者に応じた文献を紹介します。推奨文献を知りたい方は，担当教員まで
問い合わせてください。

まずは課題図書を通読したうえで，自分が一番おもしろいと思える哲学者（学派・テーマ）を見つけてく
ださい。その後で，それに関連する解説書なども読んでみましょう。可能であれば，その哲学者自身が書
いた著作にもあたってみましょう。

「基本教材1」では、狭義の「哲学史」（哲学のテクストを対象として編まれた歴史）の基本的展開につい
て理解することが目標です。

教材文献に含まれる哲学者から一人を選択し，その思想について説明せよ。学派やテーマを選択するのも
可とする。
留意点：あくまで思想の「説明」に徹すること。

教材文献に含まれる哲学者から二人（ないしそれ以上）を選択し，両者の思想を比較しつつ独自の考察を
加えよ。
留意点：たんなる思想の説明にとどまらずに，受講者独自の解釈・考察・批判等を加えること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：ハンナ・アーレント
教材名：『人間の条件』志水速雄訳，ちくま学芸文庫，1994年（ISBN-13 : ‎978-4480081568）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

この書の問いは実にシンプルです。「私たちは何をしているのか？」という問いです。アーレントは人間
の行為を「労働」「仕事」「活動」の三つに分類し，それらの位置付けと意義が，古代ギリシアから近代
にいたるまでにどのような変遷をたどってきたかを明らかにします。この書は，テクスト上の哲学的言説
を扱うといった意味での「哲学史」ではありませんが，古代から近代にいたるまでの間における、哲学・
思想・世界観の変転，科学とテクノロジーの発展，実社会における様々な変化を有機的に関連させつつ描
いているという点で，広義の「哲学史」としても読まれうるものです。

・ハンナ・アーレント『人間の条件』千葉眞訳,筑摩書房,2025年（ISBN-13: 978-4480867490）
・ハンナ・アレント『人間の条件』牧野雅彦訳, 講談社学術文庫, 2023年（ISBN-13:‎ 978-4065314272）
［教材テキストの別訳。これらをテキストとすることも可とする。］
・川崎修『ハンナ・アレント』講談社学術文庫，2014年（ISBN-13: 978-4062922364）
・日本アーレント研究会『アーレント読本』法政大学出版局, 2020年（ISBN-13: ‎978-4588151095）

「基本教材1」で得た狭義の「哲学史」についての知識を活かしつつ，「基本教材2」では，広義の「哲学
史」について学びます。古代ギリシアのポリス，望遠鏡の発明，労働形態の変化等，一般には「哲学史」
に含まれないような歴史的事象が，人々の世界観や価値観にいかに大きな変化をもたらしたかを理解する
ことを目標とします。

「労働」「仕事」「活動」という三つの「活動力」の違いについて説明せよ。（さらに可能であれば，そ
れらの位置付けや意義が，時代の変遷とともにどのように変化したかについても説明せよ。）
留意点：あくまでアーレント自身の説明に即して記述すること。

『人間の条件』に学んだ知見に基づいて，一般には「哲学史」に含まれないような歴史的出来事に起因す
る世界観・価値観等の変化について，自由にテーマを設定したうえで論評せよ。
留意点：たんなる「要約」ではない「論考」としてのリポートを書くこと。
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基本教材1

第1回 基本教材の概要の把握

第2回 基本教材の読解: 『西洋哲学史 古代から中世へ』第1～10章（古代）

第3回 基本教材の読解: 『西洋哲学史 古代から中世へ』第11～15章（中世）

第4回 基本教材の読解: 『西洋哲学史 近代から現代へ』第1～10章（近代）

第5回 基本教材の読解: 『西洋哲学史 近代から現代へ』第11～15章（現代）

第6回 課題の設定と関連文献のリサーチ（推奨文献については，必要に応じて担当教員に質問）

第7回 関連文献の読解

第8回 関連文献の読解

第9回 リポート課題1: 初稿の執筆と提出

第10回 リポート課題1: 担当教員のコメントを受けての修正（必要に応じて担当教員に質問）

第11回 リポート課題1: 最終稿の執筆と提出

第12回 リポート課題2: 初稿の執筆と提出

第13回 リポート課題2: 担当教員のコメントを受けての修正（必要に応じて担当教員に質問）

第14回 リポート課題2: 最終稿の執筆と提出

第15回 学修内容全体の総括

基本教材2

第1回 基本教材の概要の把握

第2回 基本教材の読解: 第1～2章

第3回 基本教材の読解: 第3章

第4回 基本教材の読解: 第4章

第5回 基本教材の読解: 第5章

第6回 基本教材の読解: 第6章

第7回 課題の設定と関連文献のリサーチ（推奨文献については，必要に応じて担当教員に質問）

第8回 関連文献の読解

第9回 リポート課題1: 初稿の執筆と提出

第10回 リポート課題1: 担当教員のコメントを受けての修正（必要に応じて担当教員に質問）

第11回 リポート課題1: 最終稿の執筆と提出

第12回 リポート課題2: 初稿の執筆と提出

第13回 リポート課題2: 担当教員のコメントを受けての修正（必要に応じて担当教員に質問）

第14回 リポート課題2: 最終稿の執筆と提出

第15回 学修内容全体の総括
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宗教哲学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

イシハマ　ヒロミチ

石浜　弘道

哲学や宗教の書物はその思想的な理解だけではなく実践的面においても、自らの思索を深め、広い視野や
客観性を高めるうえでも有効なので、テキスト内容を一字一句、しっかりと吟味しながら読解し、実践す
ることが望ましい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

人類の歴史とともに存続してきた宗教、それは私たちの心の支えや平安のために不可欠なものであった。
しかし反面、宗教の超俗的側面ゆえに、ともすれば狂信や迷信、あるいは為政者の支配の道具となり暴走
したことも多々あった。そこで本科目では宗教の本質的な在り方とは何かという視点をもとに、宗教の持
つ力と倫理的危うさ、そして今日世界各地で起こっている宗教的な諸事件を自ら積極的に調べることで、
宗教の本来の姿を自ら研究・発見し説明できるようにしたい。そしてそれをベースとして今日の宗教的諸
問題を客観的に判断し社会に発信できる能力を養う。

【一般目標(GIO)】
学修者は宗教の本質の理解を通して、世界の諸宗教とその排他性ゆえに生じる諸問題を正確に理解し、あ
るべき宗教の姿と多様な宗教の固有の存在価値を論理的に提示することを習得する。

【行動目標(SBOs)】
学修者が宗教のあるべき姿を理解することで既成の宗教を客観的に評価できるようになるために、宗教本
質論と同時に宗教多元論の立場に立って、世界の多くの宗教の多様な価値をできる限りその内面からみつ
めることで現実に起こっている諸問題を説明できるようにし（知識･解釈）、さらにその解決策を指摘する
(知識･問題解決)。

【学修方略(LS)と学修時間】
・まず学修者は自分が興味のある一宗教を学修する（自習）【15時間/リポート1本】
・さらに日本固有の宗教である神道そして仏教、キリスト教、イスラム教、新宗教をも視野に入れ、それ
らの経典や実践の研究、関連する諸事件分析にも同等の時間を割き幅広く学ぶことに心がける（自主研
究）【10時間/リポート1本】
・1つのリポート作成にあたり，基本教材および参考文献の読み込みに５時間以上必要（リポート作成）
【10時間/リポート1本】
・manaba folio への提出・再提出のやりとりその他に10時間以上が目安（ディベート）【10時間/リポー
ト1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folioを利用して、教員と院生との間での双方向を重視した個別指導を実施する。
・図書館等を利用し、参考文献等を分析・解読しリポートを作成する。

前期： 教材1のリポート課題　初稿は7月末、最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。
後期： 教材２のリポート課題　初稿は11月末、最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

テキストを正しく理解し、課題どおりのリポートとして的確に書かれていること

評価基準

再提出リポートへのコメントを正しく理解し、それに沿った修正となっていること
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：波多野精一
教材名：『宗教哲学序論・宗教哲学』(岩波文庫、2012年)
ISBN:978-4-00-331453-1　1260円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

日本における宗教哲学の泰斗，波多野精一については，これまでその業績，独創性，卓越性にもかかわら
ず，同時代の思想家に比べ，その評価が充分とは言えなかった。その理由の一つは彼の哲学的立場がキリ
スト教という枠組みの中でのものとみなされてきたからであろう。しかし彼の思想体系は，普遍的な宗教
的世界とその背景をなす哲学的人間学からなり，既成宗教を超えて人間存在と超越者の本質に迫ることを
その中心としている。

熊野純彦『西洋哲学史』(岩波新書、2冊、2006年)ISBN:4-00-431007-5 各860円＋税
ジョン・ヒック『神は多くの名前をもつ』(岩波書店、1986年) ISBN:4-00-000314-3　1900円＋税
ジャン・グロンダン『宗教哲学』(白水社・文庫クセジュ2015年) ISBN:10-4560509999　1200円 ＋税
宮本武之助『波多野精一』（日本基督教団出版局，1965年）　850円（古書）

波多野精一の宗教思想を深く理解するために，テキストを熟読し，同時に上記の参考書や同時代の日本の
哲学書を読むことが望ましい。なお哲学や宗教の書物は用語の特殊性もありわかりにくいものも多いが、
その都度こまめに哲学史や思想系の辞書を引いて確認することが望ましい。

『宗教哲学序論』第３章「正しき宗教哲学」を読み、波多野宗教哲学の方法論である「宗教的体験の反省
的自己理解，それの理論的回顧」とはどのようなことかを述べなさい。

留意点：宗教の世界を解明する方法論は種々あるが，波多野はシュライエルマッハーからティリッヒへと
続く宗教体験を重視する立場にたっている。

『宗教哲学序論』第４章「歴史的瞥見」に紹介されている4人の宗教哲学者から一人選び、そこに示されて
いる宗教の本質を述べなさい。

留意点：思想史的背景を考えつつまとめることで、哲学と宗教の関係・内容がより深く理解できる。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：石浜弘道
教材名：『理性と霊性』（株・テクネ、2021年、インターネット・アマゾンでのみ購入可）ISBN:978-4-
909601-37-7　2550円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

宗教に基づく独善主義や狂信、迷信による事件が起こる昨今において、宗教の多様性、寛容性、普遍性を
説くスピリチュアリティ（霊性）の宗教が注目されている。そこで本書は諸宗教における霊性の存在とそ
の働き、および私たちの日常の能力である理性と非日常的な能力である霊性との相互関係から霊性的宗教
の意味を考察する。

石浜弘道『霊性の宗教』(北樹出版、2010年) ISBN:978-4-77-930249-7　2500円＋税
石浜弘道『霊性の人イエスと4人の弟子たち』（株・テクネ、2025年、インターネット・アマゾンでのみ購
入可）ISBN:978-4-910517-09-4　1800円
鎌田東二『神道のスピリチュアリティ』(作品社、2003年)ISBN:978-4-87-893593-0 1900円＋税
阿部美哉『現代宗教の反近代性』(玉川大学出版部、1996年)
ISBN:4-472-09881-4C3014　3456円＋税

テキストを熟読すると同時に、宗教に内在するスピリチュアリティ（霊性）を中心に考える場合、宗教体
験が重要なものとなるゆえ、上記の参考図書や各自宗教的世界に触れることが望ましい。たとえば、各種
の宗教行事への参加や宗教芸術の鑑賞等。

スピリチュアリティ（霊性）とは何か、またそれはどのような領域に働き、どのような意味、能力があ
り、どのような影響を私たちに与えるかを、理性の限界および宗教の普遍性を考慮しつつ述べなさい。そ
の際可能であれば自分の宗教体験を合わせて述べることが望ましい。

留意点：テキスト序、1章1，2節、２章1節を中心によく読むこと

①諸宗教に見られる霊性の存在とその働きを、既存の宗教であるキリスト教、仏教、神道、イスラム教か
ら1つ選び述べなさい。
②理性と霊性のそれぞれに働きと相互関係を通して霊性的な宗教のあるべき姿を述べなさい。
➂キリスト教の教祖イエスの霊性的生き方に絞ってその内容を述べなさい。その際参考図書『霊性の人イ
エスと4人の弟子たち』(第1章）をも併せて参照してください。
(①②➂から一つ選択)

留意点：①についてはテキスト2章2節、②については同7章、➂については第6章と指摘した参考図書第1章
を中心によく読むこと
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 基本教材1の学修；課題として取り上げた題材について（宗教哲学方法論の考察）

第4回 基本教材1の学修；課題として取り上げた題材について（宗教体験に関する歴史的考察）

第5回 基本教材1の学修：課題として取り上げた題材について（宗教哲学の代表的哲学者の考察）

第6回 基本教材1の学修：課題として取り上げた題材について（宗教の本質に関する考察）

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 宗教の歴史的推移とそのあるべき姿に関する学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 基本教材2の学修；理性の働きとその限界を学修

第4回 基本教材2の学修；霊性とは何か、なぜ必要なのかについての学修

第5回 基本教材2の学修；諸宗教における霊性の存在とその働きを考察

第6回 基本教材2の学修；理性と霊性の相互関係を通しての霊性的宗教とは何かを考察

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 関連する個人的・社会的な事例とその内容の霊性的考察

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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科学哲学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

アオキ　シゲユキ

青木　滋之

・リポート作成には時間がかかるので、余裕をもって取り組むこと。
・教材や参考図書について、重要な用語はまだしも、文章まで丸写しにならないよう、気を付けること。
教材や参考図書を読み、ノートを作成する際には、必ず教材などを閉じて自分の頭で整理した上で、作成
すること。
・教材１は科学哲学、教材２は科学史である。まず、科学哲学を通じて関心あるテーマを選び、そのルー
ツを科学史を通じて明らかにしていくこと。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座の目標は、科学という活動を科学哲学の視点から分析していくことで、現代社会を支えている科学
の成り立ちについて深い理解を得ていくことにある。

【一般目標(GIO)】
科学哲学の問題圏や、基本概念、議論展開、現代科学技術への適用などに習熟することを通じて、科学と
いう現象を把握していくことが目標である。
【行動目標(SBOs)】
①科学の方法とは何か、科学と非科学との違いを説明することができる。（知識）
②近代科学の成り立ちに即して、科学理論の目的や科学の進歩について論じることができる。（知識・解
釈）
③現代の科学技術にかかわる哲学的・根本的な問題を論じることができる。（技能）
④現代の疑似科学の問題といった現実的な課題にも批判的にコミュニケートできる。（態度）

【学修方略(LS)と学修時間】
1．基本教材を熟読し、ノートを作成する。不明な点については、参考図書などを参考にして、自主的に理
解を深める。（自習）【SBO①＆②】【15時間/リポート1本】
2．リポート課題に沿ってさらに理解を深める。（自主研究）【SBO①＆②】【10時間/リポート1本】
3．リポートの草案を作成する。（リポート作成）【SBO③＆④】【10時間/リポート1本】
4．manaba folio を利用して教員がリポートを添削し、教員とのやり取りを通じてリポートの最終版を完
成させる。（ディスカッション）【SBO③＆④】【10時間/リポート1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folio を活用して、教員との間でリポート添削を通じてディスカッションを行う。

＜前期＞
・レポート課題１　初稿提出期限：７月初
・レポート課題２　初稿提出期限：８月中

＜後期＞
・レポート課題１　初稿提出期限：10月末
・レポート課題２　初稿提出期限：12月初

各課題の最終稿は、学事暦で定められた日にちまでに提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

教材の内容を理解している。課題に即して論理的に展開されている。リポート作成の
基本的ルールが守られている。

評価基準

添削に対して真摯に取り組み、修正などの応答が適切に行えている。
添削を通じて、課題に対する理解が深まっている。時間に余裕をもって取り組めてい
る。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：サミール・オカーシャ
教材名：『科学哲学 新版』（岩波書店, 2023）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

オックスフォード大学出版 Very Short Introductions シリーズの一冊であり、定評ある科学哲学の教科
書である。科学の方法、科学的説明、実在論と反実在論、科学の変化と科学革命、個別科学哲学、科学と
宗教、といった重要な問題が扱われている。

伊勢田哲治『疑似科学と科学の哲学』（名古屋大学出版, 2003）
戸田山和久『科学哲学の冒険』（NHKブックス, 2005）
アレックス・ローゼンバーグ『科学哲学』（春秋社, 2011）

Very Short Introductions シリーズの一冊なので、初学者でも十分読みやすい内容になっているが、専門
用語や、対象となっている科学史上の出来事などは、自分で調べるなどして理解していく必要がある。

①科学に特徴的な方法とは何か、②科学の目的は何か、実在論あるいは反実在論のどちらが有効な立場で
あるのか、③科学は通時的にどのように変化していくのか。
これら３つのうちから、１つ選択して論じなさい。
留意点：リポート作成においては、答えを明確にすること、答えに至る論証を明らかにすること、論文の
構成の上でのパラグラフライティングを守ること、といった点に注意する必要がある。
留意点：特になし

①個別科学の科学哲学には、どのような問題があるのか、②科学と宗教はどのような関係にあるのか。こ
れら２つのうちから、１つ選択して論じなさい。
留意点：リポート作成においては、答えを明確にすること、答えに至る論証を明らかにすること、論文の
構成の上でのパラグラフライティングを守ること、といった点に注意する必要がある。
留意点：特になし

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：スティーヴン・シェイピン
教材名：『「科学革命」とは何だったのか』（白水社, 1998）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

近代科学の設立において最も重要な時期にあたる、科学革命について書かれた有名な著作。著者のシェイ
ピンは、シャファーとの共著で『リヴァイアサンと空気ポンプ』も執筆している、国際的に著名な科学史
家である。

ロゼー『科学哲学の歴史』（みすず書房, 1974）
ウェストフォール『近代科学の形成』（みすず書房, 1980）
ディア『知識と経験の革命』（みすず書房, 2012）

科学革命期には、物理学や化学、生物学といった現代科学技術を支える近代科学の設立者が登場する。教
材と参考図書だけではリポート作成に足りないと判断した時は、自分で図書や論文、ネット上の記事など
を調べる主体的な態度が必要である。

①科学革命期に何が知られたのか、②いかにして知られたのか、③何のための知識だったのか。
これら３つのうちから、１つ選択して論じなさい。
留意点：リポート作成においては、答えを明確にすること、答えに至る論証を明らかにすること、論文の
構成の上でのパラグラフライティングを守ること、といった点に注意する必要がある。
留意点：特になし

著者のシェイピンによると、科学革命なるものは存在しなかった。それはなぜなのか。本書全体の論述か
ら、理由を説明しなさい。
留意点：リポート作成においては、答えを明確にすること、答えに至る論証を明らかにすること、論文の
構成の上でのパラグラフライティングを守ること、といった点に注意する必要がある。
留意点：特になし
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げるテーマの検討

第3回 基本教材１の学修：基本教材１を読み、その内容の概要をつかむ

第4回 基本教材１の学修：テーマについての学修

第5回 基本教材１の学修：テーマについての学修

第6回 基本教材１の学修：課題１に関する箇所の再学修

第7回 基本教材１の学修：課題２に関する箇所の再学修

第8回 関連する文献の検索とその内容の学修

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通して、課題に関する全体的な理解の確認

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げるテーマの検討

第3回 基本教材２の学修：基本教材２を読み、その内容の概要をつかむ

第4回 基本教材２の学修：テーマについての学修

第5回 基本教材２の学修：テーマについての学修

第6回 基本教材２の学修：課題１に関する箇所の再学修

第7回 基本教材２の学修：課題２に関する箇所の再学修

第8回 関連する文献の検索とその内容の学修

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通して、課題に関する全体的な理解の確認
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生命倫理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ヨシダ　カシミ

吉田　一史美

１．前期と後期の初めに、リポート作成のための「チェックリスト」を配布するので、初稿を提出する前
に必ず確認すること。
２．タイトル、見出し、段落を適切に使用し、学術論文の体裁・語法で記述してください。
３．他者の考えや文章を引用する場合は、引用であることを本文中の「引用注」で明記し、文末に「文献
リスト」を作成してください。引用注と文献リストの形式については、学術論文のルールをよく勉強し
て、正しく表記してください。
４．提出された初稿に対して、チェックリストの各項目、形式、論理展開、正誤について添削コメント
（A4, １〜２ページ程度）を返します。修正稿および最終稿では、添削コメントに対して適切に対応がな
されているかという点を中心に確認します。最終稿の提出期限の２週間前をすぎると、添削コメントは各
リポート課題につき１回が上限になります。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　生命科学と医療技術の発展は、私たちの生命観や倫理観にさまざまな影響を与えてきた。本講座では、
人体実験、遺伝子技術、尊厳死、安楽死、脳死、臓器移植、生殖医療、小児医療などの具体的なテーマを
通して、生命倫理学の歴史、概念、論点を学ぶ。多様な生き方や価値観を理解した上で、現在および将来
の倫理的諸課題に対する主体的な思考を身に付けることを目的とする。教材に記載された事項にとどまら
ず、歴史的な出来事や現在の社会問題などについて自分で情報を収集することと、倫理的な問題を〈問
い〉として受け止めて〈応答〉することを目指す。

【一般目標(GIO)】
　人間の生命をめぐる倫理を扱う生命倫理学の基本的な知識を正確に理解した上で、個々の論点を捉えて
批判的に考察を展開し、現在および将来の生命科学や医療技術をめぐって生ずる倫理的課題に対して主体
的に取り組むための知的基盤と倫理観を身に付ける。

【行動目標(SBOs)】
　近代社会における社会的弱者の存在や優生思想の歴史を踏まえて、生命倫理学の社会的・学術的役割を
説明することができ、現在の生命倫理学の各テーマについて自ら倫理的な問いを立て、主体的に思考して
応答することができる。

【学修方略(LS)と学修時間】
　リポート課題に沿って，テキストや参考図書を基に，自分自身で題材を取り上げ，その題材に関する必
要な文献の検索を行い(20時間)，それに対する考え方をリポートとしてまとめる(10時間)。manaba folio
を通してリポートの推敲を行い，最終稿を仕上げる(15時間)。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
　manaba folioを利用し，「チェックリスト」の配布、インタラクティブな個別指導（課題図書等に関す
る質疑応答・意見交換，リポートの推敲のためのレスポンス等）。
　図書館，インターネットで自律的に関連する論文や資料を検索して，リポートを作成する。

前期：教材１のリポート課題(１)の初稿は７月中旬，課題(２)の初稿は８月上旬を目処に提出する。
いずれの課題も、最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。

後期：教材２のリポート課題(１)の初稿は11月中旬，課題(２)の初稿は12月上旬を目処に提出する。
いずれの課題も、最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

　生命倫理学に関する用語・概念を適切に理解して説明できているか、考えや記述は
論理的か、という基本的な点に加えて、近年の知見や情報の反映、自分自身の専門分
野や経験との関連性を評価する。

評価基準

　リポートの草稿添削・コメントに対する修正が適切になされているか、とくにリ
ポートの構成や表現に関し，全体の記載方法，本文中の引用方法、図・表の活用方
法，文献リストの記載方法等を評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：黒崎剛・吉川栄省（編著）
教材名：『生命倫理の教科書：何が問題なのか　[第２版] 』（ミネルヴァ書房，2022年）
ISBN:978-4-623-09370-0／3,300円（税込）
※ または 同書の第１版（黒崎剛・野村俊明 (編著)、ミネルヴァ書房、2014年）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　生命倫理の諸問題に関する基礎知識がまとめられたテキスト。生命倫理に関わるテーマを論ずる際にあ
らかじめ理解しておくべき事項が網羅的に記述されており、生命倫理学の歴史、キーワードや論点、世界
の動向を学ぶことができる。

米本昌平・橳島次郎・松原洋子・市野川容孝（著）
『優生学と人間社会：生命科学の世紀はどこへ向かうのか』（講談社現代新書，2000年）
ISBN:978-4-06-149511-1／1,000円＋税

　生命倫理学がもつ社会的・学術的な役割を理解するために、社会的弱者を対象に行われてきた非人道的
な人体実験、近代社会に興隆した優生思想、現代の遺伝子操作に関わる先端技術をめぐる倫理的問題の構
造を理解する。
　なお、リポート課題２については、基本教材２『テキストブック　生命倫理』の第13章の「生命操作」
「デザイナー・ベビー」を参照して、最近のゲノム編集技術について理解するとよい。

　生命倫理学の成立の経緯について理解し、社会的弱者のための人権運動という側面と、最初の課題とし
て取り組まれた「人体実験」の問題化を説明すること。その上で、現在の医療倫理の原則について考察す
ること。字数制限：3000〜4000字
留意点：教科書で言及されている史実について、自分で調べてより詳しい内容を記述すること。

　生命倫理学において重要な概念の一つである「優生思想」について理解し、その歴史と問題点を説明す
ること。その上で、遺伝子操作における「エンハンスメント」と優生思想とのかかわりについて考察する
こと。字数制限：3000〜4000字
留意点：留意点： 日本の強制不妊救済法とそれに関連する訴訟について、自分で調べて言及すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：霜田求（編）
教材名：『テキストブック　生命倫理　[第２版] 』（法律文化社，2022年）
ISBN:978-4-589-04189-0／2,530円（税込）
※ または 同書の第１版（霜田求（編著）、法律文化社，2018年）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　生命倫理の各テーマの主な論点が、異なる価値観に基づいた意見の相違や対立を踏まえて提示されたテ
キスト。テーマごとに設定された概念や臨床に関わる〈問〉に対して、複数の〈応答〉が示されており、
主体的な思考の手がかりを得ることができる。

松原洋子・伊吹友秀（編）　『生命倫理のレポート・論文を書く』（東京大学出版会，2018年）
ISBN:978-4-13-062420-6／2,500円＋税

　これまで生命倫理学が取り組んできた「生命の始まりと終わりをめぐる線引きの問題」について、多様
な経験や価値観をもつ人びとが存在するなかで、現代の人間社会がどのような倫理規範を形成していくこ
とができるか、主体的に思考する。
　なお、リポート課題の選択したテーマについて、基本教材１『生命倫理の教科書：何が問題なのか』に
関連する章がある場合は、参照してさらに多くの情報を得るとよい。

　「生命の始まり」をめぐる倫理的問題について、（１）生殖補助医療、（２）人工妊娠中絶と出生前・
着床前診断、（３）子どもの医療、の３つからいずれかを取り上げて論点を説明すること。その上で、テ
キストの各章の末尾にある〈問と応答〉から、〈問〉を１つ選び、〈応答〉について考察すること。字数
制限：3000〜4000字
留意点： 留意点： 〈問〉は、テキストに記載のものではなく、自分で新たに設定してもかまわない。

　「生命の終わり」をめぐる倫理的問題について、（１）高齢者医療と認知症、（２）終末期医療と尊厳
死、（３）安楽死と医師による自殺幇助、（４）脳死と臓器移植、の４つからいずれかを取り上げて論点
を説明すること。その上で、テキストの各章の末尾にある〈問と応答〉から、〈問〉を１つ選び、〈応
答〉について考察すること。字数制限：3000〜4000字
留意点：留意点： 〈問〉は、テキストに記載のものではなく、自分で新たに設定してもかまわない。
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 基本教材１の学修：生命倫理学の成立（序章・第７章）

第3回 基本教材１の学修：人体実験と医療倫理の原則（第１章・第７章）

第4回 基本教材１の学修：優生学と遺伝子操作（第６章・参考図書）

第5回 人体実験の歴史に関する文献の検索とその内容の学修

第6回 基本教材１の巻末資料の検討

第7回 優生思想の歴史に関する文献の検索とその内容の学修

第8回 旧優生保護法による強制不妊訴訟に関する情報収集

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通じた本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 基本教材２の学修：生命倫理の方法・理論（第１章）

第3回 基本教材２の学修：生命の始まりをめぐる倫理的問題（第Ⅱ部）

第4回 基本教材２の学修：課題として取り上げるテーマの検討（第Ⅱ部）

第5回 基本教材２の学修：生命の終わりをめぐる倫理的問題（第Ⅲ部）

第6回 基本教材２の学修：課題として取り上げるテーマの検討（第Ⅲ部）

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 課題として取り上げるテーマの〈問〉と〈応答〉に関する考察

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通じた本課題に関する全体的な理解の検証

19



社会思想史特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

オカヤマ　ケイジ

岡山　敬二

教材の文章や参考書の説明を単なる情報として受け取り，その切り貼りを伝達するという読み方，伝え方
をしても，どうしても，中味が伝わらないだけでなく，内容におかしな面が出てこざるをえません。何が
どうわかり，どうわからないかを自分で考え，自分の言葉で整理し，伝えることによってはじめて，それ
は生きた言葉，内容をともなう言葉となるように思われます。それなりにでもいいですから，「自ら考え
る」という姿勢を忘れないようにしてください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座は，既存の観念に縛られず，諸事象を根本から見つめなすことのできる哲学的な視野を修得するこ
とにより，以下の能力を身につけることを目的とする。
大量破壊兵器や環境破壊，脳死や臓器移植，遺伝子組み換えの問題など，現代技術がもたらした深刻な側
面に柔軟に対応するために，人間や生命，自然や社会のすべてを一律に，技術的に処理可能な資材や人材
と見立てる考え方について，その可能性や限界を見つめなおすことができる。
　技術文明の世界に生きている現代的状況を見据えながら，日常生活や科学知の自明な前提を超えて，人
間と自然や社会，世界のありようを根本から見つめなおすことができる。

【一般目標(GIO)】
日常の自明性の問題点を根本から見つめなおすために，既成の価値や観点に縛られずに様々な立場や視点
を理解，想像し，それらを柔軟に比較・検討することができる哲学的な考察態度を身につける。

【行動目標(SBOs)】
ⅰ．自然と文化や，人間存在をめぐる哲学的な問題を理解し説明することができる。（知識・解釈）
ⅱ．現代社会の様々な問題の根拠を理解し説明することができる。（知識・想起）
ⅲ．現代社会の様々な問題の解決の可能性を多角的な視野から指摘することができる。（知識・問題解
決）
ⅳ．現代社会の個々の問題について，様々な立場や見解の比較・検討・考察を実施することができる。
（技能）
ⅴ．様々な立場や見解を配慮し，自らの考えをうまく伝え、他者と柔軟にコミュニケートすることができ
る。（態度・習慣）

【学修方略(LS)と学修時間】
①基本教材及び参考文献の熟読（自習）【SBOⅰ.】：【10時間以上／リポート1本】
②リポートの課題に沿った，基本教材の読解と解釈（自主研究）【SBOⅱ.】：【10時間以上／リポート1
本】
③リポートの作成（リポート作成）【SBOⅲ.】：【１0時間以上／リポート1本】
④manaba folioを利用した複数回のリポート添削による教員とのディスカッションを重ねての，リポート
の推敲と最終稿の完成（ディベート）【SBOⅳ.&ⅴ.】：【15時間以上／リポート1本】

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folioを使ったインタラクティブな添削指導を実施してゆく。

最終稿の提出は，学事歴で定められた日を期限とする。これは、あくまで最終稿の期限であり、初稿は、
その前に提出する。初稿提出期限の目安は以下の通りとする。
前期（基本教材１）：リポート課題１（7月15日）／リポート課題２（8月15日）
後期（基本教材２）：リポート課題１（11月15日）／リポート課題２（12月15日）

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

教材の適切な読解・解釈を踏まえた，リポート課題に沿う論述・表現であるか。

評価基準

複数回の添削指導を経たうえで，その指導に適切に対応できているか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：マルティン・ハイデガー
教材名：『技術への問い』（平凡社ライブラリー，2013年） ISBN:978-4-582-76800-8　1,500円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

古代ギリシアのポイエーシスやテクネーという言葉に含まれる意味（技術だけでなく芸術や自然の営みな
ども含む）を説き明かし，それを現代の産業社会における技術と対比させることで，現代技術のありよう
の一面性が示されてゆきます。そこから，現代社会のこの一面性にともなう危険とそれが予兆する歴史的
な変化の到来を示唆しようとする試みです。

木田元『対訳　技術の正体』（デコ，2013年） ISBN:978-4-906905-07-2　1,100円＋税
加藤尚武編著『ハイデガーの技術論』（理想社，2003年） ISBN:978-4-650-10532-3　2,000円＋税
岡山敬二「技術と存在─ハイデガー「技術への問い」を問う─」（『桜文論叢』日本大学法学部第96巻）
岡山敬二「良心の呼び声はどこからやって来るのか
─ ハイデガーの良心論と「技術への問い」─」（『桜文論叢』日本大学法学部第111巻
https://www.publication.law.nihon-u.ac.jp/pdf/treatise/treatise_111/each/19.pdf）

当教材は，5本の講演論文を収めた論文集ですが，リポートの課題に直接該当するのは，「技術への問い」
（7ページ～）です。この論文を中心に読み進めてください。その他のものは参考資料として利用してくだ
さい。「技術」「真理」等の言葉の古代ギリシア的な意味と現代的な意味の違いに留意しながら，その相
違を整理することが大事な作業になります。

技術と真理（アレーテイア）との関係について，ポイエーシスとテクネーという点から論説してくださ
い。
留意点：技術（道具）や因果性，真理など，鍵となる言葉について，通俗的な意味と原初的な意味との違
いをおさえてください。ポイエーシスとテクネーの共通点を整理してください。主に所収論文「技術への
問い」が読解の対象となります。

技術と真理（アレーテイア）との関係について，ポイエーシスと「集‐立（Ge-stell）」という点から論
説してください。
留意点：技術（道具）や因果性，真理など，鍵となる言葉について，通俗的な意味と原初的な意味との違
いをおさえてください。ポイエーシスと「集‐立（Ge-stell）」の共通点と相違点を整理してください。
主に所収論文「技術への問い」が読解の対象となります。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：マルティン・ハイデガー
教材名：『芸術作品の根源』（平凡社ライブラリー，2008年）ISBN:978-4-582-76645-5 1300円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

芸術作品の根源を問うために，物とは何か，道具とは何かを考察し，一つの道具であるはずの農婦の靴，
それを描いた一枚の絵の中から，物や道具の真相が立ち現れてくる働きが探りだされてゆきます。そこに
芸術作品のなりたちを見いだすことで，日常生活に埋もれてしまっているはずの，道具的なあり方とは
違った真理のありようを問いなおしてゆく試みです。

渡邊二郎『芸術の哲学』（ちくま学芸文庫,　1998年）ISBN:4-480-08426-6　　1,300円＋税
木田元『ハイデガーの思想』（岩波新書，1993年）ISBN:978-4-00-430268-4　　800円＋税
木田元『哲学と反哲学』（岩波現代文庫，2004年）ISBN:978-4-00-600127-8　　1,180円＋税
岡山敬二「人間への問いと思索の祝祭　――ハイデガー『芸術作品の根源』の根源をさぐって」（『桜文
論叢』日本大学法学部第99巻https://www.publication.law.nihon-
u.ac.jp/pdf/treatise/treatise_99/each/06.pdf）
岡山敬二「歴史から芸術、そして存在へ─ ハイデガー『存在と時間』から『芸術作品の根源』へ ―」
（『桜文論叢』日本大学法学部第112巻
https://www.publication.law.nihon-u.ac.jp/pdf/treatise/treatise_112/each/04.pdf）

物，道具，芸術作品，真理，世界，大地など，鍵となる言葉について，普通の意味とは違ったどのような
意味が込められているのかを理解，整理してゆくことが大事な作業になります。細かな論点よりも，議論
全体の流れをつかむことを優先してください。

芸術作品に見出される「道具の信頼性」とはどういうことか，論説してください。
留意点：支配的な物概念の不十分さ，道具の有用性と信頼性との意味の違い，大地と世界の意味合いをお
さえてください。ゴッホの絵の作品分析が読解の手がかりになります。

芸術作品に見出される「世界と大地の闘争」とはどういうことか，論説してください。
留意点：真理観をめぐっての芸術と美術との違い，芸術と論理学との違いを整理したうえで，世界とは，
大地とは，その闘争とはどういうことか、その意味合いをおさえてください。ギリシア神殿の作品分析が
読解の手がかりになります。
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基本教材1

第1回 本科目の課題の理解

第2回 基本教材，参考図書の関連箇所の検討

第3回 関連する参考文献，参考資料の検索とその内容の学修

第4回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の熟読

第5回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の読解と解釈

第6回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の要約と疑問点の整理

第7回 リポート課題１：初稿の作成

第8回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題１：最終稿の作成

第10回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の熟読

第11回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の読解と解釈

第12回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の要約と疑問点の整理

第13回 リポート課題２：初稿の作成

第14回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題２：最終稿の作成

基本教材2

第1回 本科目の課題の理解

第2回 基本教材，参考図書の関連箇所の検討

第3回 関連する参考文献，参考資料の検索とその内容の学修

第4回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の熟読

第5回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の読解と解釈

第6回 リポート課題１：基本教材の関連箇所の要約と疑問点の整理

第7回 リポート課題１：初稿の作成

第8回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題１：最終稿の作成

第10回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の熟読

第11回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の読解と解釈

第12回 リポート課題２：基本教材の関連箇所の要約と疑問点の整理

第13回 リポート課題２：初稿の作成

第14回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題２：最終稿の作成
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心理学史特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

アラカワ　アユム

荒川　歩

1)基本教材2の課題2については、リポートを作成する前に、取り上げる題材やリポートの構成(目次案等)
について、メール等で連絡相談して下さい。
2)基本教材2の課題2のテーマの選択は自由ですが、発想が面白い、ユニークなテーマを歓迎します。
3)リポートは、簡潔明瞭にまとめることを心掛けて下さい。
4)基本教材2の課題2で選んだテーマに関連した文献は自分で検索して下さい。
5)引用文献については、各々の研究分野の形式に従って、適切に記載して下さい。
注1:不明の点はメール等で問い合わせて下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

それぞれの学問領域の研究方法や基準、考え方は、合理的理由によってのみ成立するものではなく、その
学問の歴史に強く依存している。そのため、それぞれの学問に新たなブレークスルーを引き起こすには、
その歴史を理解する必要がある。この授業では、心理学を例に、学問が現在のように形成された過程を歴
史的に理解することで、既存の心理学を相対的に見ることができるようになることを目的とする。

【一般目標(GIO)】
心理学が現在のように形成された過程を歴史的に理解し（知識）、現在の心理学を相対的に見る視点を獲
得し（技能）、批判的に評価する習慣を身に着けること（態度）。
【行動目標(SBOs)】
・ある研究知見をうのみにせず、その知見の成立過程に目を向けることができる
・ある研究方法による知見を絶対的なもののように考えず、その研究方法について調べる手立てを身に着
ける
・代表的な心理学の立場については、その立場の成立過程について知っており、必要な際に利用できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
【学修方略（LS）】
教科書、参考書、個人研究
【準備学修項目と準備学修時間】
事前に教材を読んで流れを理解したうえで、各課題に臨むこと。
　各課題について本を１～２冊読む程度の準備学修は必要である。
　リポート課題一つにつき、完成までに最低45時間の学習時間を要するものとする。
　・教材の学習：20時間
　・リポートの執筆：10時間
　・リポートの推敲と担当教員の指導に基づく修正：15時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
担当者の指導の下、教科書、参考書を手掛かりに自主的に調べて学習することが求められる。

前期:教材1のリポート課題(1)の草稿は7月末、課題(2)は8月末を目処に提出する。いずれの課題も9月中旬
の学事暦で定められた提出日までに最終稿を提出する。
後期:教材2のリポート課題(1)の草稿は11月中旬、課題(2)は12月中旬を口処に提出する。取り上げる題材
については、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も1月上旬の学
事暦で定められた提出日までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

リポートの内容に関し、取りあげた題材の適切性、資料選択の適切性、考え方の妥当
性を評価する.

評価基準

リポートの構成や表現に関し、引用文献の引用の仕方を含めて、リポートとしての構
成、記述の適切性、を評価する。

【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：サトウタツヤ
教材名：『臨床心理学小史』

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

臨床心理学史を概説した書籍です。
(ちくま新書、2022年)　　ISBN: 978-4480074829　　880円

サトウタツヤほか『心理学史 (心理学のポイント・シリーズ)』（学文社, 2012年）
ISBN: 978-4762018800　　　　中古本で500円程度から。入手できない場合は相談ください

臨床心理学を題材にその現在の有り様を歴史的に相対化する経験をしたうえで、心理学が社会の中でどの
ように変化をしてきたかを立体的に見ることができるようになることを目指します。

日本の臨床心理学が現在のような形になるにいたった理由を理論の発展ではなく、制度の変化や社会的な
出来事の影響の観点から説明してください。
留意点：千甲眼事件や戦争の影響などに特に注意をして下さい。

現場からの社会的必要性や一般市民の関心に対して、心理学はどのように応じ、どのように発展したかに
ついて説明してください。
留意点：様々な領域の現場に触れるようにしてください。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：サトウタツヤ
教材名：『方法としての心理学史』(新曜社、2011年)ISBN: 978-4788512290　2,400円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

心理学がどのように成立してきたのかその背景に切り込んだ本です。基本教材1より焦点を絞って深く洞察
しています。
(新曜社、2011年)ISBN: 978-4788512290　2,400円+税

デイヴィッド・ザルツブルグ著『統計学を拓いた異才たち』(日経ビジネス人文庫、2010年)
ISBN:978-4532195397　1,143円+税
高橋　澪子著『心の科学史　西洋心理学の背景と実験心理学の誕生』（講談社学術文庫, 2016年）
ISBN:978-4-06-292383-5　1,280円＋税

そもそも心理学とはどのような理由で生まれたのかについて考察を深め、心理学の位置づけを相対化した
うえで、自身が用いる研究技法においても、それがどのような歴史に基づいて構築されているのかについ
て相対化できるようになることを目指します。

1879年のヴントの心理学実験室成立が心理学の成立と呼ばれるのはなぜか？その前の状況、そしてその後
発展した方向性も考慮して、その理由をまとめてください。
留意点：全体に同一書籍から紹介する場合には、リポート冒頭でその旨を記載するようにしてください。

自分が使う研究技法(統計・調査方法)のうちの1つを取り上げ、変化とその成立理由(特に社会的理由)に着
目してその研究技法の歴史をまとめてください。
留意点：新しい技法をテーマに選ぶ場合はその技法の前提となった技法も含めて書いてください。あまり
難しいテーマを選びすぎないようご注意ください。

基本教材1

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 課題テーマの学修(臨床心理学の歴史)

第3回 基本教材1の学修：千里眼事件が臨床心理学に与えた影響について

第4回 基本教材1の学修：戦争が臨床心理学に与えた影響について

第5回 基本教材1の学修：臨床心理学以外の歴史の俯瞰的学修

第6回 関連する書籍の検索とその内容の学修

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 歴史記述の考え方についての学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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基本教材2

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 課題テーマの学修(統計・研究法の歴史)

第3回 基本教材２の学修：実験が心理学に与えた影響について

第4回 基本教材２の学修：実験以外の心理学の方法について

第5回 参考図書の学修：統計的方法の歴史について

第6回 関連する書籍の検索とその内容の学修

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 科学における方法論がもつ意味についての学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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心理学研究法特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

マナベ　カズチカ

眞邉　一近

リポ一ト提出システムにも資料が添付されていますので，必ずダウンロ一ドして参考にして下さい。他の
課題に添付されている資料も参考になりますので，全ての資料にいったん目を通してから，リポ一トを書
き始めて下さい。また，「リポ一ト提出のためのチェック項目」を参考に，自身のリポ一トがこれらの項
目を満たしているかどうかチュックし，満たしていなければ満たしたうえで項目にチェックし，さらにチ
エックシ一トをリポ一トの最初に加え，提出して下さい。
リポ一ト提出システムに，紙べ一スでは提示が難しいため，Web 上で追加の留意点が書かれています。見
落とさないように，リポ一トシステムに書かれている留意点を注意深くお読みください。
科学論文を執筆するには、データ処理スキルやグラフ作成スキルが必須です。大学院から貸与される統計
ソフト及び作図などに使用するExcelなどのソフトウェアに習熟するようにしてください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

現代の心理学は「科学」です。科学は，仮説の提示と経験（実験や調査・観察）による検証に基づいて発
展していくシステムです。心理学が科学であるためには，客観的な経験による結果を得られるかどうかに
依存します。心理学研究法は，客観的なデ一タを得るための実験計画および得られたデ一タの客観的な提
示方法の学習を目的とします。
1) 得られる情報を基に論理的な思考，批判的な思考をすることができる。
2) 事象を注意深く観察して問題を発見し，解決策を提案することができる。

【一般目標(GIO)】
心理学分野で論文執筆に必要な基本的なスキル（研究計画作成・デ一タ分析・結果の記述）を習得するこ
とを目標とします。
1) 客観的なデータを得ることができる。
2) 得られたデータを科学的に分析することができる。

【行動目標(SBOs)】
1）客観性の基本であるデ一タの「信頼性」と「妥当性」の概念の習得
2) 2種の実験計画法（グル一プデザインと少数例の実験デザイン）の相違の理解
3）得られたデ一タの客観的な表現の手段である統計法について習得
4）グラフ作成等，具体的なデ一タの表現方法の習得
5）得られた結果の報告方法（検定結果の文中での表現方法等）の習得
6）論文執筆における書式（文献引用等）の習得

【学修方略(LS)と学修時間】
まずは，課題に従って基本教材とリポ一ト提出システムに掲載されている資料等を読み，草稿を仕上げま
す。「リポ一ト提出のためのチエック項目」に従って，自身のリポ一トをチエックし，不足している，点
について追記の上，草稿を提出します。これに対して，修正・追記が必要であるかどうか教員から指示が
ありますので，それに従って，再度，修正・追記の上草稿を提出します。これを繰り返して，最終稿に仕
上げていきます。これらの教員とのやり取りが到達目標を達成するうえで大変重要になります。統計基礎
の学習，Excel等を用いた表計算およびグラフ作成スキル獲得，心理学研究執筆要項の学習等において、資
料収集・テキストの学習に20時間、レポートをまとめるのに10時間、manaba-folioを使用したレポートの
遂行作業に20時間、計50時間程度の準備学修時間を要しますので、早めに学習を始めることが必要です。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folioのコレクションを利用して，インタラクイブな個別指導を受ける。
・manaba folioの掲示板を利用し，受講者同士の協働学習を行う（課題図書等に関する受講者同士の質疑
応答・意見交換，リポートの推敲のためのピア・レスポンス等）。
・図書館，インターネットで自律的に論文を検索して，リポートを作成する。

前期：グル一プデザインの習得
1)グル一プデザインの理論的背景の理解
2）具体的な計画の作成方法と統計処理，および結果の表現方法の学習
課題１および課題２の草稿の提出期限は、それぞれ7月末と8月末にします。最終提出期限は学事暦で定め
られた日までに提出する。
後期：少数例の実験デザインの習得
1）少数例の実験デザインの理解
2）同じ目的をもつ研究のグル一プデザインによる実験と少数例の実験デザインによる実験の考案
課題１および課題２の草稿の提出期限は、それぞれ10月末と11月末にします。最終提出期限は学事暦で定
められた日までに提出する。
修得すべきスキルが多岐にわたりますので，一回の草稿提出ですべて学習するのは困難です。早めに草稿
を提出し，教員の指導を受けながら，学習を進めていきます。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

1）留意点に従って，課題について述べているかどうか？
2）リポ一ト提出システム（manaba) に掲載された資料を参考に書かれているかどう
か？
3）「リポ一ト提出のためのチェック項目」に従って書かれているかどうか？

評価基準

1)締め切り直前ではなく、1ヶ月以上の余裕を持って事前に草稿を提出し、十分な指
導を受けたか？
2)草稿の提出とそれに対する教員のコメントに対して十分な回答がなされているかど
うか？
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：1)大山正・岩脇三良・宮埜嘉夫 2)岩淵千明 3)後藤宗理・大野木裕明・中深潤
教材名：1）『心理学研究法』（サイエンス社，2005 年）ISBN:978-4-78-191108-3　2,200円＋税
2）『あなたもできるデ一タの処理と解析』（福村出版，2002 年）ISBN:978-4-57-120058-8　2,600円＋税
【紀伊園屋出版社から取り寄せ（通常3日-20日で発送）】
3）『心理学マニュアル要因計画法』（北大路書房，2000年） ISBN:978-4-76-282196-7　1,500円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

第1図書は，心理学の研究法にはどの様なものがあり，その方法の基礎になっている考え方および手続きに
ついての概説がなされている。第2 図書では，結果の分析に必要な統計的検定についてどの様なデ一タや
実験 計画のときは，どの様な統計を利用するのかにっいて，フロ一チャ一トを用いてわかりやすい説明が
ある。第 3図書は，分散分析法について概説している。

南風原朝和，市川伸一，下山晴彦編『心理学研究法入門調査・実験から実践まで』
（東京大学出版，2001年）　ISBN:978-4-13-012035-7　2,800円＋税
大野木裕明，中津潤編著『心理学マニュアル研究法レッスン』
（北大路書房，2002年）ISBN:978-4-76-282264-3　1,800円＋税
石村貞夫『SPSSによる分散分析と多重比較の手順』
（東京図書，2002年）ISBN:978-4-48-902109-1　2,800円＋税
菅民郎『Excelで学ぶ統計解析入門』オ一ム社，1999年）ISBN:978-4-27-406546-0　2,800円＋税

心理学が科学的手法を用いていることを理解した上で，それぞれの方法論のもとになった考え方を理解す
るようにして下さい。リポ一トシステムに参考資料が掲載されていますので，必ず読むようにして下さ
い。また，この課題は，修士論文作成に役に立つスキルを学習することを教育目標の一つとしていますの
で，その中の一つである心理学領域の論文の書式も学習するようにして下さい。

測定の信頼性と妥当性，独立変数，従属変数，剰余変数および統制群の意味について具体的に述べよ。ま
た，実験計画法についてまとめよ。
留意点：信頼性・妥当陛の種類及びその検証方法，相関関係と因果関係の相違，剰余変数の統制の仕方，
なぜ統制群が必要なのかについて具体例を挙げて説明して下さい。実験計画法では，分散（変動），主効
果，交互作用の意味を説明して下さい。また，要因計画，反復測定（対応のある・なし）の意味について
も記述して下さい。なお， 説明を加えるときは，出来るだけ具体例をあげながら説明して下さい。

t検定，1要因が繰り返しのある2要因分散分析法，および2×2のχ2検定の手順について述べた後，それぞ
れの検定に対応した自分で考えた架空の実験デ一タを利用して検定を行い，その結果を報告せよ。

留意点：統計ソフト（大学院から貸与されたものが望ましい）を利用して計算して下さい。このとき，最
終的な検定結果だけではなく，途中の計算結果も報告して下さい。また，架空の結果のグラフも必ず加
え，文章で説明して下さい。t検定は，対応のあるt 検定と，対応のないt検定の両方の事例を示して下さ
い。また，分散のあるグラフには，エラ一バ一をつけて下さい。エラーバーの長さは、±１SD（標準偏
差）にしてください。Excel統計の使い方は以下のURLをご参照ください。
https://bellcurve.jp/ex/use.html  https://bellcurve.jp/ex/sample.html

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：S・H・バ一ロ一／M・ハ一セン著高木俊一郎／佐久間徹監訳
教材名：『一事例の実験デザイン「新装版」―ケ一ススタデイの基本と応用―』 （二瓶社，1997年）
ISBN:978-4-93-119937-8　3,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

アルバ一ト・トル一トマン著（佐久間徹・谷晋二監訳）『はじめての応用行動分析』
（二瓶社，2004年）　ISBN:978-4-93-119915-6
岩本隆茂，川俣甲子夫著『シングル・ケ一ス研究法一新しい実験計画法とその応用Keiso Psychology』
（動草書房，1990年）　ISBN:978-4-32-610083-5　4,500円＋税

心理学に限らず，大標本を用いた研究ができないケ一スが少なからずあります。この様な場合，少数例の
デ一タを利用して，いかに科学的に研究するのか？どの様な根拠にもとづいて少数例の実験デザインは考
案されたのかを理解するようにして下さい。リポ一トシステムに参考資料が掲載されていますので，必ず
読むように して下さい。

少数例を用いた実験デザインにはどういうものがあるかまとめよ。

留意点：グル一プデザインとの基本的な考え方の相違および，少数例の実験デザインの歴史的発展につい
て述べた後，各デザインについて説明してください。このとき，それぞれのデザインの利点と問題点を具
体例を挙げながら指摘してください。また，ベースラインおよび繰り返し測定の意義，さらに，独立変数
導入時に一変数導入が基本であることの理由についても記述してください。

ある技能に対する訓練方法Aの効果について，実験的に検討したい。このとき，特別な訓練をしなくても時
間経過に伴ってその技能はある程度向上し，また，一度訓練されると，元の低いレべルに戻ることはない
ことが知られている。この様な場合，どの様な実験計画を立てるか，グル一プデザインと，少数例を用い
た実験デザインの両方の計画を考案せよ。
留意点：両デザインの違いが分かるように説明し，出来るだけ具体的な実験例をあげて下さい。また，架
空の実験結果を，両デザインともグラフと文章で表現して下さい。グラフは，テキストのグラフに準拠し
て下さい。 また，課題の実験では，グル一プデザインにおける統計的検定および小数例の検定が可能です
ので，検定も加えて下さい。
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基本教材1

第1回 グル一プデザインの歴史的・理論的背景の理解

第2回 測定の信頼性と妥当性の種類及びその検証方法の学修

第3回 独立変数，従属変数，剰余変数および統制群の意味の学修

第4回 実験計画法の学修

第5回 相関関係と因果関係の学修

第6回 t検定、1要因が繰り返しのある2要因分散分析法、および2×2のχ2検定の学修

第7回 検定結果のAPAスタイルに準拠した表記法の学修

第8回 APAスタイルの作図法の学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 少数例の実験デザインの歴史的・理論的背景の理解

第2回 ベースライン測定の意義の学修

第3回 ABデザインの問題点の学修

第4回 ABAデザイン等の反転デザインの学修

第5回 マルチベースライン（多層ベースライン）デザインの学修

第6回 操作交替デザインや基準変更デザインの学修

第7回 マルチベースラインデザイン等の少数例の実験デザインで得られたデータの検定法の学修

第8回 繰り返し測定の影響を受ける実験のグループデザインと少数例の実験デザインを用いた実験の考案

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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認知心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ヤマモト　マナ

山本　真菜

【リポート課題の作成にあたって】
・文章表現は論文の体裁で作成してください。
・自分の考えと引用した考えを区別して書いてください。引用の場合には必ず引用元を記載してくださ
い。
・本文に引用した文献名は必ず文末に文献リストを設けて記載してください。
・引用文献の書き方については、日本心理学会の最新版「執筆・投稿の手びき」を参考にしてください。
・教材で理解できない内容があった場合には、参考図書等を基に調べて知識を得てください。
・初稿および最終稿の提出期限を厳守してください。初稿を提出期限後に提出した場合は添削指導が十分
に行えない場合があります。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

認知心理学の概念、理論などの基礎的事項の学習とともにとくに対人場面や社会的文脈における認知の問
題について、テキストの読解を通じて理解する。本講座では、人の心や行動についての論理的思考・批判
的思考、問題発見・解決力の修得により以下の能力を身に付けることを目的とする。
1. 豊かな知識と教養に基づいて、自己の高い倫理観を論理的な課題に適切に適応できる能力を身に付け
るために、認知心理学に関する概念や理論を理解できる力を身に付ける。
2. 論理的・批判的な考察を通じて、課題に対し、具体的かつ論理整合的な見解を示すとともにその限界
を認識する力、問題解決の方法と手順を立案し、問題を解決できる力を身に付けるために、認知心理学に
おける問題の捉え方や考え方を身に付けるその視点を用いて問題を発見し解決できるようになる。
3. 省察力を身に付けるために、認知心理学的見地から自分を認識できるようになる。

【一般目標(GIO)】
人の心や行動について、論理的思考・批判的思考をすることができ、事象を注意深く観察して問題を発見
し、解決策を提案することができる。

【行動目標(SBOs)】
・認知心理学に関する概念や理論を理解することができる（知識）
・認知心理学における問題の捉え方や考え方を身に付け、現実社会での問題について認知心理学的視点に
基づいた解決策を提案することができる（態度）
・認知心理学的知見から自分を認識することができる（態度）

【学修方略(LS)と学修時間】
基本教材を熟読し不明な点は参考図書等を利用して理解を深める【25時間/リポート1本】基本教材の内容
を理解した上でリポートを作成する【10時間/リポート1本】。リポート提出、担当者とのやり取り、加筆
修正を経て、リポートの最終版を完成させる【10時間/リポート1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folioを利用したインタラクティブな添削指導を実施する。

前期：基本教材1のリポート課題（1）の草稿は7月20日までに、リポート課題（2）の草稿は8月20日までに
提出するように学生自身が各自の学修計画を立てる。いずれのリポート課題も前期の学事暦で定められた
日までに最終稿を提出する。
後期：基本教材2のリポート課題（1）の草稿は11月20日までに、リポート課題（2）の草稿は12月20日まで
に提出できるように学生自身が各自の学修計画を立てる。いずれのリポート課題も後期の学事暦で定めら
れた日までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

リポート課題の内容および目標を理解し、適切な内容を含んでいるかどうかを評価す
る。

評価基準

最終稿提出前に草稿を提出し、添削コメントに基づき加筆修正が行われているかどう
かを評価する。

【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：森敏昭・井上毅・松井孝雄（著）
教材名：『グラフィック認知心理学』（サイエンス社，1995年）
ISBN番号：978-4-7819-0776-5　価格：2,400円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

認知心理学を俯瞰するための基本的な内容が、具体的な研究結果や図表を多く用いて解説されている。

著者名：日本認知心理学会（編）
教材名：『認知心理学ハンドブック』（有斐閣，2013年）
ISBN番号：978-4-641-18416-9　価格：3,600円+税

まず教材全体を一通り読み、不明な点は参考図書等を利用して理解するようにしてください。心理学関連
の他科目の基本的内容も学習することが望ましい。

第1章から第6章の各章をそれぞれA4サイズ１枚に要約してまとめなさい。
留意点：過不足なくわかりやすく要約すること。

第7章から第12章の各章をそれぞれA4サイズ１枚に要約してまとめなさい。
留意点：過不足なくわかりやすく要約すること。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：日本認知心理学会（監修）村田光二（編）
教材名：『現代の認知心理学6　社会と感情』（北大路書房，2010年）
ISBN番号：978-4-7628-2717-4　価格：3,600円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

認知心理学のなかでも、とくに対人場面や社会的文脈における認知の問題について取り扱われている。あ
わせて、感情の問題を社会的認知の視点から検討している。

著者名：山本真理子・外山みどり・池上知子・遠藤由美・北村英哉・宮本聡介・小森 公明（編）
教材名：『社会的認知ハンドブック』（北大路書房，2001年）
ISBN番号：978-4-7628-2225-4　価格：3,800円+税

著者名：唐沢穣・池上知子・唐沢かおり・大平英樹（編）
教材名：『社会的認知の心理学』（ナカニシヤ出版，2001年）
ISBN番号：978-4-8884-8589-0　価格：3,000円+税

著者名：S.T.フィスク，S.E.テイラー（著）宮本聡介・唐沢穣・小林知博・原奈津子（編訳）
教材名：『社会的認知研究: 脳から文化まで』（北大路書房，2013年）
ISBN番号：978-4-7628-2822-5　価格：5,800円+税

まず教材全体を一通り読み、不明な点は参考図書や本書で引用されている文献を利用して理解するように
してください。認知心理学の視点から、現実社会や日常生活での現象を考えてみてください。

本書の第1部（第1章から第6章）のなかから、自分が関心をもった章を一つ選び、要約しなさい。加えて、
選択した章に出てくる理論やモデルをひとつ取り上げ、現実社会や日常生活における具体的な現象を挙げ
ながら詳しく説明しなさい（本書で紹介されている例以外を紹介すること）。要約と自身の考察につい
て，それぞれ別に見出しをつけて明確に分けること。
全体でA4サイズ２枚程度にまとめること。
留意点： 取り上げた理論やモデルが何であるか明確になるように文中で示してください。

本書の第2部（第7章から第12章）のなかから、自分が関心をもった章を一つ選び、要約しなさい。加え
て、選択した章に出てくる理論やモデルをひとつ取り上げ、現実社会や日常生活における具体的な現象を
挙げながら詳しく説明しなさい（本書で紹介されている例以外を紹介すること）。要約と自身の考察につ
いて，それぞれ別に見出しをつけて明確に分けること。
全体でA4サイズ２枚程度にまとめること。
留意点：取り上げた理論やモデルが何であるか明確になるように文中で示してください。

基本教材1

第1回 目的、達成目標、学習計画、成績評価方法等の講義概要の理解

第2回 基本教材1のリポート課題についての作成要領の確認

第3回 基本教材1の学修（1）：第1章から3章（適宜参考図書も利用する）

第4回 基本教材1の学修（2）：第4章から6章（適宜参考図書も利用する）

第5回 基本教材1の学修（3）：第7章から9章（適宜参考図書も利用する）

第6回 基本教材1の学修（4）：第10章から12章（適宜参考図書も利用する）

第7回 リポート課題1（1）初稿の作成

第8回 リポート課題1（2）初稿の作成と提出

第9回 リポート課題1（3）添削コメントに基づいた修正

第10回 リポート課題1（4）最終稿の作成と提出

第11回 リポート課題2（1）初稿の作成

第12回 リポート課題2（2）初稿の作成と提出

第13回 リポート課題2（3）添削コメントに基づいた修正

第14回 リポート課題2（4）最終稿の作成と提出

第15回 基本教材とリポート課題1・2を振り返り、理解を深める
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基本教材2

第1回 基本教材2のリポート課題についての作成要領の確認

第2回 基本教材2の学修（1）：第1章から3章（適宜参考図書も利用する）

第3回 基本教材2の学修（2）：第4章から6章（適宜参考図書も利用する）

第4回 基本教材2の学修（3）：第7章から9章（適宜参考図書も利用する）

第5回 基本教材2の学修（4）：第10章から12章（適宜参考図書も利用する）

第6回 認知心理学的視点から現実社会の問題を理解する

第7回 リポート課題1（1）初稿の作成

第8回 リポート課題1（2）初稿の作成と提出

第9回 リポート課題1（3）添削コメントに基づいた修正

第10回 リポート課題1（4）最終稿の作成と提出

第11回 リポート課題2（1）初稿の作成

第12回 リポート課題2（2）初稿の作成と提出

第13回 リポート課題2（3）添削コメントに基づいた修正

第14回 リポート課題2（4）最終稿の作成と提出

第15回 基本教材とリポート課題1・2を振り返り、理解を深める

31



認知心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

モチヅキ　マサヤ

望月　正哉

・本講では，基本的知識の習得に加え，それを日常生活に結びつけるという「応用への意識」と，知識の
背景にある理論に対する批判的な論考という「基礎への意識」の両方ができることを目標としています。
心理学的研究の遂行や修士論文の執筆には，これらの両方が必要となるということを考えながら授業に臨
んでください。
・リポートの作成に生成AIは使用しないでください。生成AIが使用された場合，成績評価に影響すること
があります。
・リポートを執筆する際には基本教材以外にも積極的に文献(書籍・論文)を参照してください。文献を参
照する際に，その書き方(本文中の書き方，引用文献リストの書き方)は必ず日本心理学会の「執筆・投稿
の手びき(https://psych.or.jp/manual/)」に従ってください。
・初稿および最終原稿の提出期限は厳守してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

こころの諸現象のなかでも思考や認識，記憶などを扱う認知心理学では，人をある種の情報処理装置とし
て捉え，主に実験的手法を利用して，その特徴を明らかにしてきた。本講では，認知心理学の枠組みで扱
われる諸現象について，(1)どのような研究を通じてその特徴を明らかにしてきたを理解し，(2)その内容
が日常生活にどのように活用されているないし活用できる可能性をもっているかを探求する。それに加
え，(3)同じ現象に対して認知心理学の中にも異なる理論・枠組みがあることを知り，人の心理的特徴を研
究するうえで，理論的基盤の重要性を議論できることを目指す。

【一般目標(GIO)】
・基本教材等の文献を通じて，当該領域における課題の検討や問題解決の方法に関する知識を習得する
・客観的な情報を基に，論理的・批判的な考察を通じて，認知心理学における課題に対する見解を示すこ
とができる

【行動目標(SBOs)】
・認知心理学の諸現象について理解し，それを適切に説明することができる（知識）
・認知心理学の枠組みに基づいて，人の行動特徴や日常生活における問題を捉え，それに対する解決策を
提案することができる（態度・習慣）
・提示されている理論や考え方を批判的に評価・吟味し，それに対する問題点や改善策を論理的に議論す
ることができる（態度・習慣）

【学修方略(LS)と学修時間】
基本教材と参考文献等を読んで内容を理解したうえで，リポート課題1に向けて，その内容についてまとめ
る作業を25時間以上行うことを目安とする。そのうえで，リポート課題2に向けて改めて教材の理解を深め
たうえで，まとめる作業を15時間以上行うことを目安とする。さらに，リポートの草稿提出，担当者との
やり取り，加筆修正を経て，リポートの最終稿の完成までの作業を5時間以上行うことを目安とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folioを利用したインタラクティブな添削指導を行う。また，manaba folioの掲示板を利用し，受
講者同士の協働学修を行うことができる。

前期：基本教材1のリポート課題(1)の草稿は7月20日までに，リポート課題(2)の草稿は8月20日までに提出
するように学生自身が各自の学修計画を立てる。いずれのリポート課題も最終稿は前期の学事暦で定めら
れた日までに提出する。

後期：基本教材2のリポート課題(1)の草稿は11月20日までに，リポート課題(2)の草稿は12月20日までに提
出できるように学生自身が各自の学修計画を立てる。いずれのリポート課題も最終稿は前期の学事暦で定
められた日までに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

リポート課題の内容および到達目標を理解し，適切な内容を含んでいるかどうかを評
価する。

評価基準

最終稿提出前に草稿を提出し，添削コメントに基づき適切に加筆修正が行われている
かどうかを評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：服部雅史，小島治幸，北神慎司(著)
教材名：『基礎から学ぶ認知心理学―人間の認識の不思議［改訂版］』(有斐閣，2025年)
ISBN：978-4-641-15140-6　本体2,100円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

認知心理学の基礎的な概念や代表的な研究について，日常の身近な例と関連づけて紹介されており，初学
者に適した教材となっている。

著者名：日本認知心理学会(編)
教材名：『認知心理学ハンドブック』（有斐閣，2013年）

ISBN：978-4-641-18416-9　本体3,600円＋税
著者名：箱田裕司，都築誉史，川畑秀明，萩原滋(著)
教材名：『認知心理学(New Liberal Arts Selection)』(有斐閣，2010年)

ISBN：978-4-641-05374-8　本体3,400円＋税

はじめに教材を一通り読み，不明な点は参考図書や，各文献で紹介されている論文を確認する。また，各
章の章末にテーマの関連書籍が挙げられているので，それらの文献を参照するのも良い。特にリポート課
題2に向けて，認知心理学の諸現象と日常生活を結びつけ，認知心理学においてはそれをどのように理解，
説明しているのか説明できるように情報を収集したり，教材を読んだりできると良い。

第1章から第10章で重要と考えたキーワードを5つずつ選び（5語×10章＝計50語），1語あたり100字以内で
その内容を説明したうえで，その選出理由を1章あたり300字以内で説明する。

留意点：説明の際に基本教材以外の文献を参照したら，それを引用文献として示してください。

自分自身に起こった「誤り」について，(1)それがどのような事象で，(2)認知心理学的にはどのように説
明され，(3)どのように工夫することでその誤りを防ぐことができるのかを提案する。
留意点：(1)は1,000字以内，(2)は2,000字以内，(3)は1,000字以内でまとめてください

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：レベッカ・フィンチャー-キーファー(著) 望月正哉，井関龍太，川﨑惠里子(訳)
教材名：『知識は身体からできている―身体化された認知の心理学』(新曜社，2021年)
ISBN：978-4-78-851736-3，本体2,700円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

認知心理学のなかで比較的新しく出てきた考え方に「身体化された認知」「身体性認知」というものがあ
る。本書は，それらの考え方に基づいて行われた心理学的研究について体系的に紹介し，これまで認知心
理学で中心となっていた考え方とどのように対比されるかが理解できる。

著者名：嶋田総太郎(編)
教材名：『認知科学講座1 心と身体』(東京大学出版会，2022年)

ISBN：978-4-13-015201-3，本体3,200円＋税
著者名：日本認知科学会(編), 嶋田総太郎(著)
教材名：『脳のなかの自己と他者：身体性・社会性の認知脳科学と哲学』(共立出版，2019年)

ISBN：978-4-32-009461-1，本体3,400円＋税

はじめに教材を一通り読み，不明な点は参考図書や，各文献で紹介されている論文を確認する。また，教
材の「訳者解説」にも，教材のテーマの関連書籍が挙げられているので，それらの文献を参照するのも良
い。特にリポート課題2に向けて，認知心理学の諸現象を理解する際に異なる立場があること，身体化され
た認知の考え方は，それまでの考え方と比較して，どういった観点が優れているのか，もしくはどういっ
た観点は不足しているのかを意識しながら教材を読めると良い。

第2章から第8章の内容を1章あたり1,000字以内で要約する。要約に際しては，その章の内容を代表すると
考えた研究を1つ取り上げ，どのような研究でどのような結果が得られたか紹介する。
留意点：説明の際に基本教材以外の文献を参照したら，それを引用文献として示してください。

基本教材や参考図書を踏まえ，(1)伝統的な認知心理学の考え方と身体化された認知の考え方を対比的に説
明したうえで，(2)身体化された認知の考え方では，うまく説明できない事象や現象，行動，課題にはどの
ようなものがあり，それをどのように捉えていけばよいか自身の考えを述べる。
留意点：(1)(2)を合わせて5,000字以内にまとめるようにしてください。
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基本教材1

第1回 基本教材1の学修の進め方と，本科目のリポート課題についての作成要領の確認

第2回 基本教材1の学修(1)：第1章から第2章 (適宜参考図書も利用する)

第3回 基本教材1の学修(2)：第3章から第4章 (適宜参考図書も利用する)

第4回 基本教材1の学修(3)：第5章から第6章 (適宜参考図書も利用する)

第5回 基本教材1の学修(4)：第7章から第8章 (適宜参考図書も利用する)

第6回 基本教材1の学修(4)：第9章から第10章 (適宜参考図書も利用する)

第7回 リポート課題1(1) 初稿の作成

第8回 リポート課題1(2) 初稿の作成と提出

第9回 リポート課題1(3) 添削コメントに基づいた修正

第10回 リポート課題1(4) 最終稿の作成と提出

第11回 リポート課題2(1) 初稿の作成

第12回 リポート課題2(2) 初稿の作成と提出

第13回 リポート課題2(3) 添削コメントに基づいた修正

第14回 リポート課題2(4) 最終の作成と提出

第15回 レポート課題(1)(2)の振り返りと本課題に関する到達目標の達成度の確認

基本教材2

第1回 基本教材2の学修の進め方と，本科目のリポート課題についての作成要領の確認

第2回 基本教材2の学修(1)：第1章から第2章 (適宜参考図書も利用する)

第3回 基本教材2の学修(2)：第3章から第4章 (適宜参考図書も利用する)

第4回 基本教材2の学修(3)：第5章から第6章 (適宜参考図書も利用する)

第5回 基本教材2の学修(4)：第7章から第8章 (適宜参考図書も利用する)

第6回 基本教材2の学修(4)：第9章と訳者解説 (適宜参考図書も利用する)

第7回 リポート課題1(1) 初稿の作成

第8回 リポート課題1(2) 初稿の作成と提出

第9回 リポート課題1(3) 添削コメントに基づいた修正

第10回 リポート課題1(4) 最終稿の作成と提出

第11回 リポート課題2(1) 初稿の作成

第12回 リポート課題2(2) 初稿の作成と提出

第13回 リポート課題2(3) 添削コメントに基づいた修正

第14回 リポート課題2(4) 最終の作成と提出

第15回 レポート課題(1)(2)の振り返りと本課題に関する到達目標の達成度の確認
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社会心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ワダ　マキ

和田　万紀

文章表現は、論文の体裁を満たしていること。エッセイ等のように自分の関心事だけを述べて、提出され
た場合には、評価の対象とは致しません。
引用文献、参考文献等は、分けて記載してください。
心理学の基礎知識や理論について不明な場合には、適宜辞典等を参考としてください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

心理学の視点から社会心理学に関する研究を俯瞰する。次に、最近の社会心理学の研究を深く読み解き、
研究成果の理解とその考察を行なう。それらを通して、「社会に生きる動物としての人間」を考えること
を目的とする。

【一般目標(GIO)】
問題発見・解決能力＝事象を注意深く観察し、解決策を提案することができる。
論理的批判的思考力＝得られた情報を基に、論理的で客観的な思考ができる。
社会心理学の視点から、科学的に検証されたデータと理論を基に、個人、集団、集合、文化のレベルから
現代社会を生きる人間の心理、行動を理解して考察する。

【行動目標(SBOs)】
社会心理学の対象領域における研究、理論を俯瞰して、理解することができる。
自分の興味に応じて、社会心理学の研究、理論を理解して、報告書を書くことができる。
現代社会の問題について、社会心理学の視点から考察して、意見を述べることができる。（知識、技能）

【学修方略(LS)と学修時間】
課題に沿ってテキストや参考図書、さらに必要に応じて文献検索を行い、それらの内容を理解してそれを
文章として作成する。
その際に理解の困難やまとめ方が不明な場合には、manaba folio を利用して、
個別に指導を受ける。
レポートの遂行を重ねながら、指導教員とのやり取りを行い、最終稿を提出する。
1つのレポート作成につき、基本教材や参考書等を読み、まとめる作業に25時間以上、レポート提出、修
正、担当者とのやり取りに20時間以上を目標とする。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
人間科学特講、産業組織心理学特講、調査分析特講などにおいて提供されているオープンエデュケーショ
ン教材を参考補助として視聴する。

前期；教材1のレポート課題（１）の草稿は7月初旬、課題（２）の草稿は8月中旬を目安に提出できるよう
にする。最終稿は、学事暦で定められた日までに提出する。

後期；教材２のレポート課題（１）の草稿は10月初旬、課題(2)の草稿は1１月中旬を目安に提出できるよ
うにする。最終稿は、学事暦で定められた日までに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

最終稿提出期限内に、各課題の最終稿を提出すること。課題図書や文献などの内容を
十分理解しているか、最新の知見を含めて自分の言葉として表現されているか、等に
ついて評価する

評価基準

最終提出期限内に、草稿を修正しながら最終稿を提出すること。草稿は、文章表現や
内容のまとめ方、引用などについて修正を重ねること。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：(１)松井豊、宮本聡介編　「新しい社会心理学のエッセンス」福村出版2020年 2800円＋税　(２)
池田謙一・唐沢譲・工藤恵理子・村本由紀子著「社会心理学 補訂版」有斐閣 2019年 3520円＋税
教材名：
教材１－１　松井豊、宮本聡介編　「新しい社会心理学のエッセンス」福村出版2020年 2800円＋税

ISBN-13  :  978-4571250552
最近の知見を含みながら社会心理学を俯瞰した教科書である。

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

教材１－２　池田謙一・唐沢譲・工藤恵理子・村本由紀子著「社会心理学 補訂版」有斐閣 2019年 3520円
＋税

ISBN-13  :  978-4641053878

最新の社会心理学の知見を網羅した教科書である。

中島義明編　心理辞典　有斐閣　1999年　6800円＋税
ISBN-13  :  978-4641002593

教材１ー１によって社会心理学研究の俯瞰をしてください。レポートを指定していない章についても、読
破してください。

その後、教材１－２に進んでください。参考図書を利用しながら、他の心理学関連科目も履修することが
望ましい。

最後に、自分の興味ある研究について、社会心理学の視点から考察を進めることができるようにしてくだ
さい。

教材１－１について。第1章と第2章を踏まえたうえで、
　第3章　対人認知
　第4章　自　己
　第5章　態度と態度変容
　第10章　ステレオタイプ・偏見・差別
　第11章　集団の中の個人
　第12章　メディアの中の個人
　第13章　文化と個人
　第14章　集合現象

について、それぞれ1000字程度に要約して、まとめなさい。
最後に、教材1を読み、何を考えたのか、及び感想を述べなさい。

留意点：最初は字数を気にせずに少し多めに文章を作成してください。それから推敲を重ねながら、簡潔
にまとめなおしてレポートを作成してください。

教材１－２の第１部　人や社会をとらえる心の仕組み
　第１章　社会的認知の基礎的情報処理プロセス──社会的認知・自己と他者
　第３章　心と行動をつなぐ自動的過程──意識されない（できない）心の働き
　第４章　自己──“私”を作り上げる仕組み
　第５章　他者に対する認知・推論──他者を見る目とはどのような目か
　第６章　態度と態度変化──感じ考えたことが行動となって現れる

について、各章をそれぞれ１５００字程度の要約をして、まとめなさい。
留意点：最初は字数を気にせずにまとめてみること。その後字数に近づくように推敲してください。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：池田謙一・唐沢譲・工藤恵理子・村本由紀子著「社会心理学　補訂版」有斐閣　2019年　3520円
＋税
教材名：教材２－１　池田謙一・唐沢譲・工藤恵理子・村本由紀子著「社会心理学　補訂版」有斐閣
2019年　3520円＋税

ISBN-13  :  978-4641053878
最新の社会心理学の知見を網羅した教科書である。

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

教材２－２

池田謙一・唐沢譲・工藤恵理子・村本由紀子著「社会心理学　補訂版」有斐閣　2019年　3520円＋税

ISBN-13  :  978-4641053878
最新の社会心理学の知見を網羅した教科書である。

中島義明編　心理辞典　有斐閣　1999年　6800円＋税
ISBN-13  :  978-4641002593

教材２－１と教材２－２は、最近の社会心理学の知見を網羅した教科書である。
教材１－２と教材２ー１及び教材２－２は、同じ教材である。

自分の興味ある分野が、どの様に社会心理学の中で検討されてきたのか、また社会心理学の視点ではどの
ように研究等がなされているのか、確認しながら考察してください。

参考図書や各自文献検索等をおこなって補強してください。

教材２－１第Ⅱ部、第２部　社会関係から集団・ネットワークへ
　第７章　対人関係──「人の間」と書いて人間と読む
　第８章　集団の中の個人──認知と行動におよぼす集団の影響力
　第９章　集団間の関係──偏見，ステレオタイプ，差別行動の原因と解決方法
　第10章　コミュニケーション──伝えること，受けとめること，つながること
　第11章　ソーシャル・ネットワーク──人と人のつながりは何を生み出すか

の各章について、それぞれ１５００字程度に要約してまとめなさい。

留意点： 最初は字数を気にせずにまとめて、その後字数に近づくように推敲してみてください

教材２－2　第Ⅲ部　社会，組織，文化の中の個人

　第13章　参加と信頼──社会を動かす
　第14章　世論と社会過程──社会の流れを読み，これにかかわる
　第16章　組織と個人のダイナミクス──組織行動論の展開
　第17章　集合行動とマイクロ＝マクロ過程──群れをなす人々
　第18章　心の文化差─異文化間比較の視点

の各章について、それぞれ１５００字程度に要約してまとめなさい。
留意点：最初は字数を気にせずにまとめて、その後時数に近づくように推敲してみてください。
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基本教材1

第1回 第1回 教材の確認と本科目及び課題の理解

第2回 課題（１）と課題（２）について、教材の確認

第3回 教材１課題（１）の学修：目次を利用して、社会心理学の研究の俯瞰をする

第4回 教材１課題（１）の学修：内容を学修する

第5回 教材１課題（１）の学修：理解に困難がある箇所を、参考図書や文献検索から参照して確認する

第6回 教材１課題（２）の学修：目次を利用して、最近の社会心理学研究を俯瞰する

第7回 教材１課題（２）の学修：内容を学修する

第8回 教材１課題（２）の学修：理解に困難がある箇所について参考図書等を参照、文献検索で確認する

第9回 課題（１）：初稿作成

第10回 課題（１）：添削指導の結果から修正稿の作成

第11回 課題（１）：最終稿の作成と提出

第12回 課題（２）：初稿の作成

第13回 課題（２）：添削指導の結果から修正稿の作成

第14回 課題（２）：最終稿の作成と提出

第15回 レポート課題（１）（２）を通じて本課題に関する全体的な理解の検証と確認をする

基本教材2

第1回

教材の確認と本課題の理解

第2回 課題（１）の学修：目次を利用して対象となる範囲の確認と学修

第3回 課題（１）の学修：内容の理解に困難がある場合は参考図書等を参照して理解する

第4回 課題（１）の学修：各章の概要の理解の程度を確認をする

第5回 課題（２）の学修：自分の興味あるテーマの選定

第6回 課題（２）の学修：選択したテーマに関する図書または文献を入手して概観する

第7回 課題（２）の学修：入手した図書、文献について、その内容を理解して自分の考えをまとめる

第8回 課題（２）の学修：内容の理解に困難がある場合、さらに参考図書や文献等から理解をすすめ

第9回 課題（１）：初稿作成

第10回 課題（１）：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 課題（１）：最終稿の作成と提出

第12回 課題（２）：初稿作成

第13回 課題（２）：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 課題（２）：最終稿の作成と提出

第15回 全てのレポート課題及びその作成過程から、本課題全体に対する理解の検証と確認を行う。
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産業・組織心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

タナカ　ケンイチロウ

田中　堅一郎

・リポート課題といえども，論文の体裁で書いて下さい。
・いずれのリポート課題についても，本文に引用した文献名は，かならず文末の文献リストに掲示してく
ださい。その際，本文に引用した文献（引用文献）と，本文には引用しなかったがリポート作成に際して
参考にした文献（参考文献）とは仕分けて示してください。
・産業・組織心理学は心理学の応用領域の一つですが，心理学の「応用」領域を理解するためには，心理
学の基礎知識や基礎的理論の理解が問われます。心理学の基礎用語が分からない場合は，「参考図書」に
目を通してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本講義では，心理学の応用領域の一つである産業･組織心理学の概要を理解し，最終的には産業・組織心
理学で得られた知見が職場や家庭内での問題と具体的にどう関連しているかについて考えることを目的と
する。
Ⅰ．仮説に基づく課題や問題を提示し，客観的な情報を基に，論理的・批判的に考察できる。
Ⅱ．問題を分析し，複数の解決策を提示した上で，問題を解決することができる。
Ⅲ．経験や学修から得られた知識や教養に基づき，倫理的な課題を理解し説明できる。

【一般目標(GIO)】
　心理学の応用領域を理解し，得られた知識を自分の所属する職場にどのように反映できるかを考え，改
善策を提案する。
【行動目標(SBOs)】
・産業･組織心理学における研究領域とその概要を理解することができる。
・産業・組織心理学で得られた知見が，職場や家庭内での問題と具体的にどう関連しているか理解でき
る。
・自分にとって最も関心のある産業･組織心理学のトピックについて討論し，レポートに纏めることができ
る。

【学修方略(LS)と学修時間】
　指定された基本教材，および参考文献を読みこなし，リポートを作成する。それでも理解できない場合
は，Manaba-Folioを通して適宜科目担当者に質疑をする。
　1つのリポート課題の完成までに最低45時間の学習時間を要するものとする。
・基本教材および参考文献の読み込み：20時間
・リポート課題の執筆：10時間
・Manaba-Folioへのリポート課題提出後の推敲と最終稿の完成（担当教員の添削指導，ピア・レスポンス
を含む）：15時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・リポートの推敲過程において，Manaba-Folioの全受講者用の掲示板機能（「スレッド」）に届いた受講
者からの質疑に対して応答し，その過程を受講生全員に公開する。
・オープンエデュケーション教材（OER）を基本教材の補助として視聴する。

前期：
　基本教材1のリポート課題1： 6月末を目処に初稿を提出できるように学習を進める。9月上旬の学事暦で
定められた期限までに最終稿を提出する。
　基本教材1のリポート課題2： 8月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。9月上旬の学事暦
で定められた期限までに最終稿を提出する。
後期：
　基本教材2のリポート課題1： 11月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。2027年1月上旬
の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。
　基本教材2のリポート課題2： 12月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。2027年1月上旬
の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

79%

21%

・最終提出期限内に提出されなかったリポート課題は，（原則的に）0点となりま
す。
・リポート課題の作成において，自分の興味・関心だけをエッセイのように文章を連
ねていくのはご遠慮願います（こうしたリポートは評価の対象としません）。教材の
引き写しは評価の対象外とします。

評価基準

・最終提出までにManaba-Folio上でリポートの草稿の送信･返信を行ったかどうかで
評価します。
・草稿を一度も出さずにいきなり最終稿を出された場合，そのリポート課題の評価点
は79点以下しか得られません。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：教材１：外島　裕 監修，田中堅一郎 編、教材２：ベイザーマン, M.H./ ムーア, D.A. 著, 長瀬
勝彦 訳
教材名：教材１：『産業・組織心理学エッセンシャルズ　第4版』(ナカニシヤ出版，2019年)　ISBN:978-
4-7795-1385-5　2,900円+税
教材２：『行動意思決定論　バイアスの罠』（白桃書房，2011年）ISBN:978-4-561-26563-4　3,800円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　教材１の内容は「仕事への動機づけ」「人事評価制度」「人事測定の方法」「職場の人間関係と意思決
定」「職場におけるリーダーシップ」「職場のストレス」「組織における協力と葛藤」「ヒューマンエ
ラー」「キャリアの発達とその開発」「売り手と買い手の心理学」「心理学で用いられる統計の基礎的知
識ガイド（特論１）」「産業・組織心理学史（特論２）」から構成されている。
　教材２は，経営における意思決定について全11章から構成されている。

・中島義明ほか編『心理学辞典』（有斐閣，1999年）ISBN:978-4-64-100259-3　6,800円+税
・下山晴彦ほか編『誠信 心理学辞典 [新版]』（誠信書房，2014年）ISBN:978-4-414-305074　6,264円
・応用心理学ハンドブック編集委員会編『応用心理学ハンドブック』（福村出版，2022年）ISBN:978-4-
571-20087-8　25,500円
・ロバート・B・チャルディーニ『影響力の武器〔新版〕 人を動かす七つの原理』（誠信書房，2023年）
ISBN:978-4-414-30429-9　2,900円+税

　参考図書に示された『心理学辞典』『誠信 心理学辞典 [新版]』をもとに，分かりにくい専門用語を確
認したり，心理学関連の他科目も学習することが望ましい。

基本教材1の(1)について，1章から10章の各章を要約し，全体についてのコメントを述べること。

留意点：各章を800字以内で要約し，全体についてのコメントを付記すること（合計10,000字以内で収める
こと）。

基本教材１の(2)について，1章から10章の中から，自分の興味・関心のあるものを１章選び，その章の内
容を自分の興味・関心の高い事柄を中心に，3,000字～4,000字でまとめること。

留意点：参考図書もリポート作成の必要に応じて引用すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：森下高治ほか
教材名：『クローズアップ　メンタルヘルス・安全（現代社会と応用心理学４）』（福村出版，2015年）
ISBN:978-4-571-25504-5　2,400円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　本書は，メンタルヘルス，ヒューマンエラー，リスクマネジメントに関して応用心理学の視点から，20
のトッピックを中心に3章から構成されている。

・中島義明ほか編『心理学辞典』（有斐閣，1999年）ISBN:978-4-64-100259-3　6,800円+税
・金井壽宏『キャリア・デザイン･ガイド』（白桃書房, 2003年）ISBN:978-4-56-123386-2　2,100円+税
・谷口弘一･福岡欣次『対人関係と適応の心理学　ストレス対処の理論と実際』（北大路書房，2006年）
ISBN:978-4-76-282527-9　2,400円+税
・坂野雄二 監修『学校，職場，地域におけるストレスマネジメント実践マニュアル』（北大路書房，2004
年）ISBM:978-4-76-282408-1　2,800円+税

　基本教材１と内容的には重複している箇所もあるが，内容的には（基本教材１と比べて）やや臨床心理
学や安全工学との関連が強い。しかし基本教材１の内容が十分理解されていれば，教材２はさほど晦渋と
は感じられないだろう。

基本教材２の第3章を要約し，全体についてのコメントを述べること。
留意点：各節を3000字以内で要約し，全体のコメントを付記すること（合計9,000字以内で収めること）。

基本教材２を構成する20のトピックの中から，自分の興味・関心のあるものを１つ選び，その内容を当該
書に示された「引用・参考図書」も参照しながら，3,000字から4,000字でまとめること。
留意点：参考図書もリポート作成の必要に応じて引用すること。
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基本教材1

第1回 仕事への動機づけ（1章）

第2回 人事評価制度（2章）

第3回 人事測定の方法（3章）

第4回 職場の人間関係と意思決定（4章）

第5回 職場におけるリーダーシップ（5章）

第6回 職場のストレス（6章）

第7回 組織における協力と葛藤（7章）

第8回 ヒューマンエラー（8章）

第9回 キャリアの発達とその開発（9章）

第10回 売り手と買い手の心理学（10章）

第11回 基本教材1の内容を参考文献で確認する。

第12回 リポート課題1の草稿作成と教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第13回 リポート課題1の最終レポート作成

第14回 基本教材1から1章を選択し，リポート課題2の草稿を作成して教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第15回 リポート課題2の最終レポート作成

基本教材2

第1回 災害と避難行動（トピック18）

第2回 災害のトラウマと心のケア（トピック19）

第3回 災害看護（トピック20）

第4回 リポート課題1の草稿作成と教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第5回 リポート課題1の最終レポート作成

第6回 労働をとりまく今日の問題（トピック1），働く意味とは（トピック2）

第7回 ストレス（トピック3），ソーシャルサポートとバーンアウト抑制（トピック4）

第8回 ストレスコーピングの実際（トピック5），新型うつ（トピック6）

第9回 過労死（トピック7），メンタルヘルスケア（トピック8），復職に向けて（トピック9）

第10回 キャリアとワーク・エンゲージメント（トピック10）

第11回 産業におけるリスクと安全（トピック11），事故とヒューマンエラー（トピック12）

第12回 交通事故と交通コンフリクト（トピック13），ハザード知覚とリスクテイキング（トピック14）

第13回 交通参加者の行動（トピック15），運転態度（トピック16），安全教育と効果（トピック17）

第14回 基本教材2からトピック1つを選択し，リポート課題2の草稿を作成して教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第15回 リポート課題2の最終レポート作成
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臨床心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

キクシマ　カツヤ

菊島　勝也

【準備学修項目】
発達障害を持つ子どもにこれまで関わる機会の無かった方は，なるべく具体的なイメージを持っていただ
きたい。一般向けの本などもたくさん出ているので，それらをあたることも助けとなると思われる。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

臨床心理学実践の中で，教育臨床をとりあげ，子どもに対する臨床心理学的な支援について学習する。特
に，発達障害をはじめとした，様々な問題を抱えている子どもに対して，学校場面でどのような支援が行
われているかについて焦点をあて，理解を深めることを目的とする。

【一般目標(GIO)】
○多様な価値を受容し,自己の立場・役割を認識する力
異文化及び異分野の多様な価値を受容し,地域社会,日本及び世界の中での自己の立ち位置や
役割を認識し,説明することができる。
○社会に貢献する姿勢
社会に貢献する姿勢を持ち続けることができる。
以上の点を踏まえて，発達障害を持つ子どもに，実際の生活場面でどのような困難やつまずきが生じるの
か，具体的なイメージを持てるようになること。

【行動目標(SBOs)】
○自ら学ぶ
・豊かな知識・教養に基づく高い倫理観
豊かな知識・教養を基に倫理観を高めることができる。
○自ら考える
・論理的・批判的思考力
得られる情報を基に論理的な思考,批判的な思考をすることができる。
・問題発見・解決力
事象を注意深く観察して問題を発見し,解決策を提案することができる。
○自ら道をひらく
・挑戦力
あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦することができる。
・コミュニケーション力
他者の意見を聴いて理解し,自分の考えを伝えることができる。
・リーダーシップ・協働力
集団のなかで連携しながら,協働者の力を引き出し,その活躍を支援することができる。
・省察力
謙虚に自己を見つめ,振り返りを通じて自己を高めることができる
以上の行動を通じて，困難を抱える子どもに対して，どのような支援ができるのか理解を深めること。

【学修方略(LS)と学修時間】
教材を読み，下記のリポート課題についてリポートを作成する。疑問が生じた場合は、Manaba-Folioを通
して適宜科目担当者に質疑する。
1つのリポート作成にあたり，基本教材および参考文献の読み込みに25時間以上，Manaba-Folioへの提出・
再提出のやりとりに20時間以上を目安とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
Manaba-Folioを使ったインタラクティブな添削指導を実施する。

基本教材１のリポート課題（1）(2)を終了後，基本教材2のリポート課題(1)（2）を作成する。

前期：教材１のリポート課題（1）は７月末，課題(2)は８月末を目処に提出する。いずれのリポートも，
教員より加筆・修正を指示された場合には，9月中旬の学事暦で定められた期限までに再提出する。
後期：教材２のリポート課題（1）は11月中旬，課題(2)は12月中旬を目処に提出する。いずれの課題も，
教員より加筆・修正を指示された場合には，令和7年１月中旬の学事暦で定められた期限までに再提出す
る。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

　課題及び教員からの指導に対して，適切な内容がまとめられていること。また，そ
れに対する，独自の意見や疑問が記述されていること。

評価基準

リポート全体の構成や表現方法を評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：阿部利彦（著）
教材名： 『見方を変えればうまくいく！特別支援リフレーミング』 （中央法規，2013年）　ISBN:978-4-
8058-3859-4　2,000円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　著者は発達障害を持つ児童生徒に対して，主に学校場面で非常に先駆的な支援を行ってきた専門家であ
る。本書は，3章から構成されており，特別支援の基本的な考え方，さらにたくさんの事例と対応方法が紹
介され，専門家だけでなく，教員や保護者にも理解が深まるような配慮がなされており，初学者にとって
わかりやすく大変有益な内容であるといえる。

・阿部利彦・岩澤一美『発達が気になる児童生徒の理解と指導・支援』（金子書房，2019年）ISBN:978-4-
7608-3270-5　1,400円+税
・阿部利彦他『人的環境のユニバーサルデザイン』（東洋館出版社，2019年）ISBN:978-4-491-03946-6
1,800円+税
・阿部利彦『発達障害の子どもたちから教わった35のチェンジスキル』（合同出版，2020年）ISBN:978-4-
7726-1416-0　1,500円+税

　発達障害を持つ子どもに対する支援については，以下の点を十分踏まえておく必要がある。
(１)授業場面では教育的な配慮が必要であり，本人のハンディキャップに応じた授業の工夫がなされるべ
きであること。
(２)家庭場面では親のストレスや負担をなるべく減らし，まず良好な親子関係をつくることを支えていく
事が求められること。
(３)その上で，子ども自身のこころの健康な成長を支えるような支援が必要であること。
(４)これらの支援はバラバラに行われるのではなく，それぞれが連携をしながら，実施されるべきである
こと。以上の点について，教材を読む事で，より具体的に理解が深まることが望まれる。

教材第1章を読み，自分で重要であると感じたり，興味を持った部分を中心に要約を行い，それに対する自
分の意見や疑問を書きなさい。
留意点：留意点：まず発達障害がどのようなもので，どのような種類があるかについて，教材とは別に調
べ，把握しておくことが望ましい。

教材第2章CASE1〜5までを読み，この中から自分が興味を持ったケースを2例とりあげて，教材で解説され
ている支援策を参考に，それぞれのケースごとに，独自の意見も含めた「支援プラン」を提案しなさい。
留意点：留意点：提案する１つ１つの支援プランについて，(1)どのような方法か，(2)その方法を実施す
ることでどんな効果が期待できるか，を必ず含めること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：基本教材1と同じ。
教材名：基本教材1と同じ。

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

基本教材1と同じ。

・阿部利彦（編著）『クラスで気になる子の支援　ズバッと解決ファイル』
（金子書房，2009年）ISBN:978-4-7608-2347-5　1,700円+税
・文部科学省（2004）『小・中学校におけるLD（学習障害），ADHD（注意欠陥／多動性障害），高機能自
閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案）』（文部科学省のHPで閲覧可能）
・文部科学省（2021）『障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた
学びの充実に向けて～』（文部科学省HPで閲覧可能）

　学校場面での子どもへの支援においては，いわゆるカウンセリングなどの心理療法的な視点からの支援
だけでなく，教授法，教材の工夫，療育，生活指導，ケースワーク等，様々な視点から「役に立つ」方法
を組み合わせて柔軟に用いることが必要であることを，具体的に学習することが望まれる。

教材第2章CASE6〜10までを読み，この中から自分が興味を持ったケースを2例とりあげて，教材で解説され
ている支援策を参考に，それぞれのケースごとに，独自の意見も含めた「支援プラン」を提案しなさい。

留意点：留意点：正解があるわけではないので，自由に独自の支援プランを考えて提案すること。

教材第2，3章CASE11〜16までを読み，この中から自分が興味を持ったケースを2例とりあげて，教材で解説
されている支援策を参考に，それぞれのケースごとに，独自の意見も含めた「支援プラン」を提案しなさ
い。
留意点：留意点：正解があるわけではないので，自由に独自の支援プランを考えて提案すること。
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基本教材1

第1回 教材の学習と，本科目の課題の理解。

第2回 教材第1章を読む（前半）。

第3回 教材第1章を読む（後半）。

第4回 教材事例1を読む。

第5回 教材事例2を読む。

第6回 教材事例3を読む。

第7回 教材事例4を読む。

第8回 教材事例5を読む。

第9回 リポート課題1：リポート原稿の作成・提出。

第10回 リポート課題1：担当教員からのフィードバック・コメントを読む。

第11回 リポート課題1：必要に応じて，掲示板を利用した質疑応答。

第12回 リポート課題2：リポート原稿の作成・提出。

第13回 リポート課題2：担当教員からのフィードバック・コメントを読む。

第14回 リポート課題2：必要に応じて，掲示板を利用した質疑応答。

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証。

基本教材2

第1回 教材の学習と，本科目の課題の理解。

第2回 教材事例6を読む。

第3回 教材事例7を読む。

第4回 教材事例8を読む。

第5回 教材事例9,10を読む。

第6回 教材事例11,12を読む。

第7回 教材事例13,14を読む。

第8回 教材事例15,16を読む。

第9回 リポート課題1：リポート原稿の作成・提出。

第10回 リポート課題1：担当教員からのフィードバック・コメントを読む。

第11回 リポート課題1：必要に応じて，掲示板を利用した質疑応答。

第12回 リポート課題2：リポート原稿の作成・提出。

第13回 リポート課題2：担当教員からのフィードバック・コメントを読む。

第14回 リポート課題2：必要に応じて，掲示板を利用した質疑応答。

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証。
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臨床心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

キタムラ　セツ

北村　世都

○基礎心理学の知識がない人は、その習得に努力すること。
○リポートや論文の書き方に沿って記述し、リポートであっても論文として体裁を整えること。
○引用文献と参考文献を分けて記載すること。
○参考図書も積極的に活用し、その他の図書の紹介が必要であれば科目担当者に直接相談すること。
○自分の文章が論理的に正しいかどうか、何度も繰り返し読み、他者にも読んでもらって修正の指摘を受
けてから、提出すること。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本講義の目的は、臨床心理学の歴史的背景、基本的な理論、各種心理療法、研究手法の理解を通して、
臨床心理学的な支援の考え方を身につけることである。臨床心理学は、心理学の知見を活かして、心理的
な支援を必要とする人の理解や支援方法を明らかにしようとする学問である。単なる優しさや思いやりに
よって寄り添うだけでは、専門的支援にはならない。一方で、社会の中は対人支援の場面にあふれてい
る。臨床心理学が社会の中でどのように活かされうるのか思考できるようになってほしい。

【一般目標(GIO)】
　臨床心理学の理解を通して、他者支援において、科学的な視点から対象を理解し、人の自由と尊厳の尊
重をはじめとした倫理観を身につけ、臨床心理学に基づいた対人支援法によって問題解決を提案する。
【行動目標(SBOs)】
①臨床心理学誕生の背景と各領域の支援の概要について説明できる。
②臨床心理学の主要アプローチを説明できる。
②悩みや苦悩を経験している対象に対して、心理学や臨床心理学の理論に基づいてその問題の軽減につい
て提案できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
リポート課題を踏まえて、指定の基本教材および参考文献をもとに知識を深めて、リポートを作成する。
１つのレポート課題作成に対して、基本教材を理解するために20時間、リポートをまとめる作業に10時間
以上、リポート提出後の修正、科目担当者との質疑を通して加筆修正し、リポート最終稿を仕上げる作業
に15時間以上を必要とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
Manaba Folioを利用して、全受講者間および科目担当者との質疑応答をおこなう。

以下の期限に基づいて、受講者自身で学修計画をたてる。
前期
基本教材1リポート課題1：草稿6月末日提出、9月の学事暦指定日までに最終稿を提出。
基本教材1リポート課題2：草稿8月10日提出、9月の学事暦指定日までに最終稿を提出。
後期
基本教材2リポート課題1：草稿10月末日提出、令和9年1月の学事暦指定日までに最終稿を提出。
基本教材2リポート課題2：草稿12月中旬提出、令和９年1月の学事暦指定日までに最終稿を提出。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

1）指定教材を正しく理解していること。
2）提示された課題に応じたリポートであること。
3）学術論文と同等の体裁を整えたリポートであること。

評価基準

1）草稿提出後、必要な修正が行われていること。
2）リポートの修正内容が指導に基づいたものであること。

【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：横田正夫・津川律子・篠竹利和・山口義枝・菊島勝也・北村世都
教材名：『ポテンシャル臨床心理学』（サイエンス社，2016年）　ISBN:978-4781913773　本体2,400円＋
税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

『ポテンシャル臨床心理学』は、現在の臨床心理学の各領域の概要を網羅したテキストであり、臨床心理
学の全体像を把握することができる。

下山晴彦編　伊藤恵美・黒田美保・鈴木伸一・松田修著
『公認心理師技法ガイド―臨床の場で役立つ実践のすべて―』
（文光堂，2019年）　ISBN:978-4830636264　6,500円＋税

　最初に臨床心理学の全体像を理解できるよう、臨床心理学の各領域の理論や実際の支援について学んで
ほしい。そのうえで、各領域で展開されている臨床心理学の介入（心理支援や心理療法）がどのように発
展してきたのかを知り、今日の心理支援の源流を理解してほしい。参考図書では、今日行われている多様
な心理支援の技法が解説されている。教材で取り扱われている心理支援の具体的な内容を知ることができ
るので参考にしてほしい。
　臨床心理学の介入を理解するためには、基礎心理学（認知心理学、生理心理学、学習心理学、発達心理
学など）の知識が必要であるため、不明点はそのままにせず、自身で調べて明らかにしながら進めるこ
と。

第５～７章で取り上げられた心理療法や介入方法のうちの２つを取り上げ、①歴史的背景、②基づく理
論、③介入プロセス、④介入対象、のそれぞれについて比較しながら説明しなさい。
留意点：生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範囲）を末尾に簡潔に記すこと。

臨床心理学における支援の特徴を、他の領域の対人支援と比較しながら説明しなさい。
留意点：対人支援は医療や福祉、教育の分野でも行われているので、違いを明確にすること。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：岩壁茂・福島 哲夫・伊藤 絵美
教材名：『臨床心理学入門 -- 多様なアプローチを越境する』（有斐閣，2013年）
ISBN:978-4641220034　本体1,900円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

臨床心理学の中でも、特に介入技法の主要な３つのアプローチが、どのように発展してきたのか、その背
景やアプローチ間の異同が平易に説明されている。

馬場 禮子
『精神分析的心理療法の実践―クライエントに出会う前に 』
（岩崎学術出版，2019年）　ISBN:978-4753399062　本体3,200円＋税
中田 行重
『臨床現場におけるパーソン・センタード・セラピーの実務: 把握感 sense of grip と中核条件』　（創
元社，2022年）　ISBN:978-4422117874　本体3,200円＋税
伊藤 絵美
『ケアする人も楽になる 認知行動療法入門 BOOK1』
（医学書院，2011）　ISBN：978-4260012454　本体2,000円＋税

3つの基本的アプローチの基本的な考え方を根底から理解すること。

心理的問題に対する精神力動アプローチとヒューマニスティックアプローチについて、それぞれの概要を
説明したうえで、両者の共通点と相違点を比較して論じなさい。
留意点：学術論文や専門図書を引用しながら記述すること。生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範
囲）を末尾に簡潔に記すこと。

以下のリンクのファイルにある事例Aさんへの心理支援を考える。（１）精神力動アプローチ、（２）
ヒューマニスティックアプローチ、（３）認知行動アプローチ、のそれぞれのアプローチでは、見立て
（定式化・ケースフォーミュレーションともいう）、支援目標、支援方法、想定される回復過程をそれぞ
れ解説しなさい。
事例Aさん
https://drive.google.com/file/d/1wiSLlIWJwEwQIA4h0yfONjEYGzqPc_IY/view?usp=drive_link
留意点：学術論文や専門図書を引用しながら記述すること。生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範
囲）を末尾に簡潔に記すこと。

基本教材1

第1回 教材の準備と全体構成の把握、本科目の課題の理解、学修計画の立案

第2回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第１章を通して、「臨床心理学の概要」を学修する。

第3回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第２・３章を通して、「心理アセスメントと心理検査」を学修する。

第4回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第４・８章を通して、「臨床心理学のキー概念」を学修する。

第5回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第５・６・７章を通して、「心理療法の各論」を学修する。

第6回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第９・１０章を通して、「青年期までの臨床」を学修する。

第7回 リポート課題１：初稿の作成

第8回 リポート課題１：指導を踏まえた修正稿の作成

第9回 リポート課題１：最終稿の作成

第10回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第１１章を通して、「成人期の臨床」を学修する。

第11回 基本教材１『ポテンシャル臨床心理学』第１２章を通して、「高齢期の臨床」を学修する。

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：指導を踏まえた修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通し、臨床心理学特論の課題の全体的な理解と検証を行う。
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基本教材2

第1回 教材の準備と全体構成の把握、本科目の課題の理解、学修計画の立案

第2回 基本教材２『臨床心理学入門』序章・第１・２章を通して、「臨床心理学の概要」を学修する。

第3回 基本教材２『臨床心理学入門』第３章を通して、「力動的アプローチ①」を学修する。

第4回 基本教材２『臨床心理学入門』第４章を通して、「力動的アプローチ②」を学修する。

第5回 基本教材２『臨床心理学入門』第５章を通して、「ヒューマニスティックアプローチ①」を学修する。

第6回 基本教材２『臨床心理学入門』第６章を通して、「ヒューマニスティックアプローチ②」を学修する。

第7回 リポート課題１：初稿の作成

第8回 リポート課題１：指導を踏まえた修正稿の作成

第9回 リポート課題１：最終稿の作成

第10回 基本教材２『臨床心理学入門』第７章を通して、「認知行動アプローチ①」を学修する。

第11回 基本教材２『臨床心理学入門』第８章を通して、「認知行動アプローチ②」を学修する。

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：指導を踏まえた修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通し、臨床心理学特論の課題の全体的な理解と検証を行う。
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医療心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

タケウチ　クミコ

竹内　久美子

教材を精読し,教材での学習内容をレポートに要約した上で,自身の考えや主張を論述してください

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本科目は，医療心理学として応用行動分析学の基本的な行動の原理を基盤に，患者の行動変容を促すため
の知識と技法を身につけることを目的とする。 医療現場においては，患者に対しては運動遵守や食事制
限，医療者に対しては規定遵守など，行動変容が求められる場面が多い。そのため,患者自身が行動を変容
させ，自律的に実行できるようにする技法が必要である。そのため,具体的な場面を設定し、応用行動分析
学の行動変容法を活用して解決策を考察する。

【一般目標(GIO)】
医療場面の事象について，行動の原理に基づき注意深く観察して問題を発見し，論理的・批判的思考力を
身につけて，応用行動分析学の行動変容法を活用して解決策を提案する。
【行動目標(SBOs)】
①医療場面における人の問題行動について，ABC分析（先行条件・行動・結果）ができる。
② ABC分析に基づき，結果の操作によるアプローチを計画することができる。
③ ABC分析に基づき，先行条件の操作によるアプローチを計画することができる。
④行動変容法のうち，「シェイピング」「プロンプトと刺激性制御の転移」を説明できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
1つのリポート作成にあたり，基本教材および参考文献の読み込みに30時間以上，manaba folioでのやりと
りに15時間以上を目安とする。 基本教材１：教材に従って，基本的な行動の原理のうち特に「強化」「弁
別」を十分に理解していただきたい。その上で，医療場面における患者の行動をアセスメントして，ABC分
析を実施して行動随伴性を明らかにする。その問題行動を解決するために，結果の操作（強化）及び先行
条件の操作（弁別）による行動変容のためのアプローチを検討する。 基本教材２：教材に基づき，新しい
行動を形成する方法を学習する。第Ⅲ部で詳述された行動変容法のうち，「シェイピング」「プロンプト
と刺激性制御の転移」について医療場面の具体例を検討する。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】 manaba folioの掲示板機能を利用して，受講生相互に課題
図書に関する疑問点の質疑応答・意見交換を行う

＜前期＞
・リポート課題１締切：6月末（初稿）★学事暦の締め切りまでに最終稿として提出する。
・リポート課題２締切：8月末（初稿）★学事暦の締め切りまでに最終稿として提出する。
＜後期＞
・リポート課題１締切：10月末（初稿）★学事暦の締め切りまでに最終稿として提出する。
・リポート課題２締切：12月末（初稿）★学事暦の締め切りまでに最終稿として提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

1） 学習された教材内容が要約として示されていること
2） 課題に対する回答が詳述され，教材や文献が活用されていること
3） リポートの形式的条件を満たしていること

評価基準

1） 提出期日より事前にレポートを提出し，修正のプロセスを経て作成されているこ
と
2） リポート修正時には，添削やコメント内容が反映されていること
3） リポート提出など，一定の修正期間を設けるなどの学習スケジュールが適切であ
ること
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：ユーナス・ランメロ，ニコラス・トールネケ（松見，監修　武藤，米山，監訳）
教材名： 『臨床行動分析のABC（第1版）』（日本評論社）　ISBN:978-4-535-98300-7

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本書は、「行動的心理療法」を機能的・文脈的観点から説明し，臨床の現場で出会う患者の問題に対して
根本的なアプローチを解説しています。「行動」の意味を探り,特定の問題に対する特定の技法という考え
方ではなく，患者の問題行動の機能分析を行うことを重視しています。本書を読解することで、行動の相
互作用の分析に重点をおいた分析を可能とします。

著者名：レイモンド・G・ミルテンバーガー（園山，野呂，渡部，大石，訳）
教材名：『行動変容法入門（日本語版第2版）』（二瓶社，2024年）ISBN:978-4-86-108091-3 5,400円+税

行動は環境との相互作用である。問題行動と思われたとしても，どの様な場面で引き起こされ，その結果
何が生じているのか，的確にアセスメントすることが必要である。まず，教材に従って学習した後，医療
場面における患者の行動を検討し，行動アセスメントとしてABC分析を実施して，３項強化随伴性を学習す
る。次に，問題行動を解決する技法を学習し，なかでも結果の操作（強化）並びに先行条件の操作（弁
別）によるアプローチを学習していただきたい。

中学3年生のA君は、腹痛と下痢で登校できないことが続き、母親と心療内科を受診した。母親の話では、
小さいころから手のかからない子だったとのことであり、成績も良いほうで、本人もストレスを感じてい
ないと話している。

問題と思われる行動について，行動アセスメントとしてABC分析を行い，その3項強化随伴性について論じ
なさい。
留意点：ABC分析のための条件は学生各自が設定し，原理に基づくABC分析を行ってください。

高脂血症患者(男性,身長170cm,体重90kg)が運動してBMI:25未満72kgまで体重を減らすように指示された
が，歩行を増加させることができません。

学生各自がABC分析の条件を設定して歩行の行動随伴性を示し，結果と先行条件へのアプローチ方法を論じ
なさい。
留意点：ABC分析のための条件は学生各自が設定し，原理に基づくアプローチを考案してください。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：レイモンド・G・ミルテンバーガー（野呂，佐々木，青木，神山，訳）
教材名：『行動変容法入門（日本語版第2版）』（二瓶社，2024年）ISBN:978-4-86-108091-3 5,400円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本書は，第１部「行動と行動変化の測定」，第２部「基本的な行動の原理」，第３部「新しい行動を形成
する方法」，第４部「望ましい行動を増やし，望ましくない行動を減らす方法」で構成されている。第
１・２部が行動分析学の基礎がわかりやすく記され，第３・４部には行動変容を導く技法がわかりやすく
述べられている。特に第３部「新しい行動を形成する方法」について詳細を学修する。具体例が多用され
ているため，行動変容法について医療場面に置き換えて学習する。

著者名：古賀恵理子，今井たよか，編著　川畑直人，大島剛，郷式徹,監修
教材名：『健康・医療心理学』（ミネルヴァ書房，2022年）ISBN978-4-623-08717-4　2,200＋税

基本教材２の第１部は行動の測定，第2部は基本的な行動原理のうち特に「強化」「刺激性制御」、第3部
から行動変容法が詳しく示されている。

本講では新しい行動を形成する方法として，「シェイピング」「プロンプトと刺激性制御の転移」につい
て学習する。

望ましい行動を形成する手続きである「シェイピング」について説明し,医療現場で想定される具体的な事
例を示して,「シャイピング」の有効性を論じなさい。
留意点：望ましい行動形成の医療場面として，「嚥下方法の学習」，「永久気管孔造設後のケア方法の学
習」，「人工肛門造設後のケア方法の学習」，「小児へのトイレトレーニング」等が例として挙げられ
る。これらを参考にして具体例を検討してください。

新しい行動を形成する手続きである「プロンプトと刺激性制御の転移」について説明し、医療現場で想定
される刺激性転移が適用される具体例を示して，「プロンプトと刺激性制御の転移」論じなさい。
留意点：対象となる医療場面として,採血など新しい技術の指導場面」「新たなケア方法や道具の操作の指
導場面」等が例として挙げられる。これらを参考にして具体例を検討してください。
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基本教材1

第1回 本科目の理解と基本教材の概要の把握

第2回 基本教材１の学習：第1章　行動を記述する

第3回 基本教材1の学習：第2章　行動を理解する

第4回 基本教材1の学習：第3章　行動を変える

第5回 関連する図書の学修

第6回 関連する文献の検索とその内容の学修

第7回 リポート課題１：事例の抽出

第8回 リポート課題１：初稿の作成

第9回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第10回 リポート課題１：最終稿の作成

第11回 リポート課題２：事例の抽出

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通して,課題の関する全体的な理解の確認

基本教材2

第1回 本科目の理解と基本教材の概要の把握

第2回 基本教材２の学修：第Ⅰ部　行動と行動変化の測定

第3回 基本教材２の学修：第Ⅱ部　基本的な行動原理

第4回 基本教材２の学修：第Ⅲ部　新しい行動を形成する方法（９・10章）

第5回 基本教材２の学修：第Ⅲ部　新しい行動を形成する方法（11・12章）

第6回 関連する図書の学修

第7回 リポート課題１：事例の抽出

第8回 リポート課題１：初稿の作成

第9回 リポート課題１：添削指導指導に対する修正稿の作成

第10回 リポート課題１：最終稿の作成

第11回 リポート課題２：事例の抽出

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通して,課題の関する全体的な理解の確認
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行動分析学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

スギモト　タダシ

杉本　任士

manabaにも資料を添付しますので，必ずダウンロードして参考にしてください。他の課題に添付されてい
る資料も参考になりますので，全ての資料に目を通してから，リポートに取り組んでください。また，
「リポート提出のためのチェックリスト」を参考に，自身のリポートが全ての項目を満たしているか
チェックしてください。満たしていなければ満たしたうえで項目をチェックし、その後に提出してくださ
い。提出の際は、チェックリストをリポートの最初に加えてください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　行動分析学はアメリカの心理学者B. F.スキナー(1904-1990)によって創始された学問体系で，実験的行
動分析学，応用行動分析学に分けられる。実験的行動分析学は，ヒトや動物の行動を実験的に検討し，行
動の原理を明らかにしようとする分野であり，応用行動分析学は，さまざまな現実場面での問題(教育，臨
床，福祉，産業など)の解決や，動物の訓練などに取り組んでいる。本科目では，行動分析学の基礎的な理
論と技法の修得に加えて，日常生活において生じる様々な問題を，行動分析学の知見や方法論を用いて理
解し，その解決策を考案できるようになることを目的とする。

【一般目標(GIO)】
行動分析学というユニークな世界観・人間観に基づく学問を通して，豊かな知識と教養に基づく高い倫理
観，論理的かつ批判的な思考力，問題を発見し解決策を提案する力を身につける。
【行動目標(SBOs)】
(1)行動分析学の理論と技法について実証的データに基づいて理解するとともに，その理論や技法の背景と
なっている人間観や世界観について説明できる。(知識・問題解決，技能)
(2)行動分析学の臨床応用領域における実践方法を学び，社会的場面における行動技法活用の利点や問題点
について説明できる。(知識-問題解決，技能)

【学修方略(LS)と学修時間】
1) 課題に従って基本教材とリポート提出システム(manaba)に掲載されている資料等を読み，草稿を仕上げ
る。2) 「リポート提出のためのチェックリスト」に従って，自身のリポートをチェックし，不足している
点について追記の上，草稿を提出する。3) 教員からの加筆・修正の指示に従って，再度，修正稿を提出す
る。4) これを繰り返して，最終稿に仕上げていく。
資料収集・テキストの学修に20時間，レポートをまとめるのに10時間，manabaを使用したレポートの修
正・推敲作業に15時間，計45時間程度の準備・学修時間を要します。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manabaのコレクションを利用し，インタラクティブな個別指導を受ける。
・manabaの掲示板を利用し，受講者同士の協働学修を行う(課題図書等に関する受講者同士の質疑応答・意
見交換，リポート推敲のためのピア・レスポンス等)。
・図書館，インターネットで自律的に論文を検索して，リポートを作成する。

＜前期: 行動分析学の基礎の学修＞
1) 実体験による行動変容の理解
2) 観察による行動変容の理解
3) 言語による行動変容の理解
課題1および課題2の草稿の提出期限は，それぞれ7月末と8月末とする。
最終提出期限は学事暦で定められた日までに提出する。
＜後期: 行動分析学の原理の応用の学修＞
1) 応用行動分析学の問題解決手続きとABC分析に基づいた関数(機能)分析の理解
2) 行動分析学に基づいた問題行動の改善案の考案
課題1および課題2の草稿の提出期限は，それぞれ10月末と11月末とする。
最終提出期限は学事暦で定められた日までに提出する。
一回の草稿提出ですべて学修するのは困難です。早めに草稿を提出し，指導を受けながら，学修を進めて
ください。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

1) 留意点に従って，課題について述べているか。
2) リポート提出システム(manaba)に掲載された資料を参考に書かれているか。
3) リポート提出のためのチェック項目に従って書かれているか。

評価基準

1) 提出期限の直前ではなく，1ヶ月以上の余裕を持って事前に草稿を提出し，十分な
指導を受けたか。
2) 草稿の提出とそれに対する教員のコメントに対して十分な回答がなされている
か。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：眞邉 一近
教材名：『ポテンシャル学習心理学』(サイエンス社, 2020年 第2刷版)
ISBN: 978-4-7819-1441-1　2,600円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

行動分析学の基礎になる学習心理学の知見と，その応用についてまとめられている。最新の行動分析学の
用語による解説がなされている。行動の変容を引き起こす「経験」を，実体験による経験，観察による経
験，言語を媒介とした経験の3種に分類し，それぞれで生じる学習について解説している。

坂上 貴之・井上 雅彦『行動分析学』(有斐閣, 2018年) ISBN: 978-4-641-22102-4　2,100円+税
杉山 尚子『行動分析学入門』(集英社，2005年) ISBN: 4-08-720307-7　840円+税

前期は，行動分析学の基礎について学修します。テキストには，基礎的な現象とその応用例が示されてい
ますので，日常場面の具体例と関連付けながら理解するようにしてください。また，第1章に概略が示され
ていますので，まずは，第1章を学修してから読み進めてください。

「オペランと条件づけ」にはどのようなものがあり，それらが我々の生活にどのように結びついている
か，具体例をいくつかあげながら，そのメカニズムがわかるように概説せよ。
留意点：必ず具体例を示すこと。また、それについて随伴性ダイアグラム（ABCフレームを用いたABC分析
（関数分析））を用いて説明すること。

「ルール支配行動」による学習(行動変容)にはどのようなものがあり，それらが我々の生活にどのように
結びついているか，具体例をいくつかあげながら，そのメカニズムがわかるように概説せよ。
留意点：必ず具体例をあげながら説明すること。その際、理解を助ける図式化を試みること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：第１図書：P. A.アルバート / A.C.トルートマン 著 佐久間 徹 / 谷 晋二 / 大野 裕史 訳　第
２図書：井上 雅彦 (監修) / 三田地 真実・岡村 章司 (著)
教材名：第１図書：はじめての応用行動分析 日本語版第2版』(二瓶社，2004 年)　ISBN: 978-4-86108-
015-9　3,200+税　第２図書：『保護者と先生のための応用行動分析入門ハンドブック』(金剛出版，2019
年)　ISBN: 978-4-7724-1693-1　2,600円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

第1図書は，応用行動分析学の基本的な考え方から始まり，行動変容のための手続きを丁寧に解説した書で
ある。行動目標の作成，データの収集とグラフ化，一事例の実験デザイン，行動の生起頻度を増大させる
随伴操作，不適切な行動を減少させる結果操作，分化強化(刺激制御とシェイピング)，機能分析，行動変
容の般化，行動自己管理の指導，教室での実践の順で分かりやすく述べられている。第2図書は，保護者や
学校の教員が行動分析学に基づく実践ができるように，行動分析学の実践方法についてわかりやすくまと
められている。

プライア，K. (河嶋 孝・杉山 尚子 訳)『うまくやるための強化の原理』(二瓶社，1998年)
ISBN: 978-4-931199-55-2　1,400円+税

後期は，行動分析学の応用について学修します。行動分析学は，問題行動の原因を個人の内的なプロセス
に求めるのではなく，その個人を取り巻いている環境(行動随伴性)に求めます。その行動随伴性を改善す
ることにより問題行動を修正します。問題行動の原因を個人の内的プロセスに求めることの問題点の理解
と，問題行動が行動随伴性の改善によって解決可能であることを学修してください。

日常場面における問題行動の具体例をいくつかあげ，その問題行動を引き起こしている環境(行動随伴性)
を、ABC分析(関数分析)を用いて明らかにせよ。

留意点：第2図書の第2部を十分理解した上で取り組んでください。レポートを作成する際は、1) 問題行動
の具体例をあげ，2) ABCフレームを用いたABC分析（関数分析）を行った上で，3) その行動(反応)の増加
や減少につながる結果は，行動随伴性の何にあたるのかを丁寧に説明してください。問題行動は，自身の
行動でも他者(ベットも含む)の行動のいずれでもかまいません。

日常場面における問題行動の具体例をあげ，その行動修正の手続きを一事例の実験デザインで提示せよ。
留意点：第l図書で示されている内容を十分理解した上で取り組んでください。レポートを作成する際は、
1) 具体例をあげ，2) 行動目標を示し，3) 機能分析と行動の原理を用いた介入方法を決定した上で，4)
データ収集の方法について言及してください。使用するデータは架空のものでかまいません。そして、5)
予想される結果を一事例の実験デザインを用いてグラフ化し，6) 最後に考察を行ってください。それぞれ
のプロセスにおいて，第1図書を参考に特に注意すべき点について説明を加えてください。問題行動は，自
身の行動でも他者(ペットも含む)の行動でもかまいません。
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基本教材1

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 基本教材1の学修：非連合学習について

第3回 基本教材1の学修：連合学習について

第4回 基本教材1の学修：観察による学習について

第5回 基本教材1の学修：言語による学習について

第6回 参考図書に関する学修

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 リポート課題の構成，内容についての立案検討

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた本課題に閲する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 基本教材2-1の学修：応用行動分析学の基本的な考え方について

第3回 基本教材2-1の学修：行動変容のための手続き(目標行動の設定の仕方など)について

第4回 基本教材2-1の学修：行動変容のための方法(強化や弱化など)について

第5回 基本教材2-2の学修：機能分析(ABC分析)について

第6回 参考図書に関する学修

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 リポート課題の構成，内容についての立案検討

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1·2を通じた本課題に関する全体的な理解の検証
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コミュニケーション心理学特
講

科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

マナベ　カズチカ

眞邉　一近

リポートシステムにも資料が添付されていますので，必ずダウンロードして参考にして下さい。他の課題
に添付されている資料も参考になりますので，全ての資料にいったん目を通してから，リポートを書き始
めて下さい。また，リポート提出のためにチェック項目にチェックを入れてから提出してください。ま
た，「リポート提出のためのチェック項目」を参考に，自身のリポートがこれらの項目を満たしているか
どうかチェックし，満たしていなければ満たしたうえで項目にチェックし，さらにチェックシートをリ
ポートの最初に加え，提出して下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

ヒトは他者とのコミュニケーションにより社会生活を維持しています。円滑なコミュニケーションによ
り、ヒトはQOL（Quality of Life）を高めることが出来ます。コミュニケーション心理学特講では、コ
ミュニケーションの心理学的側面についての学修を目的とします。
１）問題発見・解決力：事象を注意深く観察して問題を発見し、解決策を提案できる。
２）論理的・批判的思考力：得られた情報を元に論理的な思考、批判的な思考をすることができる。

【一般目標(GIO)】
コミュニケーションを円滑に行うためには，コミュニケーションスキルの獲得が必要です。コミュニケー
ション心理学特講では，コミュニケーションスキルに必要な知覚・発声・認知過程とその発達について学
修した後，コミュニケーションスキルの訓練方法・コミュニケーション手段の改善策など具体的な方法論
についての学修を目的とします。
1) コミュニケーションスキルに必要な知覚・発声・認知過程とその発達について説明できる。
2) コミュニケーションスキルの訓練方法・コミュニケーション手段の改善策など具体的な方法論について
考案できる。

【行動目標(SBOs)】
１）コミュニケーションの基礎になる音声知覚と発声の進化と発達の習得
２）言語の基礎となる認知機能の進化と発達の理解
３）発話の発達の理解
４）各種コミュニケーションスキル訓練の理解
５）行動分析学に基づいたコミュニケーションの改善方法の習得

【学修方略(LS)と学修時間】
まずは，課題に従って基本教材とリポート提出システムに掲載されている資料等を読み，草稿を仕上げま
す。「リポート提出のためのチェック項目」に従って，自身のリポートをチェックし，不足している点に
ついて追記の上，草稿を提出します。これに対して，修正・追記が必要であるかどうか教員から指示があ
りますので，それに従って，再度，修正・追記の上草稿を提出します。これを繰り返して，最終稿に仕上
げていきます。これらの教員とのやり取りが到達目標を達成するうえで大変重要になります。知覚心理
学・発達心理学コミュニケーションスキル・行動分析学の学修等において、資料収集・テキストの学修に
20時間、レポートをまとめるのに10時間、manaba-folioを使用したレポートの遂行作業に15時間、計45時
間程度の準備学修時間を要します。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folioのコレクションを利用して，インタラクイブな個別指導を受ける。
・manaba folioの掲示板を利用し，受講者同士の協働学修を行う（課題図書等に関する
受講者同士の質疑応答・意見交換，リポートの推敲のためのピア・レスポンス等）。
・図書館，インターネットで自律的に論文を検索して，リポートを作成する。

前期：コミュニケーションに関連する知覚と発達
１）コミュニケーションに関連する知覚の理解
２）コミュニケーションの発達の理解
課題１および課題２の草稿の提出期限は、それぞれ7月末と8月末にします。最終提出期限は学事暦で定め
られた日までに提出する。
後期：コミュニケーションスキルと行動分析学
１）コミュニケーションスキルと訓練方法の理解
２）行動分析学に基づいたコミュニケーションの改善案の考案
課題１および課題２の草稿の提出期限は、それぞれ10月末と11月末にします。最終提出期限は学事暦で定
められた日までに提出する。
心理学の基礎から応用まで学修は多岐にわたります。一回の草稿提出ですべて学修するのは困難です。早
めに草稿を提出し，教員の指導を受けながら，学修を進めていきます。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

1）留意点に従って，課題について述べているかどうか？
2）リポ一ト提出システム（manaba) に掲載された資料を参考に書かれているかどう
か？
3）「リポ一ト提出のためのチェック項目」に従って書かれているかどうか？

評価基準

1)締め切り直前ではなく、1ヶ月以上の余裕を持って事前に草稿を提出し、十分な指
導を受けたか？
2)草稿の提出とそれに対する教員のコメントに対して十分な回答がなされているかど
うか？
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：1）深田博己　2）重野純　3）正高信夫
教材名：1）『コミュニケーション心理学：心理学的コミュニケーション論への招待』
（北大路書房，1999年）ISBN:978-4-76-282160-8　2,500円+税【紀伊國屋在庫僅少】
2）日本音響学会編『音の何でも小事典：脳が音を聴くしくみから超音波顕微鏡まで』
（講談社，1996年）ISBN:978-4-06-257150-0　1,100円+税
3）『0歳児がことばを獲得するとき：行動学からのアプローチ』
（中央公論新社，1993年）ISBN:978-4-12-101136-7　660円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

第１図書は，コミュニケーション心理学を理解するのに必要な心理学の基礎的な知識を網羅的に解説した
入門書である。第２図書では，音声知覚の概説がなされている。第３図書では，コミュニケーションの基
礎といわれる乳児の母親とのコミュニケーションの解説がなされている。

深田博己『インターパーソナルコミュニケーション：対人コミュニケーションの心理学』
（北大路書房，1998年）ISBN:978-4-76-282103-5　2,500円+税
植村勝彦，松本青也，藤井政志『コミュニケーション学入門：心理・言語・ビジネス』
（ナカニシヤ出版，2000年）ISBN:978-4-88-848536-4　2,400円+税

コミュニケーション心理学を理解するためには，心理学の幅広い基礎知識が必要です。出来るだけ，基本
教材でとりあげている各分野の心理学にふれるようにして下さい。リポートシステムに参考資料が掲載さ
れていますので，必ず読むようにして下さい。

コミュニケーションに関係する外的（物理的）世界と知覚（心理的）世界のズレについて述べよ。
留意点：コミュニケーションに関係する聴覚や視覚およびその相互作用などによって生じる現象について
まとめてください。

コミュニケーションの発達過程について述べよ。
留意点：乳児・幼児・児童と発達する過程で，母親・家族・仲間とどの様な相互作用を行いながら発達し
ていくかについてまとめて下さい。このとき，どの様な要因が「発達」を促進するか記述して下さい。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：1）島宗理　2）眞邉一近
教材名：1）『パフォーマンス・マネージメント』(米田出版，2022年)ISBN:978-4-94-655307-3　1,700円+
税
2）『ポテンシャル学習心理学』(サイエンス社,2023年第5刷版）ISBN:978-4-78191441-1 2,860円

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

第１図書は，行動分析学に基づいたコミュニケーションスキルの向上法を具体的に解説した入門書であ
る。部下のマネージメント・学校・病院・組織のマネージメントなどの具体例を学びながら，スキル向上
の基本的な方法論が学べるよう構成されている。
第２図書は，行動分析学の基礎となる「学習」をわかりやすく説明している。行動分析学の基礎から実践
場面での具体例を学ぶことが出来る。

アルバート・トルートマン著（佐久間徹・谷晋二監訳）『はじめての応用行動分析』（二瓶社，2004年）
ISBN:978-4-93-119915-6　3,059円+税
R・ネルソン－ジョーンズ著（相川充訳）『思いやりの人間関係スキル：一人で出来るトレーニング』（誠
信書房，1993年）ISBN:978-4-41-430274-5　3,800円+税
井上雅彦（監修）/三田地真実・岡村章司（著）『保護者と先生のための応用行動分析入門ハンドブック』
（金剛出版, 2019年）ISBN:978-4772416931　2,860円（税込）

第１図書は，最初の章から順番に読んでいくことを勧める。また，参考図書の『はじめての応用行動分
析』と読み合わせると理解が進むだろう。第２図書は，一般向けにわかりやすく書かれているが，本書の
中でいわれていることの根拠を理解する上で，上記の図書を読んだ後で読むと良いだろう。

コミュニケーションスキルおよびコミュニケーションスキル訓練にはどんなものがあるかまとめよ。
留意点：コミュニケーションの過程を概説した後，個々のスキルと訓練について述べて下さい。前期の基
本教材も参考にして下さい。

自分の職場あるいは家庭の人間関係やコミュニケーションでなにか問題を感じている事柄をとりあげ，関
数分析（ABC分析）に基づいた改善策を考察せよ。
留意点：自分が考えた改善策の基礎となっている行動分析学の知見・方法論が具体的にわかるように述べ
て下さい。ただし，企業名や個人名が特定されないように注意すること。もし個人的な問題が無ければ，
地域や市町村の問題でも構いません。
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基本教材1

第1回 コミュニケーションに関連する心理学分野の理解

第2回 コミュニケーションの基礎になる感覚と知覚の学修

第3回 コミュニケーションの基礎になる音声知覚と発声の進化の学修

第4回 乳児期と幼児期の音声知覚と発声の発達の学修

第5回 幼児期の言語発達の学修

第6回 児童期の言語発達の学修

第7回 言語の基礎となる認知機能の進化と発達の学修

第8回 言語発達を促進する環境要因の学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 コミュケーションスキルの理解

第2回 各種コミュニケーションスキル訓練の学修

第3回 行動分析学の基礎の学修

第4回 行動随伴性の学修

第5回 行動の原理の学修

第6回 行動随伴性に基づいた関数分析（ABC分析）の学修

第7回 関数分析に基づいた応用事例の学修

第8回 行動分析学に基づいたコミュニケーションの改善案の考案

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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高齢者心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

キタムラ　セツ

北村　世都

○基礎心理学の知識がない人は、その習得に努力すること。
○リポートや論文の書き方に沿って記述し、リポートであっても論文として体裁を整えること。
○引用文献と参考文献を分けて記載すること。
○参考図書も積極的に活用し、その他の図書の紹介が必要であれば科目担当者に直接相談すること。
○自分の文章が論理的に正しいかどうか、何度も繰り返し読み、他者にも読んでもらって修正の指摘を受
けてから、提出すること。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　高齢者心理学とは、高齢者の心理機能を明らかにする科学である。加齢にともなう心身機能の変化は、
高齢者の生活への適応のさまざまな影響をもたらす。そのうえ高齢者は、若年者と比べて、心理的側面、
身体的側面、社会的側面がより一層密接に影響しあうことが知られている。この授業では、高齢者の心理
に関する理解はもとより、身体機能の加齢変化や高齢者をとりまく社会的状況の理解も深め、高齢者にか
かわる社会課題（特に認知症）を、心理学を基盤とした包括的な視点から理解することを目的とする。

【一般目標(GIO)】
　高齢者の心理的特性とその関連要因を理解し（知識）、高齢者を生物―心理―社会モデルから理解する
視点を身につける（技術）。あわせて、これらの知識や技術をもとに、高齢者に対するステレオタイプを
払しょくし（態度）、高齢者およびその関係者への心理支援法について提案できる（技術）。
【行動目標(SBOs)】
（１） 基本教材を読み、不明な点は他の文献を自分で調べて、正確な知識を身につける。
（２） 高齢者に関する社会課題の理解にあたり、高齢者心理学の知識を活用する。
（３） 高齢者心理学の知識を活用して、高齢者およびその関係者への心理支援を提案する。

【学修方略(LS)と学修時間】
　リポート課題を踏まえて、指定の基本教材および参考文献をもとに知識を深め、リポートを作成する。1
つのリポート課題作成に対して、基本教材を理解するために20時間、リポートをまとめる作業に10時間以
上、リポート提出後の修正、科目担当者との質疑を通して加筆修正し、リポート最終稿を仕上げる作業に
15時間以上を必修とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
　Manaba Folioを利用して、全受講者間および科目担当者との質疑応答をおこなう。

以下の期限に基づいて、受講者自身で学修計画をたてる。
前期
基本教材1リポート課題1：草稿6月末日提出、9月の学事暦指定日に最終稿を提出。
基本教材1リポート課題2：草稿8月10日提出、9月の学事暦指定日に最終稿を提出。
後期
基本教材2リポート課題1：草稿10月末日提出、令和９年1月の学事暦指定日に最終稿を提出。
基本教材2リポート課題2：草稿12月中旬提出、令和９年1月の学事暦指定日に最終稿を提出。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

1）指定教材を正しく理解していること。
2）提示された課題に応じたリポートであること。
3）学術論文と同等の体裁を整えたリポートであること。

評価基準

1）草稿提出後、必要な修正が行われていること。
2）リポートの修正内容が指導に基づいたものであること。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：大川一郎・土田宣明・宇都宮 博・日下菜穂子・奥村由美子
教材名：『エピソードでつかむ老年心理学』（ミネルヴァ書房，2011年）　ISBN：9784623058952　本体
2,600円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

初学者でも、具体的なエピソードを通して、老年心理学の概要を知ることができる。

日本老年臨床心理学会企画・長嶋紀一 監修・山中克夫・松田修・黒川由紀子 統括編集・扇澤　史子・長
田久雄・小野寺敦志・加藤伸司・北村世都・佐藤眞一・志村ゆず・下垣光・内藤佳津雄・西村　嘉子 編
『老年臨床心理学ハンドブック』（福村出版，2025年）　ISBN:9784571241116　本体28,000円＋税

　「老い」とは何かを説明することは意外にも難しい。高齢者と若年者では、年齢以外に何が異なるの
か？特に加齢にともなって心理機能がどのように変化していくのか、そしてその変化によって、高齢者が
どのような主観的経験をするのかを学んでほしい。
　受講者の中には、高齢者と直接接点はない社会生活を送る受講者もいるだろう。しかし高齢社会となっ
た日本では、社会のどのような領域でも高齢者であふれている。地域のさまざまな場面で高齢者と出会
う。彼らと、それ以外の世代が共生し、社会を作る方法を心理学から考えてほしい。

以下の２つのテーマについて、それぞれ回答しなさい。
テーマ１　基本教材では、老年期における日常行動に影響する身体機能・感覚機能・認知機能の加齢変化
について、どのように説明されているかをまとめなさい。またその内容を踏まえて、以下の事例を、基本
教材の記述と対応づけながら説明しなさい。
事例：
Aさん（77歳）は、最近つまずきやすくなり、人の話を聞き返すことが増えた。また、複数のことを同時に
行うと混乱しやすいと感じている。
テーマ２
基本教材では、老年期における家族との関係について、どのように説明されているかを整理しなさい。ま
たその内容を踏まえて、以下の事例を、基本教材の記述と対応づけながら説明しなさい。
事例：
Bさん（79歳・女性）は、数年前に配偶者と死別した。現在は身体機能の低下により、子どもから日常生活
の支援を受けている。Eさんは「子どもには感謝しているが、迷惑をかけている気もする」と話す一方、最
近は30代に夫とともにラーメン屋を開業した話を繰り返し話題にすることが増えている。
留意点：基本教材を主たる根拠とし、生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範囲）を末尾に簡潔に記
すこと。

以下の２つのテーマについてそれぞれ回答しなさい。
テーマ１　基本教材では、老年期における仕事・社会との関係の変化をどのように説明しているかをまと
めなさい。またその内容を踏まえて、以下の事例を、基本教材の記述と対応づけながら説明しなさい。
事例：
Cさん（68歳・男性）は定年退職後、時間に余裕ができた一方で、「社会とのつながりが薄れた感じがす
る」と話している。
テーマ２　基本教材では、老年期における老いへの心理的適応についてどのように説明されているかを整
理しなさい。またその説明を踏まえて、以下の事例を、基本教材の記述と対応づけながら説明しなさい。
事例：
Dさん（82歳）は、以前できていたことが難しくなったことに戸惑いながらも、「できる範囲で楽しみを見
つけたい」と話している。
留意点：基本教材を主たる根拠とし、生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範囲）を末尾に簡潔に記
すこと。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：①山口晴保・北村世都・水野裕　②大庭輝・佐藤眞一編
教材名：①『認知症の人の主観に迫る　真のパーソン・センタード・ケアを目指して』（協同医書出
版,2020年）　ISBN:978-4763960375　本体1,500円＋税
②『心理学で支える認知症の理論と臨床実践』（誠信書房，2023年）
ISBN:978-4414417005　本体2,700円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

①認知症の人の主観をどのようにとらえるかは、認知症の人の支援の中核であり、それが支援の質にまで
影響する。認知症の人の主観についての理解を深めることができる。
②高齢者支援や認知症の支援では、基礎心理学の知見が必要になることが多い。本書では、臨床心理学だ
けではなく基礎心理学がどのように心理支援の実践に応用されているのかを理解することができる。

小海宏之・若松直樹・川西智也
『認知症ケアのための心理アセスメントと心理支援ー高齢者の心理臨床ハンドブック』
（金剛出版，2022年）　ISBN:978-4772419048　本体3,800円＋税
福島喜代子編　結城千晶著
『事例で学ぶ認知症の人の家族支援: 認知行動療法を用いた支援プログラムの展開』
（中央法規，2017年）　ISBN:978-4805854716　本体2,400円＋税
佐藤眞一『認知症の人の心の中はどうなっているのか？』
（光文社信書,2018年）　ISBN:978-433404387-2　本体840円＋税

　我が国の国家的な課題とされている認知症について、心理学から理解を深める。認知症は認知機能の漸
次低下が特徴だが、認知機能が低下するとその人はどのような経験をしているのだろうか。このテーマの
先にある、「人は人をどのように理解しているのか」という究極の問いに行き着く。
　この授業では、認知症の人の理解を題材にして、認知症の有無にとどまらず、そもそも人は人をどのよ
うに理解しているのかを考えながら受講してほしい。認知症基本法でめざされている「共生社会の実現」
のためには、人を理解することに対する深い洞察が不可欠だからである。
なお、認知症の基本的な知識が少ない人は、自身で認知症関連の書籍や動画で知識を深めること。

認知症の人に対するパーソン・センタード・ケアでは、認知症の人の「その人らしさpersonhood」を大切
にすることが重要であるとされる。心理学の理論や知見から「その人らしさ」とは何かを論じなさい。
留意点：基本教材を主たる根拠とし、心理学の理論や知見をふまえて論じること。

基本教材で取り上げられている認知症の人に対する心理学的介入の３つを選び、それらを比較して共通点
と相違点を明示したうえで、それぞれの介入の特徴を説明しなさい。
留意点：生成AIを使用した場合は、使い方（目的・範囲）を末尾に簡潔に記すこと。引用文献は内容を理
解して引用すること。

基本教材1

第1回 教材の準備と全体構成の把握、本科目の課題の理解、学修計画の立案、基本教材１序章の理解

第2回 基本教材１第１章を通して、「身体・感覚機能のエイジング」を学修する。

第3回 基本教材１第２章を通して、「認知機能のエイジング」を学修する。

第4回 基本教材１第１・２章を通して、「身体・感覚・認知機能のエイジングと社会生活の関連」を学修する。

第5回 基本教材１第３章を通して、「高齢期の家族との関係」を学修する。

第6回 リポート課題１：初稿の作成

第7回 リポート課題１：指導を踏まえた修正稿の作成

第8回 リポート課題１：最終稿の作成

第9回 基本教材１第４章を通して、「高齢期の社会との関係」を学修する。

第10回 基本教材１第３・４章を通して、「高齢期の社会関係と社会生活の関連」を学修する。

第11回 基本教材１第５章を通して、「老いと適応およびその現代的課題」を学修する。

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：指導を踏まえた修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通し、高齢者心理学特講の課題の全体的な理解と検証を行う。
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基本教材2

第1回 基本教材２②序章・第３章を通して、「認知症の支援と心理学の接点」を学修する。

第2回 基本教材２②第１・２章を通して、「神経心理学・認知心理学からみた認知症」を学修する。

第3回 基本教材２①第１章を通して、「認知症におけるメタ認知」を学修する。

第4回 基本教材２①第２・３章および基本教材２②第４章を通して、「認知症における共感」を学修する。

第5回 リポート課題１：初稿の作成

第6回 リポート課題１：指導を踏まえた修正稿の作成

第7回 リポート課題１：最終稿の作成

第8回 基本教材２②第５・６章を通して、「認知症の人の支援における行動・身体」を学修する。

第9回 基本教材２②第７・８章を通して、「認知症の人の支援における施設・地域」を学修する。

第10回 基本教材２②第９・１０章を通して、「認知症の人の支援における認知への介入」を学修する。

第11回 基本教材２②第１１章を通して、「認知症の人の意思決定」を学修する。

第12回 リポート課題２：初稿の作成

第13回 リポート課題２：指導を踏まえた修正稿の作成

第14回 リポート課題２：最終稿の作成

第15回 リポート課題１・２を通し、高齢者心理学特講の課題の全体的な理解と検証を行う。

60



生涯学習論特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

コガ　トオル

古賀　徹

前提として，どのような「教育」「学習」がいま求められているのか，これまではどのようなものが求め
られてきたのかという教育観・学習観を理解しておいていただきたい。「教育とはこういうものだ」と誰
もが漠然と語ることはできるが，その教育実践を生み出した理論や歴史を深く知っておくことで，その議
論は“漠然”としたものではなく深まっていく。教材①は「近年の大学教育が対峙した課題」とそれに向
き合った大学教員（学び方の変化）を理解することに役立つ構成となっている。そこに登場する学習（教
育）方法・技術の工夫やICT機器の活用等について理解を深め，理論等の用語を操ることができるレベルへ
向上していただきたい。おそらくご自身の（この）大学院での学びとも共通する課題が見出せると考えて
いる。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本講座（生涯学習論特講）では，生涯学習社会を迎える現在において，「教育」（学習）をどのように
とらえ，学習活動をどのように企画・構想し展開していくことができるのかを考えることを主要な「問
い」とする。その様々な問題解決のために必要とされる専門的知識や基礎理論を修得することにより、以
下の能力を身につけることを目的とする。
(1)学修で習得した知識・技能を，生涯学習社会における様々な課題の解決に活用・適用することができ
る。
(2)仮説に基づく課題や問題を提示し，客観的な情報に基づく論理的・批判的な考察を通じて，課題を精査
し，具体的な解決策を構想し提案することができる。

【一般目標(GIO)】
・現代社会における「生涯学習」の意義や特質を理解する。（知識・理解）
・諸外国や歴史的文書，各種統計データを読み取り，活用する研究技能を身につける。（思考／技能）

【行動目標(SBOs)】
(1)「教育学」の考え方，研究方法の特徴を理解し説明することができる。（知識・解釈）
(2)「生涯学習社会の到来と課題」について説明することができる。（知識・解釈）
(3)「生涯学び続ける力」を修得させることを目的として学校教育改革が進められていることの関連性を理
解し課題を抽出し解決策を形成・提案できる。（知識・問題解決）
(4)現場の取材を行い，質問事項等を考え，リサーチクエスチョンにつなげていくことができる。（技能／
態度）

【学修方略(LS)と学修時間】
リポートの作成（そのための取材，資料収集と整理，構想と推敲から論文提出と，さらに修正）。関連

する文献や情報を集め理解するために25時間以上，提出時のリポート往復（リポート指導・再提出のやり
とり）に20時間以上を目安としている。〔最低45時間の学修時間を要するものとする〕
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
リポートで完結するが，自主的な意欲をもとにする「生涯学習の実践現場」を考察の対象とし，また取

材を実施すること（フィールド･ワーク）と，それをリポートとして構成し，提出する作業（修正等の往復
も含む）は，能動的であり，「主体的な学び」・「対話的な学び」・「深い学び」となる。リポートの往
復（manaba folio）において，「読者」の存在を意識した論述の表現力や作法を身につけることができ
る。メールやmanaba folio上での質問も受け付けている。

リポートは前期・後期とも，学事歴で定められた日までに提出する。
「基本教材1」「基本教材2」ともに最終稿の締切より一ヶ月前までに初稿を提出すること。
manaba folio上の添付で往復をすることで，完成稿へと進んでいくことになる。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

課題リポートを重視する。教材１(1)については教材の理解度を評価する。(2)につい
ては報告書の具体性を評価する。教材２については，主張される内容（理論）の理解
度で評価する。課題未提出の場合は評価を行なわない。

評価基準

リポート添削への対応や往復による学修。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：飯尾 淳
教材名：『オンライン化する大学』(樹村房，2021年)　ISBN:978-4-88367-342-1　1,800円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　この教材は，タイトルのとおり「大学」について記されたものです。副題に「コロナ禍での教育実践と
考察」とありますが，近年に急速に進んだ“学習方法の改革”により大学がどのような影響を受けたの
か，またこれからどのように変わっていくのかについて興味深い指摘がたくさん述べられています。生涯
学習に限定しての専門書ではないのですが，“学び方の改革”という点では共通します。本講義で構想す
る「学校教育と生涯学習とをネットワーク的に理解する教育学的な視点」という学びのためには十分に意
義があると思います。生涯学習の在り方や学び方，参加の仕方についてもコロナ禍において大きな変化を
遂げております。Society 5.0やGIGAスクール構想，デジタルトランスフォーメーション（DX）等の施策，
各種スローガンの共通点は「オンライン化」です。現場での対応や変化を分析・評価して，より有効な学
習方法がつくりあげられていくこととなります。この教材の「構成」自体が，その変化への対応・分析・
評価のプロセスを示していると思いますので，より広い学びのために読み進めていただきたいと考えてお
ります。

勝野正章・庄井良信『問いからはじめる教育学』（有斐閣ストゥディア，2015年）
ISBN:978-4-641-15014-0　1,800円+税
麻生誠・堀薫夫『生涯学習と自己実現』（放送大学教育振興会，2002年）　ISBN:978-4-59-511360-4

リポート課題(１)では，教材の内容をよく読み，コロナ禍において「学び方」（学習方法）がどのよう
に変化したのか，それにより「学び」（学習）の意味をどうとらえるべきなのかという点について考えて
いただきたい。参考図書にあげたものは生涯学習や教育学の入門書的なものであるが，もちろんコロナ感
染より以前のものであるので，比較考察の視点でお読みいただきたい。
リポート課題(２)では，“書いてあること”の実践をみることでの再確認と，実践をみることで感じと

ることのできる課題（解決すべき問題点）を意識してもらうことをねらいとしている。

　教材を読み，「オンライン化」のポジティブ，ネガティブの両面を整理する。また，生涯学習の理念に
ついて考えたうえで，これからの「生涯学習の学びの在り方」について論じなさい。この教材は“大学で
の対応”が記されているので，それを社会人の学びや生涯学習の学び方についてどのように当てはめるこ
とができるのかを考えていただきたい。
留意点：教材の論述内容をよく読んで，学習者の習得する力と学び方の関係性をどうとらえようとしてい
るのか，著者の主張・示唆を読み取ること。

　実際の「生涯学習」の場（博物館・美術館・生涯学習センター・市民活動支援センター等）を訪問し
て，そこでどのようなことが目指され，何を求めて参加者が集まり，どのような学習が行なわれているか
等，見てきたことを報告してください。
留意点：ここでの活動は，“実践の場”を取材することでフィールド調査やインタビュー調査の方法を習
得することを目的としています（取材場所は一か所でも複数でもよい、複雑な手続きや許可が必要となる
ような場は避け，一般的な市民活動の場となる施設等がよい）。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：渡部淳
教材名：『アクティブ・ラーニングとは何か』（岩波新書，2020年）
ISBN:978-4-00-431823-1　800円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　新しい学習指導要領（中学校で2021年度より開始）は「学び方改革」として「アクティブ・ラーニン
グ」がその柱となっている。これは「自立的学習者」「自律的市民」の育成を目指すものである。新指導
要領の目標は「学びに向かう力」として生涯学び続ける意欲や態度を養うものとされ，生涯学習の観点か
ら学校教育を捉え直したものともいえる。「学び」とは何であるのかを問い直すために，その基本的著作
として読んでいただきたい。

本田由紀『教育は何を評価してきたのか』（岩波新書，2020年）
ISBN:978-4-00-431829-3　840円＋税

　「アクティブ・ラーニング」は現在の「学び方改革」の中心となっている。この改革は1990年代から本
格的に推進されてきていて，「総合的な学習の時間」や「言語活動の充実」の導入により始まる。この時
代は「生涯学習時代の到来」が宣言される時期とも重なる。さらには欧米のPISA型学力等，国際規模での
影響も大きい。時代的変遷や国際的背景を整理することで，読者である私たちは「生涯学習社会」あるい
は「知識基盤型社会」を包括的な視点で捉え直すことが可能となると考えている。

　教材の全体を読み，特に第１～２章（1～68ページ）に記されたアクティブ・ラーニングが必要とされた
理由，求められた理由についてまとめなさい。その導入を後押しした時代的変遷や国際的背景を整理する
ことがねらいです。自身の考えや他の文献から学んだ成果を反映させていただいてもけっこうです。
留意点：課題に則していれば他の参考文献類から学んだものを示してもよい。

　第３～５章（69～194ページ）には，アクティブ・ラーニングの手法や定着の条件が記されている。この
学習方法の導入において，何が難しいとされるのか。それを定着させることで「生涯学習」にどのように
寄与することが可能なのか。読者として読み取ったことに自分の考えを加えてまとめなさい。
留意点：課題に則していれば他の参考文献類から学んだものを示してもよい。
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基本教材1

第1回 教材の理解①：「オンライン化」とは何か，「学び」とは何か

第2回 教材の理解②：学習者の成長・学び方やインタラクションとの関係性

第3回 教材の理解③：学校（大学）教育と社会教育・生涯学習とを関連づける

第4回 教材の学修（課題①）：オンライン化する学習社会と「生涯学習」の意義，位置づけ

第5回 リポート課題１について構想をまとめる，初稿の作成

第6回 リポート課題１の推敲，修正稿の作成

第7回 リポート課題１について最終稿をまとめる

第8回 教材の解釈と取材活動①：取材計画の構想，取材対象を設定する

第9回 教材の解釈と取材活動②：取材対象に対する取材方法・内容を決めて予備調査・資料集めを行う

第10回 教材の解釈と取材活動③：取材実施・資料収集・記録，及び分析を行う

第11回 取材結果の分析と報告書における表現の工夫を行う

第12回 リポート課題２について初稿の作成

第13回 リポート課題２について推敲，修正稿の作成

第14回 リポート課題２について最終稿をまとめる

第15回 リポート１・２を見直し，生涯学習の理解（理論と実践）を深める

基本教材2

第1回 教材の理解①：課題の理解

第2回 教材の理解②：「はじめに」「第1章」を読み，国際的背景を整理する

第3回 教材の理解③：「第2章」を読み，時代背景や問題点を整理する

第4回 資料データの理解（教材以外のデータも参照してデータの読み取り方，表現方法を学ぶ）

第5回 リポート課題１について構想をまとめる，初稿の作成

第6回 リポート課題１の推敲，修正稿の作成

第7回 リポート課題１について最終稿をまとめる

第8回 教材の理解④：「第3章」「第4章」を読み，技術的問題や指導法を理解する

第9回 教材の理解⑤：「第5章」を読み，定着のための条件や整備を考える

第10回 教材の理解⑥：他の文献，関連する文献の探索と比較考察

第11回 草稿作成のために文献の記述，資料・データ評価を行い構造化する

第12回 リポート課題２について初稿の作成

第13回 リポート課題２について推敲，修正稿の作成

第14回 リポート課題２について最終稿をまとめる

第15回 リポート１・２を見直し，生涯学習の理解（理論と実践）を深める
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学校教育学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

クロダ　ユキ

黒田　友紀

・基本教材の理解を深め，課題に適切に答えること。
・参考図書や必要な文献を積極的に活用して，考察を深めること。
・リポートは，タイトルを付け，章（や節）に適切に分け，明瞭にまとめること。
・引用，参考文献については，最後に明記すること。
・枚数は，A4用紙4枚以上とする。
・質問などがある場合は，そのままにせず，相談すること。
※リポート作成の過程を通して，文章執筆上のスキルアップと，章立てや構成などの方法や思考を学び，
修士論文執筆に生かしてほしい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座は，学校教育をめぐる現状を把握し，現在の教師や児童生徒に関する問題について，教材や参考資
料にもとづいて考察・分析したうえで問題を解決する方策を模索することによって，以下の能力を身につ
けることを目的とする。
１）客観的な情報や根拠にもとづいて，論理的，批判的な考察を加えることができる。
２）問題を分析し，現実に即した解決策や代替案を考えることができる。

【一般目標(GIO)】
学校教育をめぐる現状を把握し，現在の教師や児童生徒に関する問題について根拠を示しながら論理的・
批判的な考察と分析を行い，代替案や解決策を模索し提案することができる。

【行動目標(SBOs)】
教材から正しく情報を理解し，教師と児童生徒の問題について説明することができる。（知識）
教材や参考図書を活用し，批判的に分析を行うことができる。（技能）
計画的に学修に取り組み，常に「自分はどう考えるか」を意識し，できるだけ他者と意見を交換し，コ
ミュニケーションをとることができる。（態度・習慣）

【学修方略(LS)と学修時間】
リポートの課題に取り組むにあたって，基本教材や参考図書を熟読し，課題に関する理解を深めて考察と
分析を行うこと。リポート課題1つにつき，完成までに，基本教材および必要案な文献の学修（20時間），
リポートにまとめる（10時間），リポートの遂行と最終稿の完成（manaba folioを通じた添削などを含
む）（15時間）を目安に，学修を進めること。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
図書館やインターネットを利用して，教材以外の論文や資料を検索して自主研究を進め，リポートを作成
する。
リポート作成，推敲の過程において，manaba folioの受講生用の掲示板機能に届いた受講生からの質疑に
ついて，必要な場合は受講生全体に質疑応答の概要を公開する。
受講生どうしの意見交換やピア・レスポンスなどの協働的な学習を推奨する。

前期：基本教材１の課題1は6月末，課題2は7月末までに初稿を提出し，いずれも，最終稿は9月の課題提出
締切日までに提出すること。
後期：基本教材2の課題1は10月末，課題2は12月初旬までに初稿を提出し，いずれも，1月課題提出締切日
までに提出すること。
※担当者のコメントにもとづいて，修正した最終原稿を9月・1月の課題提出締切日に提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

テキストを正しく理解し，課題に適切に答え，内容を明確に記述していること。
引用・参考文献なども適切に記載すること。

評価基準

リポートへのコメントを適切に理解し，アドバイスに沿って修正していること。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：佐久間亜紀・佐伯胖編著
教材名：『現代の教師論』（ミネルヴァ書房，2019年）
ISBN:978-4-623-08536-1，2,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本教材は，現代の学校教育のなかで教職とはどういう仕事か，教師と学校をめぐる問題をどのように考え
るかについて，さまざまなトピックを扱っている。序章および第Ⅰ部では，日本の教師と学校教育の現状
がまとめられており，第Ⅱ・Ⅲ部では、学校教育における課題や問題がコンパクトにまとめられている。

・髙橋哲編著『教員の「働き方改革」はなぜ進まないのか』
（日本評論社，2025年）ISBN:978-4535528734　2,530円＋税
・数見隆生『子どもの命と向き合う学校防災』
（かもがわ出版，2015年）ISBN:978-4780307573　2,200円＋税
・豊田豊『「葬式ごっこ」―八年後の証言』
（Kindle版 電子書籍）ASIN:B08XMG8QD2　1,408円
・荻上チキ『いじめを生む教室 子どもを守るために知っておきたいデータと知識』
（PHP研究所、2018年）ISBN:978-4569840772　1,122円＋税

『現代の教師論』の全体を読み，現在の日本の教師や学校をめぐる状況を把握し，学校教育における課題
を理解すること。そして，教員の働き方改革，多忙化の解消，こどもの命を守ること，いじめに向き合う
ことのいずれかについて考察を深めてもらいたい。上記の参考図書以外にも，基本教材の章末に図書案内
があるので，是非活用してほしい。

序章，第3・4章，第9章を読み，日本の教師や学校をめぐる問題，特に教師が専門的な能力を生かすうえで
障害になっている問題とは何かを説明し，考察を加えること。
留意点：基本教材やその他の資料からの根拠も示したうえで論じること。レポート提出前にmanaba folio
の受講生用の掲示板に記載されている注意事項を確認すること。

「働き方改革」（第6章），「多忙化の解消」（第8章），「子どものいのちを守ること」（第10章），
「いじめに向き合う」（第11章）のなかから，最も関心のあるものを1つ取り上げて，現代の課題や問題を
まとめたうえで，問題解決の方策や意見を述べること。
留意点：根拠となる文章やデータにもとづいて，問題解決の方策や意見を展開すること。レポート提出前
にmanaba folioの受講生用の掲示板に記載されている注意事項を確認すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：三成美保編
教材名：『教育とLGBTIをつなぐ　学校・大学の現場から考える』
（青弓社，2017年）　2,200円＋税　※Kindle（電子書籍）有

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

学校教育でのセクシュアリティの問題について、中学校の取り組み、大学での調査や大学での支援、学校
と医療の連携、教員採用試験における適性検査の問題など、各章で事例にもとづいた課題が投げかけられ
ている。数年前の著書ではあるが、日本の状況を知り、これから何が求められるのかを考えてもらいた
い。

・はたちさこ，藤井ひろみ，桂木祥子編著『LGBTサポートブック: 学校・病院で必ず役立つ』
（保育社，2016年）　ISBN:978-4586085521　2,200円　※Kindle（電子書籍）有
・眞野 豊
『多様な性の視点でつくる学校教育―セクシュアリティによる差別をなくすための学びへ』
（松籟社，2020年）　ISBN:978-4879843975　2,850円＋税
・ユネスコ（編著）
『国際セクシュアリティ教育ガイダンス【改訂版】―科学的根拠に基づいたアプローチ』
（明石出版，2022年）　ISBN:2,860　978-4750350486円　※Kindle（電子書籍）有

学校のなかにはジェンダー化されたルールや慣習がいまだ存在し，気が付かないまま私たちの「当たり
前」を形成していることがある。そうした「当たり前」を捉え直し，子どもから大人まですべての人が幸
せに過ごすことのできる学校教育（そしてその先の市民生活）を考え，考察してもらいたい。基本教材2の
テキストは2017年に刊行されているため，参考図書や基本教材1の第12章も参考にしながら，ウェブなどで
最新のデータや論文などを検索して，学校教育におけるジェンダーやセクシュアリティをめぐる問題や課
題を検討してみてほしい。

リポート課題1 基本教材を読み，最も関心を持った章を取り上げてその内容を簡潔にまとめたうえで，
セクシュアリティやジェンダーをめぐる現状について自分でも調べ，考察して意見を加えること。
留意点：自分の経験とも照らし合わせながら，データなどに基づいて根拠のある考察を行うこと。

参考図書なども読んだ上で、学校教育（幼稚園から大学）における性の多様化とセクシュアリティの問題
について関心のある課題をまとめ，現在の学校において，すべての児童生徒・教職員が快く過ごすために
学校・教師ができることを具体的に提案すること。

留意点：根拠となる文書やデータに基づいて，方策や意見を展開すること。
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基本教材1

第1回 教材の学修と課題の理解

第2回 基本教材1の学修：リポート課題1の該当部分のテキスト内容を把握する

第3回 基本教材1の学修：リポート課題１の該当部分の理解を深めて、内容をまとめる

第4回 基本教材1の学修：学校や教師に関する問題を挙げ、参考資料や検索した資料を参考に考察を行う

第5回 基本教材1の学修：リポート課題2の該当部分のテキスト内容を理解する

第6回 基本教材1の学修：リポート課題2の該当部分の理解を深めて、内容をまとめる

第7回 基本教材1の学修：取り上げる課題について、参考資料などを用いて考察を行う

第8回 リポートの説得性を増すために根拠となる資料やデータを探し、考察を行う。

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 基本教材2の学修：リポート課題1の該当部分のテキスト内容を把握する

第2回 基本教材2の学修：リポート課題１の該当部分の理解を深めて、内容をまとめる

第3回 基本教材2の学修：参考資料や検索した資料を参考に，ジェンダー化されている事柄について考察を行う

第4回 基本教材2の学修：リポート課題2を理解し，基本教材2および1を読んで内容を把握する

第5回 基本教材2の学修：リポート課題2の理解を深めて、内容をまとめる

第6回 基本教材2の学修：リポート課題2について，学校・教師ができることを具体的に考える

第7回 リポートの説得性を増すために根拠となる資料やデータを探し，考察を加える

第8回 リポート課題１：初稿の作成

第9回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第10回 リポート課題1：最終稿の作成

第11回 リポート課題2：初稿の作成

第12回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題2：最終稿の作成

第14回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証

第15回 基本教材2の学修：リポート課題1の該当部分のテキスト内容を把握する
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教育心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

トキタ　ガク

時田　学

教育心理学の枠組みを捉えて，その中で，実際の教育の中で問題となっていることについて，考察できる
ようになることを望みます．
　また，我が国の教育ではあまり体験することの少ない手法（ロール・プレイング・役割演技）について
の理解も，理論を学び，その実践について考えられるようになることを目指します．
　課題レポート体裁・ロール・プレイング体験等の詳細は，履修確定後に示すことになりますので，よく
理解して，進めるようにしていただきたい．

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

  教育心理学の基本的な知識・理論を理解することを試みる．その上で，実際の教育場面の中で，教育心
理学的な視点を応用し，具体的に展開するには，どのような方略の可能性があるかについて考える端緒を
持つことが可能となることを目的とする．
  また，心理学と教育学はと異なる視点を持っているため，教育心理学を理解するためには，心理学の基
礎的な知識も必要となるため，必要に応じて教育と関連の深い心理学的知識の確認・拡充にも積極的に努
めて頂いた上で，ロール・プレイング（役割演技）といった手法についての学修も行い，基本的な技能に
ついて理解することを目的とする．

【一般目標(GIO)】
教育心理学の知識を確かなものとし，特に教育の中においての心理学的な知識と教育技法としてのロー
ル・プレイング（役割演技）の知識を深め応用の可能性を理解する．

【行動目標(SBOs)】
教育心理学の分野において基礎的な知識を習得し説明し，実施に結び付けることができる．
ロール・プレイング（役割演技）手法について，その基本的な考え方を理解し，技能を応用するきっかけ
を作ることができる．
前記した部分を通じて，教育者としての基本的な態度，習慣を関係づけることができる．

【学修方略(LS)と学修時間】
  教材・体験を理解した上で，【自主研究25時間/レポート毎】，課題１，２ともそれぞれ１本のリポート
を作成していただきたい【20時間/リポート1本】．作成したレポートについては，担当教員がコメントを
付すので，そのコメントを基にレポートの修正を行っていただきます．このやり取りを繰り返し行って，
レポートの作成を継続し最終的に提出を行う．

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
  教材理解のための，学修体験をレポート作成に生かすことで，ロール・プレイング的考え方を身に付け
ていただきたい．具体的には，manabaを利用した現在までの体験の振り返りに加え，可能な限り直接指導
を行いロール・プレイング体験に触れた上でレポート作成に望むこととする．

・前期：教育心理学の基礎的理解
課題１，２はどちらから始めてもよい．どちらの課題も早めに第一稿を作成し（6月～8月中を目標），

体験・担当教員のコメントを参考に調整し最終稿を作成，最終提出期限は学事暦の期限までとする．
・後期：実践と教育心理学
課題１から初めて当該分野の理解を図る．その後，より実践的な課題２に取り組む．両課題とも早めに

第一稿を作成し（課題１は11月中，課題２は12月中を目標），体験並びに担当教員のコメントを参考に，
調整して，最終稿を作成，最終提出期限は学事暦の期限までとする

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

①課題に対応した内容となっているか
②取り上げた理論などが適切に理解されて，自分の言葉で表現しているか
③適切な具体例が示されており，根拠となる事実が明確であり，客観的な検討がなさ
れているか
④参考・引用文献が適切に表記されているか
○前期レポート１,２・後期レポート１は最終稿・後期レポート２は初校で評価を行
う

評価基準

①コメントを理解しているか
②理解したコメントに適切に対応しているか
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊藤裕司
教材名：「ベーシック現代心理学　教育心理学（第3版）」（有斐閣，2015年）
本体2,100円＋税　ISBN:978-4-64-107245-9

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　教育心理学の基本的な知識を概括した入門書である．教育心理学の課題・立場・研究法に触れた後に，
発達・適応・学級集団・学習などの基本的理論と授業法，教育評価などについて，実際的な活用を概観し
ている．

大村彰道（編）「教育心理学１-発達と学習指導の心理学」（東京大学出版会，1996年）
本体2,500円＋税　ISBN:978-4-13-052072-0
下山晴彦（編）「教育心理学２-発達と臨床援助の心理学」（東京大学出版会，1998年）
本体2,900円＋税　ISBN:978-4-13-052074-4
森敏昭・秋田喜代美（編）有斐閣双書「教育心理学キーワード」（有斐閣，2006年）
本体1,900円＋税　ISBN:978-4-64-105885-9

　教材は，教育心理学について基本的な課題を扱ったものである．課題に関連する部分だけでなく，全体
を通読し，教育心理学全体の理解に繋げていただきたい．さらに，参考図書を活用することを通じて，リ
ポート作成を通じて，文献を調べる，原典に当たるなどの基本的と考えられる，レポート作成方法につい
ても学んでいただきたい．

発達における代表的な理論1つ取り上げて，その理論について概説すること

留意点：取り上げた理論が，教育心理学のどの様な領域のことであれば説明可能であるか，などを上げた
理論について，概括すること．また，教材文書の直接引用は避け，取り上げた教材の基になっている文献
に可能な限りあたり，レポート作成に当たっていただきたい．また、社会人としての文書作成経験を踏ま
え、論文執筆に留意する点が認められれば、その点を指導するにとどめたい。

リポート課題１で取り上げた理論を基に具体的な教育場面を取り上げて，理論を基に説明せよ．

留意点：初等中等教育の中で展開される教育実践に視点を当て，具体的な教育実践のなかで，教育心理学
として，理論をもとに，説明を組み立てていただきたい．また、社会人としての文書作成経験を踏まえ、
論文執筆に留意する点が認められれば、その点を指導するにとどめたい。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：千葉ロール・プレイング研究会 (著), 外林　大作 (監修)
教材名：教育の現場におけるロール・プレイングの手引（誠信書房，1999年）
本体2,700円　ISBN:978-4-41-440135-6

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　学習を進める上で，大切であると考えられる役割関係について，具体的な資料を示しながら，理論的背
景を丁寧に解説し、具体的な実践方法もある程度網羅てきである。事例研究では、少し年代的には古い
が，ある程度、現場での取り組みについて，具体的例を挙げて実践につながるようにしている．教科書が
にゅうしゅ負荷の場合は、担当講師が配布する．

履修決定後指示致します．

ロール・プレイングは役割演技法と表記され，学習指導要領にも記載されている手法であるが，その効
果的実践の効果を高めるためには，教育心理学的な基礎的知識を得ることが必要であると推察される．教
材は，基本的な部分は網羅されていると考えられるので，参考図書と合わせて熟読していただきたい．ま
た，具体的実践も必須となるので，履修決定後必要に応じて指示致します．

　学校教育場面の中で，ロール・プレイング（役割演技）を展開するときに，教育心理学的な視点を加味
する必要があると考えられるが，その中で重要と考えられる点について論ぜよ．

留意点：　教育ロール・プレイングを行う場合，心理学的な視点を持って臨むことは重要であると考えら
れている．本リポートではその点を踏まえ，教育心理学という観点から検討する．また、社会人としての
文書作成経験を踏まえ、論文執筆に留意する点が認められれば、その点を指導するにとどめたい。

　学校教育の中での人間関係を考える．
①教師と生徒の関係
②生徒と生徒の関係　のどちらかを選択し，それらの関係の中でロール・プレイングを行うためには，

どのように進めればよいか，理論的側面（含教育心理学）と，具体的側面の両面から論じること.

留意点：　教育実践の場における人間関係について，ロール・プレイングを基に教育心理学の理論を用い
て検討することを通じて，理論と実践についての関係を考えることが可能となるうになることが目標であ
る．また、社会人としての文書作成経験を踏まえ、論文執筆に留意する点が認められれば、その点を指導
するにとどめたい。
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題（教育心理学）の理解

第2回 課題として取り上げる題材（教育心理学の基本的課題）の検討

第3回 基本教材1の学修：教育心理学の基本的考え方①

第4回 基本教材1の学修：教育心理学の基本的考え方②

第5回 基本教材1の学修：教育心理学の基本的考え方③

第6回 関連する文献1の検索とその内容の学修①

第7回 関連する文献1の検索とその内容の学修②

第8回 関連する文献の検索とその内容の学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を用いた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題（教育心理学の具体的方法）の理解

第2回 課題として取り上げる題材（ロール・プレイング）の検討

第3回 基本教材2の学修①

第4回 基本教材2の学修②

第5回 基本教材2の学修③

第6回 基本教材2の学修④

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 リポート課題1：初稿の作成

第9回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第10回 リポート課題1：最終稿の作成

第11回 関連する文献2の検索とその内容の学修

第12回 リポート課題1：初稿の作成

第13回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題1：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を用いた、本課題に関する全体的な理解の検証
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教育臨床学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

イノウエ　マサヒコ

井上　雅彦

実施したワークをレポートとともにPDFもしくはワードファイルにて添付してください

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講義では子どもや若者をとりまく様々な心理的・行動的な問題について、認知療法，認知行動療法，行
動分析学の理論と手法を体験的に学び修得することにより、以下の能力を身につけることを目的とする。

【一般目標(GIO)】

認知療法，認知行動療法，行動分析学の理論と手法を理解する
日常的な問題を分析し，教育に生かす力を身につける

【行動目標(SBOs)】
ⅰ学校教育場面における子どもの心と行動の問題を理解する（知識・解釈）
ⅱ認知療法・認知行動療法・行動分析の技法を説明する（知識・解釈）
ⅲ日常場面の行動を機能分析する（技能・コントロール）
ⅳ日常場面で生じる問題について解決方法を立案する（技能・コントロール）
ⅴ日常場面で生じる問題について行動実験を実施する（技能・コントロール）

【学修方略(LS)と学修時間】
【学修方略（LS）と学修時間】
①前期・後期とも前半部分は学校教育場面における子どもの心と行動の問題についてネット上の統計デー
タや資料を基に考察する。
②後半部分は認知・行動理論に基づいた分析方法について学習しレポート課題に基づいて指導を受ける中
で臨床心理学の研究方法を学習する。
③リポート課題に沿った資料・事例及びデータを収集し分析する。（20時間）
④リポートの草案を作成する。（20時間）
⑤manaba folioでの掲示板機能を利用し教員と受講生とのディスカッションによりリポート
  の最終版を完成させる。（5時間）

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
（自主研究・リポート作成）
manaba folioでの掲示板機能を利用し教員と受講生とのディスカッションによりリポート の最終版を完成
させる。

①前期（基本教材１　リポート課題１、２）に関しては最低でも8月31日までには第1回目のレポートを提
出すること、学事暦で定められた日までにコメントに対して修正し最終段階のものを提出すること
②後期（基本教材２　リポート課題１、２）に関しては最低でも12月末日までには第１回目のレポートを
提出すること、学事暦で定められた日までにはコメントに対して修正し最終段階のものを提出すること。
ただし、やり取りは複数回となる可能性もあるため、コメントに十分に対応するためには前後期とも第１
回目の提出は締め切りより早いほうが望ましい。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

形式が適切か、問題点が論理的かつ認知・行動理論の用語に基づいて説明・整理され
ているか、参考図書・他の論文などを適切に引用して考察されているかという観点か
ら評価する。

評価基準

活発に質問を行うなど積極的に取り組んだか。リポートの提出期限を厳守したか。
受講生同士及び教員の指摘事項を真摯に検討したか。 明瞭かつ論理的な説明を心が
けているか。

70



【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：(1)竹田伸也『認知療法トレーニング・ブック』遠見書房　2012年　1,050円
教材名： (2)竹田伸也『認知療法トレーニングブック　セラピストマニュアル』 遠見書房　2012年
1,890円

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

認知療法は対象者の認知や行動に焦点をあて、それらの変容を通して問題解決を図る心理療法であり、う
つ，不安障害、ストレス関連障害などの効果が示されてきています。また、予防的アプローチとしても教
育や労働領域にも応用が期待されています。（1）が認知療法のワークブック、（2）が理論的解説書と
なっていますので両方を購入してください。

坂上貴之・井上雅彦　『行動分析学―行動の科学的理解をめざして―』有斐閣2018年　2100円
厚生労働省うつ病の認知療法・認知行動療法（患者さんのための資料）
https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/kokoro/dl/04.pdf
厚生労働省うつ病の認知療法・認知行動療法治療者用マニュアル
https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/kokoro/dl/01.pdf

講義の前半はシラバスに記したインターネット上の資料を用いて学校教育の中で生じている子どもの心と
行動の問題とその対応・施策について学習し、その課題について考察します。後半は教材を中心に心理療
法を理解し体験的に取り組みながら学習することを目標にしています。教材は二冊とも読んで頂き、ト
レーニングワークを実際にやって頂くことで認知療法・認知行動療法の理解を深めることができます。参
考図書は「行動分析学」は、認知行動療法の原理を学ぶことができるものです。

シラバスの「学校教育における児童生徒をとりまく課題1～3」に示された資料を基に、「不登校の実態と
対応」について以下の3つの構成でレポートを作成してください。①実態についての整理・説明、➁その中
で課題として重要な点を取り上げ、説明する、③自分なりの解決方法について考察する。
留意点：資料を基に自分としての「解決法」を記述してください。その考えの根拠となる資料(海外の動向
など)を示すようにしてください。

教材を参考に「見つめ直し日記」と「行動実験ワークシート」をやってみて、うまくいった点、いかな
かった点についてその理由を考察してください。
留意点：理由についての考察は、教材（2）の認知・行動療法の理論の用語を使用して考察してください。
見つめ直し日記とワークシートはレポートに添付することを原則とします。

留意点：「見つめ直し日記」に基づいた「行動実験」をお願いします。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：(1) ポール・スタラード著／下山晴彦訳　 「子どもと若者の認知行動療法ハンドブック」金
剛出版　2022年　3,520円
教材名： (2) ポール・スタラード著／下山晴彦訳 「子どものための認知行動療法ワークブックー上手
に考え,気分はスッキリ」 金剛出版　2020年　3,080円(3)ポール・スタラード著／下山晴彦訳 「若者のた
めの認知行動療法ワークブック―考え上手で,いい気分」

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

 認知行動療法は、多くの精神障害について科学的にその治療効果が実証されたものであり、我が国でもそ
の普及が望まれています。（1）、(2) はともに認知行動療法を子どもや若者に適用するためのテキストと
なっています。このワークを体験していきます。

ユーナス・ランメロ他著／松見淳子監訳『臨床行動分析のＡＢＣ』　日本評論社　3,465円
認知行動療法の基礎になる行動分析の理論を基礎から解説し，臨床にどう生かされているかを解説した本
です。実践に興味を持ちこれからさらに臨床心理学を深く学んでいく方のためのテキストです。

教材で学んだことを発展させ、認知行動療法の理論を学び、ワークを体験しながら進めていきます。特に
教材(2)または(3)のワークブック）により、こころと行動の問題とその解決について学習し、考察するこ
とを目的としています。

シラバスの「学校教育における児童生徒をとりまく課題4～8」に示された資料を基に、いじめ、暴力行
為、ネット依存のどれか一つについて選択し、以下の3つの構成でレポートを作成してください。①実態に
ついての整理・説明、➁その中で課題として重要な点を取り上げ、説明する、③自分なりの解決方法につ
いて考察する。
留意点：資料を基に自分としての「解決法」を記述してください。その考えの根拠となる資料(海外の動向
など)を示すようにしてください。

教材(2)または(3)のワークブックにあるワークのいくつかを自ら実施してみて，それに関してうまくいっ
た点、いかなかった点についてその理由を考察してください。2つ以上の複数のワークを行うようにしてく
ださい。
留意点：理由についての考察は、認知・行動療法の理論の用語を使用して考察してください。ワークに使
用したシートはレポートに添付することを原則とします。

留意点：ワークの数は問いませんが、そのシートはレポートに添付してください。ワークに関する考察を
してください。うまくいくための解決案も明示してください。
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基本教材1

第1回
学校教育における児童生徒をとりまく課題１　概論
資料1：令和６年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm
をもとに学校教育の中での子どもを取り巻く実態について理解する

第2回

学校教育における児童生徒をとりまく課題２　不登校の実態と教育的対応(1)
資料2：不登校傾向にある子どもの実態調査
https://www.nippon-foundation.or.jp/who/news/information/2018/20181212-6917.html
を資料1の不登校の実態調査と比較し、不登校の実態と対応について考察する

第3回

学校教育における児童生徒をとりまく課題３　不登校の実態と教育的対応(2)
資料3：不登校児童生徒への支援に関する最終報告
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/108/houkoku/1374848.htm
資料4　誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1397802_00005.htm
をもとに最近の不登校に対する教育的対応の変化について理解し、その課題について考える

第4回

子どもの心の病とその治療１　概論
資料4：厚生労働省　こころの病気について知る
https://www.mhlw.go.jp/kokoro/parent/mental/know/index.html
を参照し、うつ、不安障害、統合失調症、薬物乱用、摂食障害について理解する

第5回

子どもの心の病とその治療２　ＳＯＳと基本的対応
資料5：子どものＳＯＳサイン
https://www.mhlw.go.jp/kokoro/parent/sos/text6.html
を参照し早期発見と治療のガイドラインについて理解する

第6回

うつに対する認知療法・認知行動療法を学ぶ１
資料6：厚生労働省うつ病の認知療法・認知行動療法（患者さんのための資料）
https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/kokoro/dl/04.pdf
資料7 :厚生労働省うつ病の認知療法・認知行動療法治療者用マニュアル
https://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/kokoro/dl/01.pdf
を参照しコラム法の概要について理解する

第7回 うつに対する認知療法・認知行動療法を学ぶ２
教材(1)竹田伸也『認知療法トレーニング・ブック』遠見書房を精読し、認知療法の実践手順について理解する

第8回 うつに対する認知療法・認知行動療法を学ぶ３
教材(2)竹田伸也『認知療法トレーニングブック　セラピストマニュアル』遠見書房を精読し技法について理解する

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証
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基本教材2

第1回

学校教育における児童生徒をとりまく課題４　いじめに対する教育的対応
資料8：いじめの重大事態の調査に関するガイドライン
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/06/26/1400030_009.
pdf
をもとにいじめに対する教育的対応について理解し、その課題について考える

第2回

学校教育における児童生徒をとりまく課題５　暴力行為に対する教育的対応
資料9：国立教育政策研究所
https://www.nier.go.jp/shido/centerhp/1syu-kaitei/1syu-kaitei090330/1syu-kaitei.6bouryoku.pdf
をもとに資料1の実態と比較し、暴力行為の実態と対応について考察する

第3回

学校教育における児童生徒をとりまく課題６　インターネット・ゲーム依存への対応(1)
資料10：令和７年度⻘少年のインターネット利⽤環境実態調査
https://www.cfa.go.jp/policies/youth-kankyou/internet_research/results-etc
を精読し、小4以下の低年齢の対応について考察する

第4回

学校教育における児童生徒をとりまく課題７　インターネット・ゲーム依存への対応(2)
資料11：情報化社会の新たな問題を考えるための児童生徒向けの教材、教員向けの手引書
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm
の指導書を精読し、AIの使用、SNS利用への予防と対応について理解する

第5回
学校教育における児童生徒をとりまく課題８　インターネット・ゲーム依存への対応(3)
資料12　ゲーム依存の相談マニュアル　https://kurihama.hosp.go.jp/research/pdf/tool_book_gaming.pdf
ゲーム依存およびゲームに関連した問題の相談対応に関する基礎知識を理解する

第6回

認知行動療法とは
資料13：https://jact.umin.jp/wp_site/wp-content/uploads/2023/03/%E3%80%90%E6%8E%B2%E8%BC%89%E7%94%A8%
E3%80%91%E2%91%A0%E8%AA%8D%E7%9F%A5%E8%A1%8C%E5%8B%95%E7%99%82%E6%B3%95%E3%81%AE%E5%85%B1%E9%80%9A%E5%
9F%BA%E7%9B%A4%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB.pdf
専門的対応の基礎となる認知行動療法の共通基盤マニュアルの第１部 認知行動療法における共通知識を精読し基本
を理解する

第7回

第２部 認知行動療法の代表的なスキル
資料14：https://jact.umin.jp/wp_site/wp-content/uploads/2023/03/%E3%80%90%E6%8E%B2%E8%BC%89%E7%94%A8%
E3%80%91%E2%91%A0%E8%AA%8D%E7%9F%A5%E8%A1%8C%E5%8B%95%E7%99%82%E6%B3%95%E3%81%AE%E5%85%B1%E9%80%9A%E5%
9F%BA%E7%9B%A4%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB.pdf
第２部 認知行動療法の代表的なスキルを精読し代表的な技法について理解する

第8回

子どもの不安障害：認知行動療法の実践と成果
資料15：
傳田健三
https://journal.jspn.or.jp/jspn/openpdf/1090040389.pdf
石川信一
http://www.jahbs.info/journal/pdf/vol27/vol27_3_2.pdf
を精読し子どもの不安障害の認知行動療法による治療について理解する

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証
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生徒指導論特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

タナカ　ケン

田中　謙

課題について理解を深めて、適切に論述すること。そのためにも、積極的に参考図書や関連する事項につ
いて文献調査を行い、基本教材の立場や特徴を踏まえつつ、考察を深めること。リポートは、章立てをし
て、正確に引用しながら、最後に参考文献も明記すること。枚数は最低でも４枚以上。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本科目は、現状の学校教育における生徒指導（生活指導）と今後のあり方について、社会的背景を踏ま
えながら、探究していく科目である。本科目では、学修を通じて以下の能力を身につけることを目的とす
る。
①現状の学校教育における生徒指導（生活指導）に関して説明することができる。
②仮説に基づく課題や問題を提示し，客観的な情報に基づく論理的・批判的な考察を通じて、課題に対す
る具体的かつ論理整合的な見解を示すとともに、その限界を認識することができる。
③創造力と独自性をもって問題解決の方法と手順を立案し、今後の学校教育における生徒指導（生活指
導）に関する課題を解決する能力を高めることができる。

【一般目標(GIO)】
今日の生徒指導における課題を把握し、課題を解決していくために、社会的背景を理解し、論理的・批判
的思考力を身に付け、今後の生徒指導のあり方を考察することができる。
【行動目標(SBOs)】
・生活指導の社会的背景を理解することができる（知識・解釈）。
・課題に関する参考図書や文献資料を収集しながら、批判的に分析ができる（技能）。
・自ら問いを立てながら考察し、自らの考えを論理的に説明することができる（知識・問題解決）。
・実践者として、これからの生徒指導のあり方を示すことができる（態度）。

【学修方略(LS)と学修時間】
　最初に基本教材を熟読し、課題を把握することが大切である。次に、参考図書および関連する文献（書
籍・論文）を読みこみ、課題に関する理解を深めることが重要となる。特に、基本教材１の２点から、現
状の学校における生徒指導の要点の整理を行う。基本教材２は生徒指導の内、特に不登校現象に焦点をあ
てながら、その背景要因の複雑性と連関性を分析する必要性を理解する。
　なお、１つのリポートにあたり、基本教材および参考文献の学修に20時間以上、学術論文の分析・考察
に10時間以上、リポートの推敲と最終稿の完成（教員の添削指導を含む）に15時間以上かけることを目安
とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
リポートの推敲過程において、メールあるいはManaba-Folioの全受講者用の掲示板機能（「スレッ

ド」）に届いた受講者からの質疑に対して応答する。

提出締切に関しては、基本教材１のリポート課題は、９月課題提出締切日までに提出すること。基本教材
２のリポート課題は、１月課題提出締切日までに提出すること。なお、課題提出前に草稿を提出し、担当
者のコメントに基づき、修正しながら最終稿を作成する。
初稿提出に関しては、基本教材１の課題１は６月末、課題２は８月中旬までに初稿を提出すること。基本
教材２の課題１は10月末、課題２は12月中旬までに初稿を提出すること。なお、具体的な日程等について
は、別途指示する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

①テキストの理解度、着眼点、論旨の明確さ、テーマ設定、文章表現の妥当性、基本
教材以外の文献の活用、適切な引用など。
②形式面・内容面で不備がないこと。

評価基準

①リポートの添削への対応
②アドバイスへの対応
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：望月由起・劉麗鳳編
教材名：『教師を目指す人たちのための生徒指導・教育相談』学事出版（2024）
ISBN：978-4761929923

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　2022年に改訂となった「生徒指導提要」が、改訂から1年が経ち、少しずつ現場でも新提要に基づいた生
徒指導が模索されている。本書では、生徒指導提要の改訂内容を意識しながら、教育相談や生徒指導の基
礎、体制、実際について分かりやすく示している。また、各章の最後では、章の内容に対する問い「考え
てみよう」や関連書籍等の紹介「読んでみよう」を設けているため、新しい生徒指導について、より深く
学ぶことができる。

文部科学省編（2023）『生徒指導提要―令和４年12月―』東洋館出版
ISBN：978-4491051758

最初に基本教材を熟読し、課題を把握することが大切である。次に、参考図書および関連する文献（書
籍・論文）を読みこみ、課題に関する理解を深めることが重要となる。

第1章～第5章および参考図書を読み、テキストで述べられている生徒指導（教育相談含む）の現状と要点
について論述しなさい。

留意点：生徒指導の背景を踏まえながら考察すること。

第6章～第14章および参考図書を読み、テキストで述べられている生徒指導（教育相談含む）の課題と今後
のあり方について論述しなさい。
留意点：「いじめ」「暴力行為・少年非行」「児童虐待」「自殺」「不登校・中途退学」「インターネッ
ト」「性やジェンダー」「発達障害・精神疾患」「外国にルーツのあるこども」について全て言及するこ
と。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：森直人・澤田稔・金子良事編
教材名：『「多様な教育機会」をつむぐ―ジレンマとともにある可能性―』明石書店
ISBN：978-4750358062

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

「多様な教育機会確保法案」をきっかけに誕生した「多様な教育機会を考える会」（RED研）による教育
学、社会学、社会政策・社会保障論などの学際的な研究者と、フリースクールや子どもの貧困対策に尽力
する実践者・運動家が結集して執筆した、現場と理論の架け橋を模索した考察の軌跡である。

森直人・澤田稔・金子良事編（2024）『「多様な教育機会」から問う―ジレンマを解きほぐすために―』
明石書店
ISBN: 978-4750358079

最初に基本教材を熟読し、課題を把握することが大切である。次に、参考図書および関連する文献（書
籍・論文）を読みこみ、課題に関する理解を深めることが重要となる。。

第1章～第3章および参考図書を読み、テキストで述べられている「多様な教育機会」を創造する意義につ
いて論述しなさい。
留意点：教育の必要性と、教育以外の営みの必要性の双方向から論述すること。

第4章～第8章および参考図書を読み、テキストで述べられている「多様な教育機会」を創造する方法論の
あり方について論述しなさい。
留意点：教育の必要性と、教育以外の営みの必要性の双方向から論述すること。
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 基本教材1の学修：第1章および第2章（参考図書含む）

第3回 基本教材1の学修：第3章および第4章および第5章（参考図書含む）

第4回 基本教材1の学修：関連する文献の検索とその内容の学修

第5回 基本教材1の学修：「多様な教育機会」を創造する意義の検討

第6回 リポート課題1：初稿の作成

第7回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題1：最終稿の作成

第9回 基本教材1の学修：第5章～第10章（参考図書含む）

第10回 基本教材1の学修：第11章～第14章（参考図書含む）

第11回 基本教材1の学修：関連する文献の検索とその内容の学修

第12回 基本教材1の学修：生徒指導の課題と今後のあり方の検討

第13回 リポート課題2：初稿の作成

第14回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題2：最終稿の作成

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 基本教材1の学修：第1章（参考図書含む）

第3回 基本教材1の学修：第2章および第3章（参考図書含む）

第4回 基本教材1の学修：関連する文献の検索とその内容の学修

第5回 基本教材1の学修：生徒指導の現状と要点に関する課題の検討

第6回 リポート課題1：初稿の作成

第7回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題1：最終稿の作成

第9回 基本教材1の学修：第4章および～第5章（参考図書含む）

第10回 基本教材1の学修：第6章および第7章および第8章（参考図書含む）

第11回 基本教材1の学修：関連する文献の検索とその内容の学修

第12回 基本教材1の学修：「多様な教育機会」を創造する方法論のあり方の検討

第13回 リポート課題2：初稿の作成

第14回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題2：最終稿の作成
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教育評価論特講
科
目
名

担
当
者

開
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期

通年
単
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分
野
名

ヤマダ　トモユキ

山田　智之

参考図書は，書店またはWEBで購入,図書館で閲覧できるものを取り上げた。基本教材は読みやすい文章に
なっているが，さらに読書したい場合や，専門用語などが不明の場合には，参考図書を併読することを薦
める。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

教育は，子どもたちがもっているさまざまな可能性を伸ばすために，教師がはたらきかける援助活動であ
る。学校では、教育活動をどのように計画し,どのような方法で実践しているのかを捉える。また，教育測
定が個人の学力や技能などを客観的，数量的にとらえることをめざしてきたのに対し，教育評価は教育を
受ける子どもたちを全人的な立場でとらえるため,その対象はきわめて広範囲にわたることについて理論や
歴史的変遷もふまえながら理解を深め，日々の教育実践に貢献できるようになることを目的とする。

【一般目標(GIO)】
教育評価にはさまざまな観点が含まれている。教育評価の意義を学び，教育実践のあり方，児童生徒の理
解と方法，具体的な技法など習得し，これからの学校教育を導いていく基本的能力を修得する。

【行動目標(SBOs)】
①教育評価の意義，歴史，今日的課題，目標・評価について説明できる。
②診断的評価，形成的評価，総括的評価について説明できる。
③心理検査の目的，役割，妥当性，信頼性について説明できる。
④具体的な心理検査の実施方法，処理，解釈について分析・評価できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
①基本教材および参考図書等を熟読する。
②リポート課題の内容を分析する。
③リポートを作成する。
なお，リポート課題1本につき，教材の学修（20時間），リポートの執筆（10時間），リポートの推敲と最
終稿の完成および担当教員との添削指導（15時間），完成までに必要な時間は45時間を目安とする。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
①基本教材１および２を熟読するが，基本教材では理解できない項目や専門用語の知識，さらに知識を増
やしたい心理検査の具体例については図書館等で参考図書を閲覧する。
②インターネットの文献検索システムを利用して，関係する著書・論文等を確認する。
③manaba folio の機能を利用して，担当教員と受講生との間でディスカッションおよびリポート添削を行
う。

基本教材１のリポート課題（１）（２）の提出は春学期（前期）の学事暦で定められた期限まで，基本教
材２のリポート課題（１）（２）の提出は秋学期（後期）の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出
する。初稿は遅くともその1カ月前までには提出し，内容等が十分でない場合にはコメントの中で指摘する
ので，期限までに加筆修正した最終稿を再提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

100%

0%

リポート課題（1）（2）のそれぞれを100点満点で点数化し，その平均をもって最終
評価とする。

評価基準

なし
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：広岡義之 監修・林泰成 監修・貝塚茂樹 監修・木村裕 編著・古田薫 編著
教材名：『教育課程論・教育評価論』（ミネルヴァ書房，2022年）
ISBN：978-4623092864　2,500円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本書は，教育課程と教育評価についての理論と方法を、歴史的変遷や最新の学習指導要領の内容等もふま
えながらわかりやすく解説した基本的専門書であり,以下の各章から構成されている。第１章　学校・教師
にとっての教育課程, 第２章　学習指導要領と教育課程（１）――戦後から2008年までの変遷, 第３章
学習指導要領と教育課程（２）――2017（平成29）年改訂学習指導要領の要点, 第４章　教育評価, 第５
章　カリキュラム・マネジメント, 第６章　持続可能な開発のための教育の教育課程と教育評価, 第７章
教科教育の教育課程と教育評価,第８章　道徳教育の教育課程と教育評価, 第９章　外国語活動・外国語科
の教育課程と教育評価, 第10章　総合的な学習／探究の時間の教育課程と教育評価, 第11章　特別活動の
教育課程と教育評価, 第12章　特別支援教育と教育課程編成, 補章　各国の教育課程。

東洋・梅本堯夫・芝祐順・梶田叡一（編集）『現代教育評価事典』（金子書房，1988年） ISBN:978-4-76-
082256-0 20,000円+税
梶田叡一『教育評価』（第２版補訂２版）（有斐閣双書，2010年）
ISBN:978-4-64-111277-3 2,200円+税
梶田叡一・加藤明（監修）『改訂 実践教育評価事典』（文溪堂，2010年）
ISBN:978-4894237018 2,400円+税
木岡一明 『新しい学校評価と組織マネジメント』（‎第一法規株式会社，2007)
ISBN : ‎978-4474017016
森敏昭・秋田喜代美（編集）『教育評価―重要用語300の基礎知識』（明治図書，2000年） ISBN:978-4-
18-212317-7 2,660円+税
西岡加名恵 (編著)・石井英真 (編著)『教育評価重要用語事典』（明治図書出版, 2021年)
ISBN-13 : 978-4186042313
田中耕治（編）『よくわかる教育評価』（第２版）（ミネルヴァ書房，2010年） ISBN:978-4-62-305914-0
2,600円+税

学校では教育活動をどのように計画・実施しているのか，また教育活動をどのように評価しているについ
て，教育課程と教育評価といった視点から捉えることが第１のポイントである。次に，教育測定が個人の
学力や技能などを客観的，数量的にとらえることをめざしてきたのに対し，教育評価は教育を受ける子ど
もたちを全人的な立場でとらえるため，その対象はきわめて広範囲にわたることについて理論や歴史的変
遷もふまえながら理解を深めることが第２のポイントである。

基本教材１の序章～第６章までを熟読し，各章の内容を800～1,000字程度に要約しなさい。最後に，全体
をとおしての考察を800～1,000字程度にまとめなさい。
留意点：各章に何が書いてあるのかを読み取り，自分が理解した内容を文章にすること。

基本教材１の第７章～第１２章までを熟読し，各章の内容を800～1,000字程度に要約しなさい。最後に，
全体をとおしての考察を800～1,000字程度にまとめなさい。
留意点：各章に何が書いてあるのかを読み取り，自分が理解した内容を文章にすること。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：花沢成一・佐藤誠・大村政男
教材名：『心理検査の理論と実際（第Ⅳ版）』（駿河台出版社，1999年）
ISBN：978-4411003218 2,800円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本書は、心理検査の概説書であり，二部（「理論編」「解説編」）から構成されている。第一部の「理論
編」は，Ⅰ「心理検査の定義と機能」，Ⅱ「心理検査の発達史」，Ⅲ「心理検査の使用と作成の問題」，
Ⅳ「心理検査の採点の問題」，Ⅴ「心理検査の信頼性と妥当性」。第二部の「解説編」は，Ⅰ「集団式知
能検査」，Ⅱ「個別式知能検査」，Ⅲ「精神発達検査」，Ⅳ「特殊性能検査」，Ⅴ「興味・態度検査」，
Ⅵ「質問紙法性格検査」，Ⅶ「作業検査法性格検査」，Ⅷ「投影法性格検査」，Ⅸ「学力検査」。

上里一郎（監修）『心理アセスメントハンドブック』（第2版）（西村書店，2001年）
ISBN:978-4-89-013294-2 14,000円+税
平井明代 (編著)『教育・心理・言語系研究のためのデータ分析　研究の幅を広げる統計手法』（東京図
書，2018）
ISBN:978-4489023064
小塩真司 (編)『心理尺度構成の方法：基礎から実践まで』（誠信書房，2024年)
ISBN: ‎978-4414300284
松本真理子・森田美弥子『心理アセスメント 改訂第2版: 心理検査のミニマム・エッセンス 心の専門家養
成講座3』（ナカニシヤ出版，2025年）
ISBN:978-4779518881
高瀬由嗣 (編著)・関山徹 (編著)・武藤翔太 (編著)『心理アセスメントの理論と実践―テスト・観察・面
接の基礎から治療的活用まで』（岩崎学術出版社，2020年）
ISBN:978-4753311668
浦上昌則・脇田貴文『心理学・社会科学研究のための調査系論文の読み方　改訂版』‎ （東京図書，2020）
ISBN:978-4489023491

評価には様々な評価の技法・用具，評価方法があることを理解し，目的や対象によって①教師作成テス
ト，②標準テスト，③観察法，④面接法，⑤作品や表現の利用，⑥事例研究などの評価の技法・用具，評
価方法を選択できるようになることがポイントである。

基本教材２の第一部「理論編」のⅠ～Ⅴまでの全章を熟読し，その内容を2,000～3,000字程度に要約しな
さい。最後に，全体をとおしての考察を800～1,000字程度にまとめなさい。

留意点：各章に何が書いてあるのかを読み取り，自分が理解した内容を文章にすること。

基本教材２のうち，第二部「解説編」で紹介している，①知能検査，②発達検査，③性格検査，④興味・
態度検査，⑤学力検査の中から，具体的な4つの検査を任意（自由）に取り上げ，その内容（目的，実施方
法，結果の見方，解釈など）を説明・要約しなさい。最後に全体をとおしての考察を800～1,000字程度に
まとめなさい。なお、4つの検査とは、①～⑤の中から4つのジャンルを選択するということではなく、①
～⑤に含まれているすべての心理検査の中から、具体的な検査を4つ選択するということです。たとえば、
①知能検査の中から4つ選択しても問題ありません。

留意点：基本教材は必要最低限の内容を説明しているので，各種検査を紹介する部分は，参考図書を利用
して調べ，説明すること。

基本教材1

第1回 基本教材1の学修の進め方と，本科目（教育評価論）の課題を理解する。

第2回 基本教材1の「学校・教師にとっての教育課程」，「学習指導要領と教育課程」を学修する。

第3回 基本教材1の「教育評価」，「カリキュラム・マネジメント」「持続可能な開発のための教育の教育課程と教育評
価」を学修する。

第4回 基本教材1の「教科教育の教育課程と教育評価」，「道徳教育の教育課程と教育評価」，「外国語活動・外国語科の
教育課程と教育評価」を学修する。

第5回 基本教材1の「総合的な学習／探究の時間の教育課程と教育評価」，「特別活動の教育課程と教育評価」を学修す
る。

第6回 基本教材1の「特別支援教育と教育課程編成」「各国の教育課程」を学修する。

第7回 参考図書の中から適切な書籍を選択して学修する。

第8回 参考図書の中から適切な書籍を選択して，課題に沿った学修を深める。

第9回 リポート課題1：初稿を作成する。

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿を作成する。

第11回 リポート課題1：最終稿を作成する。

第12回 リポート課題2：初稿を作成する。

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿を作成する。

第14回 リポート課題2：最終稿を作成する。

第15回 リポート課題1・2をとおし，本科目（教育評価論）の課題に関して全体的な理解と検証を行う。
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基本教材2

第1回 基本教材2の学修の進め方と，本科目（教育評価論）の課題を理解する。

第2回 基本教材2の理論編の中で，「心理検査の定義と機能」，「心理検査の発達史」を学修する。

第3回 基本教材2の理論編の中で，「心理検査の使用と作成の問題」，「心理検査の採点の問題」，「心理検査の信頼性と
妥当性」を学修する。

第4回 基本教材2の解説編の中で，「集団式知能検査」，「個別式知能検査」，「精神発達検査」を学修する。

第5回 基本教材2の解説編の中で，「集団式知能検査」，「個別式知能検査」，「精神発達検査」を学修する。

第6回 基本教材2の解説編の中で，「特殊性能検査」，「興味・態度検査」，「質問紙法性格検査」を学修する。

第7回 基本教材2の解説編の中で，「作業検査法性格検査」，「投影法性格検査」，「学力検査」を学修する。

第8回 参考図書の中から適切な書籍を選択して，課題に沿った学修を深める。

第9回 リポート課題1：初稿を作成する。

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿を作成する。

第11回 リポート課題1：最終稿を作成する。

第12回 リポート課題2：初稿を作成する。

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿を作成する。

第14回 リポート課題2：最終稿を作成する。

第15回 リポート課題1・2をとおし，本科目（教育評価論）の課題に関して全体的な理解と検証を行う。
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健康科学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

シャク　フミオ

釋　文雄

)リポートを作成する前に、取り上げる題材やリポートの構成（目次案など）について、メールなどで連絡
相談してください（shaku.fumio@nihon-u.ac.jp）。また、時間調整により、対面でのディスカッションも
歓迎いたします。
2)題材の選択は自由ですが、発想がユニーク、オリジナルな題材を歓迎いたします。
3)リポートの構成については、取り上げた題材の簡潔なレビューと同時に、最新の知見を反映したうえ
で、自分自身の考察を加えてください。
4)リポートは、簡潔明瞭にまとめることを心掛け、他者に発表する場合を想定し作成してください。
5)教材・参考図書をすべて読み込むよりも、題材に関連した文献は自分で検索し、引用してください。
6)引用文献については、各々の研究分野の形式に従って、適切に記載してください。
7)独自の考えを充実させているリポートを期待します。

担当者から臨床面をふまえてのコメントを行う可能性もあり、それを考慮に入れリポートを作成してくだ
さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

健康科学について、科学的に検証されたデータを基に、現状で最も新しく、かつ信頼性の知見を得るため
には、どのような文献を基に、どのように考えればよいか、という方法論を身に着けることを目的とす
る。教材、参考図書を提示してあるが、必要な文献は自分自身で検索することも学ぶ。
　1)得られる情報を基に論理的な思考、批判的な思考をすることができる。
  2)事象を注意深く観察して問題を発見し、解決策を提案することができる。
  3)得られた情報を基に、他者にわかりやすく説明ができる。

【一般目標(GIO)】
自分自身の身近で具体的な課題を取り上げ、健康の維持・向上に関しては、ヒトの個体としての側面と、
集団・社会・公衆衛生的なアプローチの両面からの考察を行い、また生命科学の基礎的な知識を学修し、
それを基にした近年の医療・生命科学技術とその応用、担当者からの臨床的見地、及び実際に応用する際
の社会倫理的な問題を理解する。
【行動目標(SBOs)】
健康科学に関連する課題を取り上げ、その問題点を整理し、最新の知見を基に、その課題に取り組む方向
性を見出す方法論を説明することができる（知識・技能）。

【学修方略(LS)と学修時間】
リポート課題に沿って、テキストや参考図書を基に、自分自身で題材を取り上げ、その題材に関する必要
な文献の検索を行い（20時間）、それに対する考え方をリポートとしてまとめる（10時間）。manaba
folioをとおしてリポートの推敲を行い、他者が読んでもわかりやすい最終稿を仕上げる(15時間).
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folioのコレクションを利用して、インタラクティブな個別指導を受ける。
・manaba folioの掲示板を利用し、受講者同志の協働学習を行う（課題図書等に関する受講者同士の質疑
応答・意見交換、リポートの推敲のためのピア・レスポンス等）。
・図書館、インターネットで自律的に論文を検索して、リポート、パワーポイントのスライドを作成する

前期：教材１のリポート課題(1)の草稿は7月末、課題(2)は8月末までに提出する。取り上げる題材につい
ては、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も9月中旬の学事暦で
定められた期限までに最終稿を提出する。
後期：教材2のリポート課題（１）の草稿は11月中旬、課題(2)は12月中旬までに提出する。取り上げる題
材については、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も令和8年1
月中旬の学事暦で定められた期限までに最終稿（パワーポイントを含む）を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

90%

10%

リポートの内容に関し、取り上げた題材の適正性、考え方の科学性・妥当性・最新の
知見の反映、自分自身の専門分野との関連性を評価する。

評価基準

リポートの構成や表現に関し、全体の記載方法、図・表の活用方法、引用文献の記載
方法等を評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：山崎喜比古、朝倉隆司
教材名：(編)『新・生き方としての健康科学』 (有信堂高文社、2017年)　 ISBN978-4-8420-6589-2　本体
2900円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

健康科学に関し、全般的にまとめられたテキスト・基礎的な側面は基本教材2課題1のテキスト（『現代生
命科学』）が参考となる。

竹内康弘・田中豊穂　監修　『テキスト健康科学　改訂第2版』（南江堂、2017年）
ISBN : 978-4-524-25885-7　本体2,600円 ＋ 税

本課題においては、健康の維持・向上のための取り組みについて、ヒト個体に対するアプローチと、人間
集団に対するアプローチの面から考察する。
取り上げた教材・参考図書は、あくまで一つの参考資料に過ぎず、必要な文献は自分で調べること。特定
の疾患を対象とする場合は、各々の診療ガイドラインを参考とすること（ガイドラインに批判的な見解が
あっても構わない）。

まず、「健康とは何か」について、自分なりに定義すること。その際、ヒトとして避けられない加齢・疾
患・死への対処も含めて考察すること。そのうえで生活習慣が関連する疾患（高血圧、糖尿病等；がん、
肥満を含む）から一つ取り上げ、ヒト個体の観点からその原因に関して考察し、その対策について述べな
さい（例：高血圧に関し、食習慣や運動不足との関連について）。

留意点：なるべく自分自身の経験を基にすること（家族や周囲の方の事例でも可）。

生活習慣が関連する疾患（高血圧、糖尿病等；がん、肥満を含む）から一つ取り上げ、人間集団の観点か
らその原因に関して考察し、その対策について、住んでいる地域で講演を行うことを想定し、パワーポイ
ントでスライドを作り、その原稿を作成する。（例：高血圧に関し、地域社会での取り組みや食文化との
関連について）
留意点：なるべく自分自身の経験を基にすること（家族や周囲の方の事例でも可）。聴衆へのわかりやす
さも考慮すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：1)石井厚, 2)十束支郎, 生地新, 森岡由紀子
教材名：1)新版　精神保健　第3版　（医学出版社,2016年）ISBN978-4-87055-134-3　本体2500円＋税
2)あたらしい精神保健　（医学出版社,2016年）ISBN978-4-87055-104-6　本体2000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

1）または2）のどちらでも可。両者とも精神保健に関して、直接関りがない場合でも理解できるように、
メンタルヘルス全般について記載されたテキスト

松崎朝樹　『１分で精神症状が学べる304』KADOKAWA ISBN 9784046068606 本体1800円＋税　メンタルヘル
スに関する言葉などわかりにくい場合、参考となる一冊

検討を維持するうえでの大きな要素であるメンタルヘルスを全般的に理解し、他者に対する教育もできる
ことを目的とする。

教材の内容にある疾患についてひとつ取り上げ、その疾患のしくみ・症状・周りからのサポート方法につ
いて大学生を対象とした講演会で発表を行うことを想定し、パワーポイントでスライドを作成するととも
に読み原稿も作成する。
留意点：聴衆へのわかりやすさも考慮すること。

自らの経験（留意点参照）に基づき、メンタルヘルスについて理解することの大切さを述べてください。
留意点：自らの経験　とは、自ら感じたことや周りの家族・知人から聞いたこと、本などで知りえたこと
でも構かまいません。
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材（疾患）の検討

第3回 基本教材１の学修：「健康」の定義について

第4回 基本教材１の学修：課題として取り上げた題材について（個体レベル）

第5回 基本教材１の学修：課題として取り上げた題材について（公衆衛生学的側面）

第6回 関連するガイドラインの検索とその内容の学修

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 ヒトの意識変容・行動変容に関する学修

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿（パワーポイントおよび原稿）の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1,2：を通じた、本課題に関す全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 基本教材2の学修；テキストからメンタルヘルスの概要について理解

第4回 基本教材2の学修；テキストからメンタルヘルスの概要について理解

第5回 基本教材2の学修；テキストからメンタルヘルスの概要について理解

第6回 基本教材2の学修；リポート課題のテーマを選定

第7回 関連する文献の検索とその内容の学修

第8回 リポート課題１：リポートの構成を検討

第9回 リポート課題１：初稿（パワーポイントおよび原稿）の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題：最終稿の作成

第15回 リポート課題1,2：を通じた、本課題に関す全体的な理解の検証
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健康科学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ニワ　ヒデオ

丹羽　秀夫

• リポートを作成する前に、リポートのテーマや構成について、メール等で相談することが望
        ましいです。
• 題材の選択は自由ですが、発想が面白い、ユニークな題材を歓迎します。
• リポートの構成については、取り上げた題材の簡潔な総説と何か一つ最新の知見を反映した
        上で、自分自身の考えを加えることが望ましいです。
• リポートは簡潔明瞭にまとめることが望ましいです。
• 教材、参考図書を全て読み込む必要はありません。むしろ題材に関連した文献は自分で検索
        をすることをこころがけて下さい。
• 引用した文献は必ず文末に文献リストを設けて記載して下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

人間が生きていく上で、いわゆる五感と言われる視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚（平衡感覚）は非常に重
要な働きをしている。これらの一つでも欠落すれば、生活のquality of life は損なわれるのは、自明で
あり、生命の危機も陥る危険性もある。感覚器は人間の臓器の中で、直接生命に関わる部位ではないが、
人間の生命及び社会的生活に重要な役割を担っている。この科目では感覚器が人間の体で、どのように働
きまた生活にどのように影響を及ぼすかを科学的および社会学的な視点から検討する

【一般目標(GIO)】
人間の感覚器を医学、生理学、心理学、社会学の視点からから理解して、疾病、予防医学、社会医学はも
ちろん、社会生活の広い分野で、感覚器の有用性を確認し、活用できるようにする。

【行動目標(SBOs)】
1. 感覚器について基礎的知識を身につける。
2. 感覚器に由来する疾病を理解することができる。
3. 感覚器に起因する状態を理解することができる。
4. 感覚器から見た社会生活上の利益、不利益の状況を把握できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
医学、生理学、心理学、社会学等の幅広い分野から論文、参考図書をできるかぎり渉猟し、理解を深める
（２０時間）。学習を通して獲得した合理的意見、批判的意見をレポートとして作成する（２５時間）。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
1. 教科書、参考図書を通して、基本的な項目や専門用語の知識を増やす。
2. 図書館、インターネットを通しての文献検索システムを利用して、論文を渉猟する。
3. 受講者が複数の場合、受講者同士での協働学習を行う（受講者同士の質疑応答、意見交換、
レポートのピア・レスポン等）。

前期：教材１レポート課題１の草案を7月末までに作成、課題２の草案は8月末までに作成する。
取り上げる題材については草案としてまとめる前にメール等で相談することが求められる。
いずれの課題も学事暦で定められた日までに最終稿を提出する。

後期：教材２リポート課題１の草案を11月中旬、課題２は12月中旬を目標に提出する。
取り上げる題材については草案としてまとめる前にメール等で相談することが求められる。
いずれの課題も学事暦で定められた日までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

テキスの理解度、問題提起の着眼点と妥当性、参考文献の適切な応用やリポートの適
切な図、表の活用法などを評価する。

評価基準

メール等のやり取りやリポートの提出状況を通じて、学習に対する態度などを評価す
る。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：太田信雄　監修　行場次朗　編集
教材名：『感覚・知覚心理学』（北大路書房、2018年）ISBN:978-4-7-7628-3042-6

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

感覚器全体を、基本的な医学生理学から心理学まで幅広くカバーしており、実生活での応用も興味深く記
載され、幅広い内容で解説されている。

著者名：加我君孝、八木聡明、山下英俊、原晃ら
教材名：『感覚器〔視覚と聴覚〕と社会とのつながり ―見るよろこび・聞くよろこび―』
（日本学術協力財団、2011年）ISBN:978-4-9-9049-8924

教材全体を一通り読んで、不明な点はメモをとりながら、他の参考図書、文献を参考にしながら理解に努
めることが望ましい。

感覚器の基礎と臨床を理解することに努める。興味がある章を一つ選択し、A４サイズに１枚に要約してま
とめなさい。

留意点：わかりやすく要約すること

リポート課題１で選択下以外の章で、聴覚、味覚、嗅覚に関する章をそれぞれ要約してまとめなさい。参
考図書、参考文献も加えて検討することを求めます。
留意点：わかりやすく要約すること

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：内川恵二　編集、近江政男　編集
教材名：『味覚・嗅覚（講座“感覚・知覚の科学”）』（朝倉書店、2008年）
ISBN:978-4254106343

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

味覚、嗅覚、聴覚、前庭感覚に関する基礎的内容から臨床応用までカバーされている。

以下の書籍は手に入る場合に限る。
山本　隆著『脳と味覚―おいしく味わう脳のしくみ』（共立出版、1996年）
小野田法彦著『脳とニオイ―嗅覚の神経科学』（共立出版、2000年）
渡辺繁『本当は怖い　めまい・耳鳴り』（幻冬舎メディアコンサルティング、2017年）

教材全体を一通り読んで、不明な点はメモをとりながら、他の参考図書、文献を参考にしながら理解に努
めることと基本教材１で学修した内容を更に深く探究する事が望ましい。

味覚、嗅覚に関する基礎的内容から臨床応用を理解した上で、何が問題点であるかを列挙して、現在まで
解明されている事と対比した内容のレポートをまとめなさい。

留意点：簡潔にまとめること

聴覚、前庭感覚に関する基礎的内容から臨床応用を理解した上で、何が問題点であるかを列挙して、現在
まで解明されている事と対比した内容のレポートをまとめなさい。
留意点：簡潔にまとめること

基本教材1

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 基本教材1の学修：基本教材や参考図書を読み、内容の概要をつかむ

第3回 基本教材1の学修：基本教材や参考図書の様々な興味ある点を列挙

第4回 基本教材１の学修：課題１を念頭におきつつ教材の読解

第5回 基本教材１の学修：課題２を念頭におきつつ教材の読解

第6回 課題1のテーマを決定する

第7回 リポート課題1；初稿の作成

第8回 リポート課題1；添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題1；最終稿の作成

第10回 課題2のテーマを決定

第11回 リポート課題2；初稿の作成

第12回 リポート課題2；添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題1；最終稿の作成

第14回 リポート課題1, 2を通して本課題に対する全体的な理解の検証

第15回 最終まとめと今後の発展性について意見交換する
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基本教材2

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 基本教材２の学修：基本教材や参考図書を読み、内容の概要をつかむ

第3回 基本教材２の学修：基本教材や参考図書の様々な興味ある点を列挙

第4回 基本教材２の学修：課題１を念頭におきつつ教材の読解

第5回 基本教材２の学修：課題２を念頭におきつつ教材の読解

第6回 課題１のテーマを決定

第7回 リポート課題1；初稿の作成

第8回 リポート課題1；添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題1；最終稿の作成

第10回 課題2のテーマを決定

第11回 リポート課題2；初稿の作成

第12回 リポート課題2；添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題1；最終稿の作成

第14回 リポート課題1, 2を通して本課題に対する全体的な理解の検証

第15回 最終まとめと今後の発展性について意見交換する
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安全学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

カワノ　リュウタロウ

河野　龍太郎

１) リポートを作成する前に、取り上げる題材やリポートの構成（目次案等）について、メール等で連絡
相談して下さい（human.f.kawano@gmail.com）。
２) リポートは、可能な限り論文形式にまとめることを心掛けて下さい。
３）教材・参考図書を全て読み込む必要はありません。むしろ題材に関連した文献は自分で検索して下さ
い。
４) 引用文献については、各々の研究分野の形式に従って、適切に記載して下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

安全学とは「安全に関する技術的側面（自然科学）、人間的側面（人文科学）、組織的側面（社会科学）
を、安全哲学などの理念的側面のもとで、合法的、合情的（＝人の理解と納得を得ること）に統一・統合
化した学問体系のこと」と定義されている（向殿政男氏の定義）。さらに、「安全曼荼羅」という安全問
題の構造を映す、共通のフレームワークを定義に加えている。
本講座では、主に安全工学を元に、直接的、間接的に安全を脅かすと考えられる原因や、それらのもたら
す結果について学習し、安全に関する考え方や安全確保の具体的方法、および安全文化の醸成の方法を修
得することを目的とする。

【一般目標(GIO)】
社会に存在する、安全を脅かす様々な要因（組織的要因、技術的要因、人的要因など）を理解し、その上
で、安全を確保するための知識や手法を理解・取得することを目的とする。

【行動目標(SBOs)】
①すでに公開されている事故事例について、その事故の構造を理解することができる。
②事故に含まれる問題となる背後要因を特定し、その背後要因を指摘することができる。
③事故を生じさせないため、あるいは巻き込まれないための考え方や手法を提案できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
指定教科書を熟読し、不明な点や疑問点は、担当教員に質問することで各自が解決を計る。
①指定教科書および参考文献を熟読する。【SBO①】【30時間／1冊】
②事故の構造を理解する。【SBO①＆②】【30時間／1冊】
③前期・後期に与えられた課題についてリポートを提出する。【SBO②＆③】【45時間／レポート 1件】
※)参考文献等を読む場合やリポートを作成するに当たり、疑問点や不明な点などがある場合には、長時間
悩まず、必ず教員まで質問をしてください。質問内容に関しては、基本的なことや専門的なこと、直接関
係がないと思われることでも、何でも構いませんので、遠慮なく質問してください。レポート提出システ
ムや電子メールでの質問や議論を推奨します。特に、電子メールでのコミュニケーションは、本大学院で
の基本的で最も重要なコミュニケーション手段であることを認識し、常に活用することを心掛けてくださ
い。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・不明な点や疑問点は、悩まずmanaba folioやメールを利用して個別指導で解決する。
・指定教科書に書かれていない疑問などは、インターネット等などを積極的に利用し、各自解決する。た
だし、調べても不明な点や調べた結果が理解できない場合には、遠慮なく担当教員まで質問する。

前期：
教材１のリポート課題(１)の草稿は７月末、課題(２)は８月末を目処に提出する。取り上げる題材につい
ては、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も9月中旬の学事暦で
定められた期限までに最終稿を提出する。

後期：
教材２のリポート課題(１)の草稿は11月中旬、課題(２)は12月中旬を目処に提出する。取り上げる題材に
ついては、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も令和９年１月
中旬の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

安全に関する基本的な考え方を理解できたか。事故の構造について理解できたか。
安全対策、特に、教育訓練の提案ができるか。

評価基準

安全に関する質問や疑問を解決できたか。安全に関する議論が行うことができるか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：向殿政男・北條理恵子・清水尚憲
教材名：『安全四学』（日本規格協会　2021年）
ISBN:978-4-542-30708-7 　2,200円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

本書は、安全を四つの分野に区分し、1基礎安全学、2社会安全学、3経営安全学、4構築安全学からなる
「安全四学」として解説している。
基礎安全学では、安全のどんな分野でも、どんな立場の人でも知ってほしい安全の基本を紹介している。
社会安全学では、一般の人々が知ってほしい社会を安全にしている様々な仕組みや制度などを紹介してい
る。経営安全学では、企業や組織を経営する立場にある人が、役割上知っていてほしい経営における安全
の位置付けや社会貢献の重要性などを組織的な観点から紹介している。そして、構築安全学では実際に安
全を設計し、管理・運営する人のために安全技術を中心として紹介している。

村上陽一郎著　『安全学』(青土社、1998年)　ISBN:978-4-79-175679-7　1,800円＋税
勝俣良介著『世界一わかりやすい リスクマネジメント集中講座』(オーム社、2017年) ISBN:978-4-274-
22138-5　2,200円＋税

あらゆる人間生活にとって重要な安全について、どのような考え方があるのかを理解し、安全の着眼点の
持ち方、思考の過程を学ぶ。リポートの構成については、取り上げた題材の簡潔なレビューと同時に、自
分自身の考察を加えることを基本とする。
また、安全の考え方は全ての国民にとって重要な課題であると理解し、教育の中に取り入れていくことが
重要なので、必要な考え方を身に付けるための教育内容について検討する。

一般成人が身に付けておくべき、あるいは、知っておく必要のある安全に関する知識カタログを作成して
ください。
留意点：可能な限り広い範囲で、要素に分解して考えてください。

小学校低学年用の安全に関する教科書を作成するというイメージで、生徒の理解しておくべき安全の項目
を列挙し、その中の１つの項目について例を作成してください。
仕事をしながら履修している場合は、自分の職場用に作成してもよい。
留意点：新聞やテレビ、書籍等で報道された事故をできるだけ詳しく調べ、レポートを作成してください

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：ローナ・フィリン、ポール・オコンナー、マーガレット・クリチトウン著
教材名：小松原明哲、十亀洋、中西美和訳
『現場安全の技術―ノンテクニカルスキル・ガイドブック―』(海文堂、2013年)
ISBN:978-4-30-372996-7 3,900円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

ノンテクニカルスキルは、テクニカルスキル(業務に直結した専門知識や技量)に対する言葉であり、「状
況認識」「コミュニケーション」「リーダーシップ」「疲労管理」など、ヒューマンエラーを避け、安全
を確保していくための現場スタッフが持つべきスキルである。
本書は、「人に頼る」現場で、現場スタッフが持つべきノンテクニカルスキルについて安全管理の実務の
立場から詳しく述べたものである。

ジェームズ・リーズン著、佐相邦英監修『組織事故とレジリエンス』(日科技連、2012年)
ISBN:978-4-81-719353-7　4,000円＋税
マシュー・サイド著、有枝 春訳『失敗の科学』（ディスカヴァー・トゥエンティワン、2016年）ISBN:
978-4-7993-2023-5　1,900円＋税

事故は単なる技術的な問題だけで発生しているのではない、ということを、事例を通して理解すること。
さらに、専門知識以外のこと、すなわちノンテクニカルスキルをどのように教育訓練すればよいかを理解
してもらいたい。

事故調査報告書、あるいは、ある事故について書かれた書籍を元に、何が、どのように、なぜ起こったの
かの概要を説明し、当該事故に含まれるノンテクニカルスキルについて説明して下さい。

留意点：事故の背後要因を十分に探索して下さい。

安全文化について説明し、それを醸成するためには具体的に何をしなければならないか、さらに、その方
法の根拠を説明して下さい。
留意点：人間の判断と行動、組織文化などを参考にするといいと思います。
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基本教材1

第1回 安全とリスクについて理解する

第2回 安全の基本構造と価値観の理解

第3回 安全の基本構造と価値観の理解

第4回 安全の制度の理解

第5回 事故調査の理解

第6回 一般市民の安全の理解

第7回 新しい時代の安全の理解

第8回 企業経営の安全の理解

第9回 安全性と経済性の理解

第10回 安全性と経済性の理解

第11回 リスクマネジメントの理解

第12回 安全に関する設計の理解

第13回 リポート課題1：初稿の作成と添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：初稿の作成と添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 ノンテクニカルスキルと事故との関係の理解

第2回 事故における状況認識の理解

第3回 事故における意思決定の理解

第4回 事故におけるコミュニケーションの理解

第5回 事故におけるチーム作業の理解

第6回 事故におけるリーダーシップの理解

第7回 事故におけるストレスとストレスマネジメントの理解

第8回 事故における疲労と対処方法の理解

第9回 ノンテクニカルスキルの内容の理解

第10回 ノンテクニカルスキルの訓練方法の理解

第11回 リポート課題1：初稿の作成

第12回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題2：初稿の作成

第14回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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人間工学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

カワノ　リュウタロウ

河野　龍太郎

１) リポートを作成する前に、取り上げる題材やリポートの構成（目次案等）について、メール等で連絡
相談して下さい（human.f.kawano@gmail.com）。
２) リポートは、簡潔明瞭にまとめることを心掛けて下さい。
３）教材・参考図書を全て読み込む必要はありません。むしろ題材に関連した文献は自分で検索して下さ
い。
４) 引用文献については、各々の研究分野の形式に従って、適切に記載して下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

国際人間工学連合(IEA）による人間工学の定義によると、「人間工学とは、システムにおける人間と他の
要素とのインタラクションを理解するための科学的学問であり、ウェルビーイングとシステム全体のパ
フォーマンスとの最適化を図るため、理論・原則・データおよび手法を設計に適用する専門分野である」
と説明されている。この考え方は航空や原子力で応用されているヒューマンファクターズの考え方とほぼ
同じである。
本講座では、日常や産業現場における人間と人間を取り巻くシステムの安全と効率に関する考え方の具体
的方法を修得することを目的とする。また、特に、ヒューマンエラーの関係した事故の分析に関心のある
人にお勧めする。

【一般目標(GIO)】
具体的には人間の行動，能力と限界を客観的に捉え，人間と道具や器械との関係をヒューマン・マシン・
システムとして考えることにより，仕事場の環境改善，安全性の向上，疲労とストレスの減少，快適性の
向上，さらに仕事の満足感と生活の質の向上により，人間工学が人間の活動や作業の有効性と能率を高め
ることに貢献している事を理解する。さらにヒューマンエラーが生じるメカニズムを人間の特性の観点か
ら学修し，エラーを防ぐための方策を修得する。
【行動目標(SBOs)】

① 実際に身の回りの題材を取り上げることで，人間工学の考え方がどのようなものであるか，自分の経験
を基に理解し記述する（知識）。
② ヒューマンエラーに関し，人間の特性（個人と集団の両面）からその原因を考察し，対応策を考案する
（知識・技能）。
③ ヒューマンエラーの関係した事故について事故の構造を理解する。

【学修方略(LS)と学修時間】
指定教科書を熟読し、不明な点や疑問点は、担当教員に質問することで各自が解決を計る。
①　指定教科書および参考文献を熟読する。【SBO①】【30時間／1冊】
②　システムと人間の関係を理解する。【SBO①＆②】【30時間／1冊】
③　前期・後期の課題についてリポートを提出する。【SBO②＆③】【45時間／レポート 1件】
※)参考文献等を読む場合やリポートを作成するに当たり、疑問点や不明な点などがある場合には、長時間
悩まず、必ず教員まで質問をしてください。質問内容に関しては、直接関係がないと思われることでも、
何でも構いませんので遠慮なく質問してください。レポート提出システムや電子メールでの質問や議論を
推奨します。特に、電子メールでのコミュニケーションは、基本的で最も重要なコミュニケーション手段
であることを認識し、常に活用することを心掛けてください。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・不明な点や疑問点は、悩まずmanaba folioやメールを利用して個別指導で解決する。
・指定教科書に書かれていない疑問などは、インターネット等などを積極的に利用し、各自解決する。た
だし、調べても不明な点や調べた結果が理解できない場合には、遠慮なく担当教員まで質問する。

前期：
教材１のリポート課題(１)の草稿は７月末、課題(２)は８月末を目処に提出する。取り上げる題材につい
ては、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も9月中旬の学事暦で
定められた期限までに最終稿を提出する。

後期：
教材２のリポート課題(１)の草稿は11月中旬、課題(２)は12月中旬を目処に提出する。取り上げる題材に
ついては、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も令和９年１月
中旬の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

75%

25%

安全に関する基本的な考え方を理解できたか。事故の構造について理解できたか。
安全対策、特に、教育訓練の提案ができるか。

評価基準

安全に関する質問や疑問を解決できたか。安全に関する議論を行うことができるか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：横溝　克己，小松原　明哲
教材名：『エンジニアのための人間工学(改訂第５版)』（日本出版サービス，2013年）
ISBN:978-4-88922-124-4 　2,940円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

人間工学の基礎となる人体計測や作業姿勢の計測，手足と道具の関係，視覚・聴覚表示や音声伝達方法，
安全性や環境などと人間工学の関わりを具体的な例から学ぶ

(1) 佐相邦英『ヒューマンファクターズ概論』（オーム社，2009年）
ISBN-13  :  978-4274207822　2,909円+税
(2) 小川　鑛一『イラストで学ぶ看護人間工学』（東京電機大学出版局，2008年）
ISBN:978-4-501-41640-9  3,000円+税

人間工学がカバーする領域を理解し，人間工学的思考の着眼点の持ち方，思考の過程を学ぶ。リポートの
構成については，取り上げた題材の簡潔なレビューと同時に，何か一点，最新の知見を反映した上で，自
分自身の考察を加えることを基本とする。

日常生活において，人間工学的思考が配慮されていると考えられるものを例にあげ，ヒトの特性を考慮し
た上で理由を述べなさい。
留意点：人体計測値，作業姿勢，手や足の機能，視覚表示など。選択した理由，客観的な観察，主観的な
自分の主張を含めること。

日常生活において，人間工学的思考が配慮されていないと考えられるものを例にあげ，ヒトの特性を考慮
した上で理由を述べなさい。
留意点：人体計測値，作業姿勢，手や足の機能，視覚表示など。選択した理由，客観的な観察，主観的な
自分の主張を含めること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：河野　龍太郎
教材名：『医療におけるヒューマンエラー　第2版』（医学書院，2014年）
ISBN:978-4260019378　2,800円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

著者は元々航空管制官であったが，その時に自分自身で体験したエラー事象を基に，その後，心理学を履
修し，原子力発電プラントの運転に関するヒューマンエラー対策の仕事や自治医科大学での医療安全等を
経て，現在は安全推進研究所に所属している。人間の行動特性を基に，エラーが生ずるメカニズムやその
対応策をどのように考えるべきかが，具体的に解説されている。

(1) 篠原一光，中村隆宏（編）　『心理学から考えるヒューマンファクターズ』
（有斐閣，2013年）　ISBN 978-4-641-18411-4 　2,600円+税
(2) 佐藤幸光，佐藤久美子　『医療安全に活かす医療人間工学』（医療科学社，2007年）
ISBN 978-4-86003-376-7　2,500円+税

身近に経験した具体的な事例を取り上げ，ヒューマンエラーの生じる原因を探求し，その予防・防止策を
考案する。

医療に限らず，身近に経験したヒューマンエラーが原因と考えられる事故・トラブル，あるいはヒヤリ・
ハット事象を一つ取り上げ，その事象に関連した人間側の要因の観点から原因を考察し，対応策を考案し
なさい。
留意点：なるべく自分自身で経験した，または身近に生じた事象を取り上げること。交通事故でも可。

ヒューマンエラーが関係した事故調査報告書（医療に限らない）、あるいは、自分が経験したヒューマン
エラーが原因と考えられる事故あるいはヒヤリ・ハット事象をImSAFER分析手法で分析し、そのプロセスを
示し報告書としてまとめなさい。
留意点：分析プロセスが分かるようにして下さい。
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基本教材1

第1回 教材の学修と，本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材（事例）の検討

第3回 基本教材1の学修；「人間の特性」について

第4回 課題として取り上げた題材についての考察（ヒトの側からの考察）

第5回 課題として取り上げた題材についての考察（対象とする物の側からの考察）

第6回 人間工学的に配慮されている点に関する学修

第7回 人間工学的に配慮されていない点に関する学修

第8回 関連する文献の検索とその内容の学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と，本科目の課題の理解

第2回 ヒューマンエラーに関する全般的な学修

第3回 課題として取り上げる事例の検討

第4回 取り上げた事例に対して、ヒト個人の観点から，要因としてのヒューマンエラーに関する考察

第5回 取り上げた事例に対して、ヒト個人の観点から，対応策の考察

第6回 取り上げた事例に対して、ヒト集団の観点から，要因としてのヒューマンエラーに関する考察

第7回 取り上げた事例に対して、ヒト集団の観点から，対応策の考察

第8回 関連する文献，法令・指針等の検索とその内容の学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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環境生理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

シャク　フミオ

釋　文雄

1)リポートを作成する前に、取り上げる題材やリポートの校正（目次案など）について、メールなどで連
絡相談してください（shaku.fumio@nihon-u.ac.jp）。また、時間調整により、対面でのディスカッション
も歓迎いたします。
2)題材の選択は自由ですが、発想がユニーク、オリジナルな題材を歓迎いたします。
3)リポートは、簡潔明瞭にまとめることを心掛け、他者に発表する場合を想定し作成してください。
4)教材・参考図書をすべて読み込むよりも、題材に関連した文献は自分で検索し、引用してください。
5)引用文献については、各々の研究分野の形式に従って、適切に記載してください。
6)独自の考えを充実させているリポートを期待します。
注：本リポートは開示しませんが、個人情報にかかわる事項は記載せず、フィクションかなど工夫し記載
してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

環境がヒトの身体及び心理面に及ぼす影響について、身近で具体的な課題を通して、基礎的な人体生理・
心理学的な側面から学修することを目的とする。
1)得られる情報を基に論理的な思考、批判的な思考をすることができる。
2)事象を注意深く観察して問題を発見し、解決策を提案することができる。
3)謙虚に自己をみつめ、振り返りを通じて自己を高めることができる。

【一般目標(GIO)】
環境がヒトに及ぼす影響について、プラス面とマイナス面を含め、精神心理や社会生活の観点も含めて学
修することを目的とする。環境は、物理的環境に加えて、人間集団・社会集団としての環境も含めて考え
る。

【行動目標(SBOs)】
1)身体活動の様々な側面に対し、定量的に評価する手法を身につける。またある特定の身体活動につい
て、多角的な側面から説明することができる（知識）
2)さまざまな環境における人体生理の変化と適応、またそれらの環境で生じる医学生理学的・心理学的な
問題に対処する方法論を形成するとともに研究のプランを考える（知識・技能）。

【学修方略(LS)と学修時間】
リポート課題に沿って、テキストや参考図書を基に、自分自身で題材を取り上げ、その題材に関する必要
な文献の検索を行い（20時間）、それに対する考え方をリポートとしてまとめる（10時間）。manaba
folioをとおしてリポートの推敲を行い、最終稿を仕上げる(15時間).
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folioのコレクションを利用して、インタラクティブな個別指導を受ける。
・manaba folioの掲示板を利用し、受講者同士の協働学習を行う（課題図書等に関する受講者同士の
質疑応答・意見交換、リポートの推敲のためのピア・レスポンス等）。

・図書館、インターネットで自律的に論文を検索して、リポートを作成する。

前期：教材１のリポート課題(1)の草稿（初稿）は7月末、課題(2)は8月末までに提出する。取り上げる題
材については、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題も9月中旬の
学事歴で定められた期限までに最終稿を提出する。

後期：教材2のリポート課題（１）の草稿（初稿）は11月中旬、課題(2)は12月中旬を目処に提出する。取
り上げる題材については、草稿としてまとめる前に、メール等で相談することが望ましい。いずれの課題
も令和7年1月中旬の学事歴で定められた期限までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

90%

10%

リポートの内容に関し、取り上げた題材の適正性、考え方の科学性・妥当性・再診の
知見の反映、自分自身の専門分野との関連性を評価する。特に、自ら考えた内容を重
視する。

評価基準

リポートの構成や表現に関し、全体の記載方法、図・表の活用方法、引用文献の記載
方法等を評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：鈴木郁子
教材名：『やさしい環境生理学』（綿房, 2019年3月） ISBN 978-4-9908843-3-8　本体　2000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

地球環境とヒトとの関わりや、ヒトの身体面・心理面への影響について、難解な生理学用語は避け、わか
りやすい表現で記載されている。

本間研一、彼末一之　編集　『環境生理学』（北海道大学出版会,2007年02月)　ISBN 978-4-8329817-6-8
本体9000円＋税

環境がヒトに及ぼす影響について、プラス面とマイナス面を含め、生理学的な側面、心理学的な側面、さ
らには生化学・栄養学の基礎的な側面から、社会生活における位置づけを含め、自分自身の経験も元に、
考察する。

ヒトが生まれてからどのように環境に影響を受けて発達するかを身体面、感情情動面からまとめ。それに
対して自らの意見を述べる。
留意点：単にまとめるだけでなく、まとめる過程で、自らどのように　環境とヒトとの関連を考えたかを
十分に記載する。

生活環境と健康および疾病との関連に関して、教材のみでなく、自ら興味のある文献も参考としまとめ
る。またそれに対しての自らの意見を述べる。
留意点：単にまとめるだけでなく、まとめる過程で、自らどのように　生活環境と健康および疾病の関連
について考えたかを述べること。疾病は、特定の疾病に注目して深めても可。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：羽生　和紀
教材名：『環境心理学　第2版』（サイエンス社, 2019年4月） ISBN 978-4-7819-1443-5　本体　1900円＋
税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

人間と環境とのあらゆる関係を研究する領域である「環境心理学」に関して、心理学専攻の学生に限定せ
ず、建築・都市計画、環境・空間デザイン、クリエーター志望の学生にも読んでもらうことを想定し、標
準的な教科書として書かれている。

MERAジャーナル（人間・環境学会発行）
https://mera-web.jp/journal

「環境生理学」の各章末にも参考文献リストあり

人間が日常生活を送るうえで、置かれる環境は様々であるが、人間が環境にどのように左右され、社会活
動を送っているか、改めてみつめ、それを自分の場合にあてはめ、研究テーマとしても考える。

環境とヒトとの関わりに関して、特に興味のある環境を取り上げ、どのようにヒトと関わり、影響してい
るか、自らの場合も必ず例としていれ、考察する。

留意点：具体的な事象を取り上げ、教材に書かれている内容よりも、その内容を踏まえたうえでの、自分
自身の考えを論じてください。

環境のヒトへの影響について、教材にみられる多くの研究結果を参考とし、自分なりの研究計画を作成し
てください。

留意点：研究計画は実現可能な計画とし、既存の研究との違いも意識して作成してください。
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基本教材1

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 地球環境とヒトについての理解

第3回 ヒトの発達と環境との関わりについての理解

第4回 環境とヒトの生理機能についての理解

第5回 ストレスへの対応についての理解

第6回 生活環境と健康についての理解

第7回 環境問題とヒトについての理解

第8回 リポート課題に関連した文献調査

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1,2：を通じた、本課題に関す全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 教材の学修と、本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 環境の知覚・認知に関する理解

第4回 環境の評価・査定、個人差と環境に関する理解

第5回 対人；・社会環境、住環境、教育・労働環境に関する理解

第6回 自然環境、犯罪と環境に関する理解

第7回 関連する文献の検索とその内容の理解

第8回 環境の人への影響に関する研究プランのテーマ検討

第9回 リポート課題１：初稿の作成

第10回 リポート課題１：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題１：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1,2：を通じた、本課題に関す全体的な理解の検証
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スポーツ運動学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

モリナガ　マサキ

森長　正樹

①リポートのテーマとして設定するスポーツ種目は自由に選択して問題ありませんが対象とするスポーツ
に一定程度の理解がある種目を選択してください。
②草稿提出後にリポートの構成については，参考文献の記載の仕方も含め別途指導する場合がありますの
で、その内容に従い加筆・修正してください。
③スポーツ運動学に関する最新の知見を概観し、リポート作成に必要な文献は積極的に確認してくださ
い。
④その他質問等がある場合はメール等で連絡してください。また、面接の必要がある場合は、必ず事前に
メール等で相談してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

スポーツ運動学では、現象学的立場から人間の運動の構造と発生について学ぶことを目的とする。具体的
には、運動モルフォロギーの方法を基に進められてきたスポーツ運動学研究のこれまでの文献やその研究
方法などを精査し、その中で取り扱われる運動質や、運動体系、運動構造、運動観察、運動学習、運動の
発達、運動の指導方法といったいくつかのキーワードを基に、自身が対象とするスポーツにおけるスポー
ツ運動学的観点からの包括的な理解を深める。

【一般目標(GIO)】
スポーツ運動学における運動質、運動体系、運動構造、運動観察、運動学習、運動の発達、運動の指導方
法がどのような事を意味し、どのように研究していくべきかについての方法論を理解する。
【行動目標(SBOs)】
①スポーツ運動学における運動モルフォロギーを中心とした主要な研究課題が、どのような課題であるか
を整理し説明することができる（知識・解釈）
②これまでの知見を基に，自身の対象とするスポーツでの課題についてその課題を発見し、解決するため
のスポーツ運動学的観点からの方法論を示すことができる（知識・問題解決）。

【学修方略(LS)と学修時間】
（自習）【SBO①】基本教材を熟読し課題に取り組むにあたり、必要な用語や表現の理解を深める【25時
間/リポート1本】。（自主研究）【SBO①＆②】また、リポート課題で自身が対象とするスポーツにおける
技術に関する課題の分析を行い、【10時間/リポート1本】リポートの素案を作成する（リポート作成）
【SBO①＆②】【5時間/リポート1本】。（ディベート）【SBO①＆②】整理した内容をmanaba folioの掲示
板機能を用いて教員および受講生と作成した素案を基にディスカッションを行い最終的なリポートの作成
を行う【10時間/リポート1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folioの機能を用いて、課題を進めていくうえで疑問点、不明な点は掲示板で情報を共有し、受講
者同士で議論する。また、理解の難しい用語などについては担当教員に直接確認を行う

前期：教材１のリポート課題(１)については7月末日，課題(２)は8月末日を目処に提出することが望まし
い。最終的な課題は学事暦に定められた日までにまとめて提出すること。
後期：教材２のリポート課題(１)については11月下旬，課題(２)は12月下旬を目処に提出することが望ま
しい。最終的な学事暦に定められた日までにまとめて提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

内容については，課題に対する妥当性，これまでの文献精査からの知見の反映，研究
対象とするスポーツに関する自身の考察がふくまれるか否か、その他リポートの構成
を含めて評価する。

評価基準

ポータルシステムを用いたリポート作成に関する積極的な態度などを評価する。

【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：金子明友・朝岡正雄編著
教材名：「運動学講義」
ISBN:978-4-469-26177-6 （大修館書店,1990）2,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

スポーツ運動学における学問としての成立過程から専門領域内容を簡潔に網羅した入門的なテキスト。

朝岡正雄　著「スポーツ運動学序説」（不昧堂出版，1999年）6,300円+税

スポーツ運動学は現実の運動指導に基礎を提供する実践的運動理論であることから、自身の運動を覚える
体験や実践する体験、教える経験をもとにそれらの内容を踏まえながら学術的な知識として体系化して学
修および考察を行っていく。まずは教材内容を熟読し、自身の経験と照らし合わせながら学修していくこ
と。

教材の第1部（運動学講義）のLec.1からLec.7まで読み，自身が興味関心を持ったLecを3つ取り上げて、そ
のLec内容を要約しなさい。
留意点：各Lec（章）は1つにつき約1000文字程度で要約すること。テキストの丸写しではなく、自身の意
見やコメントも含めて要約すること。

教材の第1部（運動学講義）のLec.8からLec.15まで読み，自身が興味関心を持ったLecを3つ取り上げて、
そのLec内容を要約しなさい。
留意点：各Lec（章）は1つにつき約1000文字程度で要約すること。テキストの丸写しではなく、自身の経
験や体験談なども含めて要約すること。
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基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：日本スポーツ運動学会編
教材名：「コツとカンの運動学　わざを身につけるための実践」
ISBN：978-4-469-26891-1（大修館書店，2020年）1,800円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

スポーツ運動学の理論領域を実践的な視点から解説したテキスト

ウルリヒ・ゲーナー著　佐野淳　朝岡正雄　監訳　「スポーツ運動学入門－スポーツの正しい動きとは何
か-」（不昧堂出版,2003）3000円＋税

理論的に学修されたスポーツ運動学の知識を実践的な現場で活用するための方法論やその方法論の知識的
体系を理解し、考察していく。加えて、自身の経験や体験を得られた知識や言葉で表現して考察を深めて
いく。

教材の第Ⅱ章を読み、コツやカンの世界がどのような世界観で、またどのような過程で成りなっているの
か要約を行い記述すること。
留意点：要約は約1200文字程度で行い、その後自身の経験や体験などを踏まえてコメントを300文字程度つ
けること。

教材の第Ⅲ章を読み、「わざ」といわれるものがどのように発生して形成され、伝わっていくのか要約を
行い記述すること。
留意点：要約は約1200文字程度で行い、その後自身の経験や体験などを踏まえてコメントを300文字程度つ
けること。

基本教材1

第1回 課題の理解のためのシラバスの確認および教材の学修

第2回 基本教材１のLec.1の内容に関する学修

第3回 基本教材１のLec.2・3の内容に関する学修

第4回 基本教材１のLec.4・5・6・7の内容に関する学修

第5回 基本教材１のLec.8・9の内容に関する学修

第6回 基本教材１のLec.10・11・12の内容に関する学修

第7回 基本教材１のLec.13の内容に関する学修

第8回 基本教材１のLec.14・15の内容に関する学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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基本教材2

第1回 課題の理解のためのシラバスの確認および教材の学修

第2回 課題となる自身の運動技術における重要な局面の整理と検討

第3回 基本教材２から「コツとカンの世界」について学修

第4回 自身の経験や体験を踏まえたコツとカンの世界について考察

第5回 第3回、4回の内容を理論的に体系化して学修

第6回 基本教材２から「わざの発生」について学修

第7回 自身の経験や体験を踏まえたわざの発生について考察

第8回 第6回、7回の内容を理論的に体系化して学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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スポーツ運動学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ミヤウチ　イクヒロ

宮内　育大

①リポートのテーマとして設定するスポーツ種目は自由に選択して問題ありませんが対象とするスポーツ
に一定程度の理解がある種目を選択してください。
②草稿提出後にリポートの構成については，参考文献の記載の仕方も含め別途指導する場合がありますの
で、その内容に従い加筆・修正してください。
③スポーツ運動学に関する最新の知見を概観し、リポート作成に必要な文献は積極的に確認してくださ
い。
④その他質問等がある場合はメール等で連絡してください。また、面接の必要がある場合は、必ず事前に
メール等で相談してください。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

スポーツ運動学では、現象学的立場から人間の運動の構造と発生について学ぶことを目的とする。具体的
には、運動モルフォロギーの方法を基に進められてきたスポーツ運動学研究のこれまでの文献やその研究
方法などを精査し、その中で取り扱われる運動質や、運動体系、運動構造、運動観察、運動学習、運動の
発達、運動の指導方法といったいくつかのキーワードを基に、自身が対象とするスポーツにおけるスポー
ツ運動学的観点からの包括的な理解を深める。

【一般目標(GIO)】
スポーツ運動学における運動質、運動体系、運動構造、運動観察、運動学習、運動の発達、運動の指導方
法がどのような事を意味し、どのように研究していくべきかについての方法論を理解する。
【行動目標(SBOs)】
①スポーツ運動学における運動モルフォロギーを中心とした主要な研究課題が、どのような課題であるか
を整理し説明することができる（知識・解釈）
②これまでの知見を基に，自身の対象とするスポーツでの課題についてその課題を発見し、解決するため
のスポーツ運動学的観点からの方法論を示すことができる（知識・問題解決）。

【学修方略(LS)と学修時間】
（自習）【SBO①】基本教材を熟読し課題に取り組むにあたり、必要な用語や表現の理解を深める【25時
間/リポート1本】。（自主研究）【SBO①＆②】また、リポート課題で自身が対象とするスポーツにおける
技術に関する課題の分析を行い、【10時間/リポート1本】リポートの素案を作成する（リポート作成）
【SBO①＆②】【5時間/リポート1本】。（ディベート）【SBO①＆②】整理した内容をmanaba folioの掲示
板機能を用いて教員および受講生と作成した素案を基にディスカッションを行い最終的なリポートの作成
を行う【10時間/リポート1本】

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
manaba folioの機能を用いて、課題を進めていくうえで疑問点、不明な点は掲示板で情報を共有し、受講
者同士で議論する。また、理解の難しい用語などについては担当教員に直接確認を行う

前期：教材１のリポート課題(１)については7月末日，課題(２)は8月末日を目処に提出することが望まし
い。最終的な課題は学事暦に定められた日までにまとめて提出すること。
後期：教材２のリポート課題(１)については11月下旬，課題(２)は12月下旬を目処に提出することが望ま
しい。最終的な学事暦に定められた日までにまとめて提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

内容については，課題に対する妥当性，これまでの文献精査からの知見の反映，研究
対象とするスポーツに関する自身の考察がふくまれるか否か、その他リポートの構成
を含めて評価する。

評価基準

manaba folioの機能を用いて、リポート作成に関する積極的な態度などを評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：佐野　淳
教材名：基礎から学ぶ　スポーツ運動学

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

ISBN：978-4-469-26956-7
（大修館書店，2023）2,500円+税
スポーツ運動学における学問としての成立過程から専門領域内容を簡潔に網羅した入門的なテキスト

朝岡正雄　著「スポーツ運動学序説」
ISBN:4-8293-0380-8（不昧堂出版，1999）6,300円+税

金子明友・朝岡正雄　編著　「運動学講義」
ISBN:978-4-469-26177-6　(大修館書店,1990)　2,000円+税

本課題においては、スポーツ運動学の基本的な考え方と基本知識について体系的に理解を深めていく。そ
の上で、自身の経験や体験を得られた知識や言葉で表現して考察を深めていく。

教材の第Ⅰ章および第Ⅱ章を読み、「スポーツ運動学の基礎理論について」および「スポーツの技術論に
ついて」、それぞれ要約を行い記述すること。その後、要約して分かった点や気づいた点をコメントする
こと。
留意点：要約は、第Ⅰ章が2400文字程度、第Ⅱ章が1200文字程度、各章ごとの要約したコメントを400文字
程度で作成してください。

教材の第Ⅲ章および第Ⅳ章、第Ⅴ章の3つを読み、「わざ指導の方法論について」、「現場での運動分析に
ついて」、「発生運動学について」、それぞれ要約を行い記述すること。その後、要約して分かった点や
気づいた点をコメントすること。
留意点：要約は、各章1200文字程度で行い、各章ごとの要約したコメントを400文字程度で作成してくださ
い。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：日本スポーツ運動学会編
教材名：コツとカンの運動学　わざを身につけるための実践

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

ISBN：978-4-469-26891-1
（大修館書店，2020）1,800円+税
スポーツ運動学の理論領域を実践的な視点から解説したテキスト

吉田茂・三 四郎　編著　「教師のための運動学―運動指導の実践理論」
ISBN：978-4-469-26335-0　(大修館書店,1996)　2,000円+税

理論的に学修されたスポーツ運動学の知識を実践的な現場で活用するための方法論やその方法論の知識的
体系を理解し、考察していく。加えて、自身の経験や体験を得られた知識や言葉で表現して考察を深めて
いく。

第Ⅱ章および第Ⅲ章を読み、コツやカン、わざ発生の世界がどのような世界観で、またどのような過程で
成りなっているのか要約を行い記述すること。その後、要約して分かった点や気づいた点をコメントする
こと。
留意点：要約は、課題範囲内の内容を2400文字程度で行い、要約したコメントを400文字程度で作成してく
ださい。

スポーツを1つ取り上げ、第Ⅰ章および第Ⅳ章、第Ⅴ章を読み、取り上げたスポーツにおいてコツやカンの
発生を促すような指導を行うためには、どのような方法があるか、教材内容及び自身の経験等も踏まえ、
まとめて記述すること。その後、作成したポイントや再現可能性について自身のコメントすること。
留意点：課題は、2400文字程度でまとめてください。その後、自身のコメントは400文字程度で作成してく
ださい。
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基本教材1

第1回 課題の理解のためのシラバスの確認および教材の学修

第2回 基本教材１、第Ⅰ章（第1講～第8講）の内容に関する学修

第3回 基本教材１、第Ⅰ章（第9講～第15講）の内容に関する学修

第4回 基本教材１、第Ⅱ章（第16講～第20講）の内容に関する学修

第5回 基本教材１、第Ⅱ章（第21講～第25講）の内容に関する学修

第6回 基本教材１、第Ⅲ章（第26講～第31講）の内容に関する学修

第7回 基本教材１、第Ⅳ章（第32講～第33講）の内容に関する学修

第8回 基本教材１、第Ⅴ章（第34講）の内容に関する学修

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 課題の理解のためのシラバスの確認および教材の学修

第2回 課題となる自身の運動技術における重要な局面の整理と検討

第3回 基本教材２から「コツとカンの世界」について学修

第4回 基本教材２から「わざの発生」について学修

第5回 自身の経験や体験を踏まえたコツとカン、わざの発生の世界について考察

第6回 基本教材２から「コツとカンの特性と指導」について学修

第7回 基本教材２か「実践をとらえ直す」、「運動学の問題圏」について学修

第8回 自身の経験や体験を踏まえたコツやカンの発生を促す指導について考察

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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スポーツ医学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ハタ　ミツマサ

秦　光賢

スポーツ医学の基礎と実践を学ぶことにより，関係各部署には幅広い領域のスペシャリストが存在するこ
とを理解して，そして興味を持っていただきたい。例えばスポーツを実践する職業（アスリート），アス
リートを育てるコーチングスタッフ，アスリートの栄養状態を管理する管理栄養士，心理状態を管理する
臨床心理士や精神科医師，外傷や疾病・心肺停止などに適切に対処・予防する内科・外科医師やスポーツ
ドクター，適切な薬剤投与やドーピングを管理する薬剤師などである。
　またスポーツや運動療法，運動リハビリテーションや心臓リハビリテーションなどが，超高齢化社会の
日本にとってどれほど重要な役割を果たしているかを理解していただきたい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座は，スポーツ医学の基礎的知識を習得し，スポーツ外傷や運動器損傷，疾病，突然死などの発生原
因について理解し，これらの予防法や発症時の対処法などについて独創的な意見が持てるようになること
を目的とする。また，近年における平均寿命と健康寿命の解離を原因とする介護医療のひっ迫に対し，ス
ポーツや独自に提案した運動療法がいかに社会貢献できるかをサルコペディア・フレイルやロコモティブ
シンドローム，生活習慣病の予防と治療などの観点から，健康寿命の延長に寄与する方法を探求する。

【一般目標(GIO)】
スポーツ医学の概念を理解し，スポーツ外傷・運動器損傷・疾病・突然死などに対する問題解決能力を身
に着ける。

【行動目標(SBOs)】
スポーツ医学の基礎的知識を身に着ける。
スポーツ外傷・疾病について理解し，その原因を列挙できる。
スポーツに関連した突然死の原因を列挙できる。
一次救命処置，心肺蘇生法についての手順を説明できる。
フレイル，ロコモティブシンドロームについて理解し，その対処法を説明できる。
生活習慣病について理解し，その予防・治療法について説明できる。

【学修方略(LS)と学修時間】
スポーツ医学・ロコモティブ症候群・生活習慣病などに関するテキストや参考文献を読み漁り，今後の展
望やまだ明らかにされていない分野など，研究に興味を持てる分野を見出し(20時間)，その課題に関する
文献を検索，参考文献としてリポートを作成する(25時間)。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
参考書，図書館での文献検索やインターネットによる論文検索を利用したり，機会があればフィールド
ワーク（空手道，柔道，相撲道　等）を体験しリポートを作成する。

前期：教材１リポート課題１の草案を７月末までに作成，課題２の草案は８月末までに作成する。取り上
げる題材については，草案としてまとめる前にメール等で相談することが望ましい。いずれの課題も学事
暦で定められた日までに最終稿を提出する。

後期：教材２または１のリポート課題１の草案は11月中旬，課題２は12月中旬を目標に提出する取り上げ
る題材については，草案としてまとめる前にメール等で相談することが望ましい。いずれの課題も学事暦
で定められた日までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

テキストの理解度，問題提起の着眼点と妥当性，参考文献の適切な応用とリポートの
起承転結，適切な図・表の活用法などを評価する。

評価基準

メール等によるやり取りや，manaba-folioへの提出状況を通じて，学習に対する積極
性などを評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：藤本繁夫　他
教材名：新・スポーツ医学（改訂新版）　嵯峨野書院(2021年)　3850円
ISBN：978-4-7823-0597-3

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

外科系・内科系の外傷・障害について，発生メカニズムから，症状，応急処置，医学的治療などを解説．

令和版　基礎から学ぶ！スポーツ救急医学　著者；輿水健治
ベースボールマガジン社(2020年)　1600円 　ISBN：978-4-583-11279-4

スポーツ医学の基礎を学び全体像を把握する．スポーツ外傷・疾病・突然死の発症機序や病態，それらに
対する対処法を理解する．さらに，現場での問題点を考察する．

スポーツ医学とは何かについてまとめ，スポーツで発生する様々な問題点（外傷，疾病，突然死，精神的
問題，ドーピング　等）について一つ取り上げ，その疫学，病態生理，対処法，リハビリテーション，競
技復帰，再発予防について述べる．
留意点：それぞれ簡潔にまとめる

リポート１で選択した課題以外で，その疫学，病態生理，対処法，リハビリテーション，競技復帰，再発
予防などに関して，最新の知見や将来展望も踏まえて述べる．
留意点： なるべく自分自身の経験を基にする（家族や知人の事例も可）

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：吉村芳弘　他
教材名：（１）最新知識　フレイルサルコペニア　吉村芳弘　日総研　2019年　2860円

ISBN：978-4-7760-1896-4
（２）ロコモティブシンドローム診療ガイド2021 日本運動器学会
文光堂　2021年　3850円　ISBN：978-4-8306-2748-4

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

フレイルやサルコペニアの基本から対策，運動療法などを詳しく解説．
ロコモティブシンドロームの概念や評価，予防対策についてエビデンスに基づき解説．

動脈硬化性疾患予防ガイドライン(2022年版)　一般社団法人　日本動脈硬化学会　5760円
ISBN：978-4-9071-3006-0

スポーツ医学で学んだ知識は広く社会に貢献できるものとなることを理解する．現在，長寿大国となった
日本の問題点，すなわち平均寿命と健康寿命の解離，これによる介護のひっ迫，高齢者の動脈硬化の進行
による医療費の高騰など，様々な問題点をスポーツ医学・運動療法と関連付けて考える．

平均寿命と健康寿命，フレイルサルコペニアやロコモティブシンドロームの対処法と健康的に長生きする
ことに関するスポーツ・運動療法の役割について述べる．

留意点：それぞれ簡潔にまとめる

平均寿命と健康寿命，動脈硬化の進行が社会にもたらす意義を若年者（現役世代）と高齢者に分けて問題
点を抽出し，これらに対しスポーツ・運動療法がもたらす役割について述べる．
留意点：それぞれ簡潔にまとめる

基本教材1

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 教材1の学修；スポーツ医学の定義，内科的・外科的スポーツ外傷・運動器障害の概要について理解する

第3回 教材1の学修；成長期・中高年期に特有のスポーツ外傷・運動器障害について学修する

第4回 教材１の学修； スポーツ中の一次救命処置・心肺蘇生法・自動体外式除細動器(AED)について学修する

第5回 教材１の学修；スポーツ中の突然死・熱中症など緊急を要する疾患について学修する

第6回 課題1のテーマを決定する

第7回 リポート課題1；初稿の作成

第8回 リポート課題1；添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題1；最終稿の作成

第10回 課題2のテーマを決定

第11回 リポート課題2；初稿の作成

第12回 リポート課題2；添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題1；最終稿の作成

第14回 リポート課題1, 2を通して本課題に対する全体的な理解の検証

第15回 最終まとめと今後の発展性について意見交換する
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基本教材2

第1回 教材の学修と本科目の課題の理解

第2回 教材２の学修：フレイル・サルコペディア・ロコモティブシンドロームの定義と疫学を学修する

第3回 教材２の学修；ロコモティブシンドロームの評価方法，対象疾患，予防・対策について学修する

第4回 教材２の学修；動脈硬化の定義と疫学を学修する

第5回 教材２の学修；動脈硬化の評価方法，対象疾患，予防・対策について学修する

第6回 課題１のテーマを決定

第7回 リポート課題1；初稿の作成

第8回 リポート課題1；添削指導に対する修正稿の作成

第9回 リポート課題1；最終稿の作成

第10回 課題2のテーマを決定

第11回 リポート課題2；初稿の作成

第12回 リポート課題2；添削指導に対する修正稿の作成

第13回 リポート課題1；最終稿の作成

第14回 リポート課題1, 2を通して本課題に対する全体的な理解の検証

第15回 最終まとめと今後の発展性について意見交換する
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スポーツ心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ハシグチ　ヤスカズ

橋口　泰一

教材の内容だけを取り入れるのではなく，受講者自身の考え方も取り入れ，論理的でオリジナルなリポー
トになるよう心がけて下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座では，スポーツ心理学的諸課題について具体的な解決方法を修得することにより，以下の能力を身
に付けることを目的とする。
 I．経験や学修から得られた豊かな知識と教養に基づいて，自己の高い倫理観を倫理的な課題に適切に適
用することができる。
II．仮説に基づく課題や問題を提示し，客観的な情報に基づく論理的批判的な考察を通じて，課題に対
し，具体的かつ，論理的整合的な見解を示すとともに，その限界を認識することができる。
III．想像力と独自性をもって問題解決の方法と手順を立案し，独力あるいは他者と協働して問題を解決す
ることができる。
IV．集団の活動において，より良い成果を上げるために，他者と協働し，作業を行うとともに，指導者と
して他者の力を引き出し，その活躍を支援することができる。

【一般目標(GIO)】
問題発見・解決力 スポーツにおける諸問題の課題解決の為に，スポーツ心理学領域を理解し，具体的な解
決方法の心理学的案出と課題解決の為の心理学的思考を修得することを目標とする。
【行動目標(SBOs)】
①科目内で扱った事象をスポーツ心理学的視点から説明することができる。（知識・想起・態度）
②科目内で扱った内容をベースに自分自身を表現することができる。（知識・解釈）
③運動・スポーツの課題を心理学的視点から捉え，課題解決の方法を論理的に記述することができる。
（知識・技能）

【学修方略(LS)と学修時間】
与えられた課題に沿って教材を丹念に読み，参考文献も参照しながら，リポート作成を行う。（自習した
内容を自主研究に繋げリポート作成し成果物としてまとめる）
リポート課題1つにつき，完成までに以下を目安に最低 45時間の学修時間を要するものとする。学修項目
課題図書内に示されているキーワードを文献等を用いて調べる
学修時間    1つのリポート作成にあたり，30 時間以上（教材学修 20 時間／リポート1本，リポート執筆
10 時間／リポート1本），manaba folioへの提出・再提出のやりとりに 15 時間以上（ディスカッション
15 時間／リポート1本）を目安とする。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folio のコレクションを利用して，インタラクイブな個別指導を受ける。（SBOs①）
・manaba folio の掲示板を利用し，受講者同士の協働学習を行う（課題図書等に関する受講者同士の質疑
応答・意見交換，リポートの推敲のためのピア・レスポンス等）（SBOs②③）
・図書館，インターネットを利用した参考文献を調査や，フィールドワークからリポートを作成する。
（SBOs①②③）

前期：教材1の「リポート課題1」草稿は7月20日までに提出し，「リポート課題2」草稿は8月20日までに提
出する。両リポート課題の最終稿は9月9日までに提出する。
後期：教材2の「リポート課題1」草稿は11月20日までに提出し，「リポート課題2」草稿は12月20日までに
提出する。両リポート課題の最終稿は年明け1月5日までに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

60%

40%

・課題に関係する重要な論点をおさえているか。
・結論が明確であるか。
・結論にいたるまでの理由が必要かつ十分であるか。
・引用および参照について適切に開示並びに表現しているか。

評価基準

・活発に質問を行うなど積極的に取り組んだか。
・リポートの提出期限を厳守したか。
・明瞭かつ論理的な説明を心がけているか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：荒木雅信・山本裕二編著
教材名： 『これから学ぶスポーツ心理学　三訂版』（大修館書店，2023年） ISBN-9784469269550    本
体2,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

スポーツ心理学に関して，基礎から実践まで網羅されたテキスト

日本スポーツ心理学会編
『スポーツ心理学事典』（大修館書店，2008年）
ISBN-9784469062175    本体5,700円＋税

スポーツの運動学習的課題や動機づけ的課題，社会心理学的課題（集団・リーダシップ，ソーシャルスキ
ルなど）について，教材の内容を整理し以下のリポート課題を考える。

教材の第Ⅰ部～第Ⅱ部までを読み，重要である点や興味を有した点，テキストの中から第Ⅰ部から1つ，第
Ⅱ部から2つ計3つ取り上げ，その頁の要約を行い，それに対する自分の意見・コメントを述べよ。
留意点：留意点：要約は1つにつき平均1,000字を目安として，そのコメントを500字程度で行うこと。

教材の第Ⅲ部～第Ⅳ部までを読み，重要である点や興味を有した点をテキストの中から，第Ⅲ部から2つ，
第Ⅳ部から1つ計3つ取り上げ，その頁の要約を行い，それに対する自分の意見・コメントを述べよ。
留意点： 留意点：要約は1つにつき平均1,000字を目安として，そのコメントを500字程度で行うこと，ま
た動機づけや社会心理的内容は自身の経験に照らして考察すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：荒木雅信・山本裕二編著
教材名： 『これから学ぶスポーツ心理学　三訂版』（大修館書店，2023年） ISBN-9784469269550    本
体2,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

スポーツの健康心理的課題や競技心理的課題，メンタルトレーニング的課題，臨床心理学的課題につい
て，教材の内容を整理し以下のリポート課題を考える。

日本スポーツ心理学会編
『スポーツ心理学事典』（大修館書店，2008年）
ISBN-9784469062175    本体5,700円＋税

スポーツの健康心理的課題や競技心理的課題，メンタルトレーニング的課題，臨床心理学的課題につい
て，教材の内容を整理し以下のリポート課題を考える。

教材の第Ⅴ部～第Ⅵ部までを読み，重要である点や興味を有した点をテキスト中から，第Ⅴ部から2つ，第
Ⅵ部から1つ計3つ取り上げ，その頁の要約を行い，それに対する自分の意見·コメントを述べよ。
留意点：留意点：要約は1つにつき平均1,000字を目安として，そのコメントを500字程度で行うこと，また
教材の第Ⅴ部～第Ⅵ部までの重要点や興味を有する面に加え，パラスポーツの強化における心理学的見地
から言及したリポートにすること。

スポーツ心理学諸課題についてテーマを1つ設定し，その課題点の解決策について論述しなさい。
留意点：留意点：テーマを設定した理由を含め，課題解決の方法深く掘り下げ，実践的なリポートにする
こと。また平均2,000字を目安として記載をすること。

基本教材1

第1回 教材の学修と，本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 基本教材の学修；「体育・スポーツ心理学の歴史」について

第4回 基本教材の学修；「運動制御」について

第5回 基本教材の学修:「運動学習と運動指導」について

第6回 リポート課題 1:初稿の作成

第7回 リポート課題 1:添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題 1:最終稿の作成

第9回 基本教材の学修；「スポーツと動機づけ」について

第10回 基本教材の学修；「スポーツにおける集団」について

第11回 基本教材の学修:「スポーツとライフスキル」について

第12回 リポート課題 2:初稿の作成

第13回 リポート課題 2:添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題 2:最終稿の作成

第15回 リポート課題 1•2 を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証
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基本教材2

第1回 課題として取り上げる題材の検討

第2回 基本教材の学修；「スポーツメンタルトレーニング」について

第3回 基本教材の学修；「健康とスポーツ心理学」について

第4回 基本教材の学修:「スポーツ傷害の心理学」について

第5回 基本教材の学修:「パラスポーツと心理学」について

第6回 リポート課題 1:初稿の作成

第7回 リポート課題 1:添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題 1:最終稿の作成

第9回 「スポーツ心理学の諸問題」についての整理

第10回 整理された「スポーツ心理学の諸問題」の問題設定

第11回 問題設定された「スポーツ心理学の諸問題」についての調査とその内容の学修

第12回 リポート課題 2:初稿の作成

第13回 リポート課題 2:添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題 2:最終稿の作成

第15回 リポート課題 1•2 を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証
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スポーツ心理学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ワカスギ　リサコ

若杉 梨紗子

教材や参考文献の内容を理解することにとどまらず、運動・スポーツの実践場面や自身の経験を踏まえな
がら、受講者自身の考えを積極的に取り入れてください。そのうえで、学修した理論や概念を根拠として
用い、論理的で独自性のあるリポートを作成することを期待します。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

本講座は、スポーツ心理学の理論および知見の講読と事例検討を通して、スポーツ・身体活動・競技場面
における心理的側面を適切に理解し、専門的に捉える力を身に付けることを目標とする。具体的には、以
下の能力の獲得を目指す。
I．スポーツ心理学の基本的な理論や概念を理解し、スポーツ現場に見られる心理的現象を説明することが
できる。
II．現代社会および国際的なスポーツの動向を踏まえ、スポーツ実践に関わる心理的・倫理的側面を理解
することができる。
III．学修内容を自身の実践や専門的関心と結び付けて振り返り、スポーツに関わる専門職としての在り方
を考察することができる。

【一般目標(GIO)】
スポーツ・身体活動・競技場面における心理的側面について、スポーツ心理学の理論および基本的概念を
文献講読や事例検討を通して理解し、学修成果を整理・省察しながら、専門的視点から説明・表現するた
めの基礎的能力を修得することを目標とする。
【行動目標(SBOs)】
① 科目内で扱った理論・概念・事例について、文献や資料に基づき、スポーツ心理学的視点から整理し、
説明することができる。
② 科目内で学修した内容を踏まえ、運動・スポーツに関わる心理的側面について、自身の経験や関心と関
連付けながら文章で表現することができる。
③ 運動・スポーツ場面に見られる心理的事象について、複数の文献や教材を参照しながら、スポーツ心理
学の枠組みを用いて多面的に捉え、その内容を論理的に記述することができる。

【学修方略(LS)と学修時間】
与えられた課題に基づき、教材を精読するとともに、関連する参考文献を調査しながらリポート作成を行
う。自習により得られた学修内容は、自主的な探究活動として整理し、成果物としてリポートにまとめる
ものとする。
リポート課題1題につき、完成までに最低45時間の学修時間を要することを目安とする。学修にあたって
は、課題図書内に示されているキーワードについて、文献等を用いて調査・整理を行う。
学修時間の内訳は、1本のリポート作成につき、教材学修20時間およびリポート執筆10時間の計30時間以上
を基本とし、さらにmanaba folio への提出・再提出に伴うディスカッション等に15時間以上を要するもの
とする。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folio のコレクション機能を活用し、提出された課題に対して教員からのフィードバックを受け
ながら、個別指導による学修を行う。（SBOs①②③）
・課題に関する質問や確認は、manaba folio を通じて教員と行い、指摘事項を踏まえてリポートの修正・
改善を行う。（SBOs②③）
・図書館およびインターネットを利用して参考文献の調査を行い、教員の助言を踏まえながら、学修内容
を整理し、リポートとしてまとめる。（SBOs①②③）

前期：教材1のリポート課題 1 草稿は 7 月 30 日迄に提出し，リポート課題 2 草稿は 8 月 30 日迄に提
出する。両リポート課題の最終稿は 9 月 9 日迄に提出する。
後期：教材2のリポート課題 1 草稿は 11 月 30 日迄に提出し，リポート課題 2 草稿は 12 月 25 日迄に
提出する。両リポート課題の最終稿は年明け 1 月 5 日迄に提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

60%

40%

・課題の趣旨を理解し、重要なポイントが整理されているか。
・主張やまとめが明確に示されているか。
・主張に至る過程が論理的で、論の展開に一貫性があるか。
・引用や参考文献の示し方が適切であるか。

評価基準

・授業内容や課題に対して、主体的に取り組んでいるか。
・課題の提出期限を守っているか。
・課題や質問への対応において、分かりやすく伝えようとしているか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：國部 雅大・雨宮 怜・江田 香織・中須賀 巧編
教材名：これからの体育・スポーツ心理学

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

2,600円（本体2,574円＋税10％）
（講談社，2023年） ISBN-9784065311691

日本スポーツ心理学会編
『スポーツ心理学事典』（大修館書店，2008年）
ISBN-9784469062175 6,270円（本体5,700円＋税10％）

スポーツ心理学の基礎的な理論や概念について、教科書の記述を正確に理解し、その内容を整理して記述
することを目的とする。専門用語の意味を踏まえた記述を心がけ、学修内容に基づいた論理的な説明を行
うことが求められる。

教材の第1章から第5章までを通読し，重要であると考えた点，または特に関心をもった点を3つ取り上げな
さい。それぞれについて該当箇所を要約した上で，スポーツ心理学的観点から自分なりの理解や考えを述
べなさい。
留意点：取り上げる3点は原則として異なる章から選択することとし，要約は1点につきおおむね800字，そ
れに対する考察は400字程度を目安とする。引用や参考文献を用いる場合は，出典を明記し，本文内容を踏
まえた記述を心がけること。

教材の第6章から第10章までを通読し，運動・スポーツに関わる心理的側面について重要であると考えた
点，または理解を深めたいと感じた点を3つ取り上げなさい。それぞれについて該当箇所を要約し，本文内
容を踏まえて自分の理解を整理しなさい。
留意点：取り上げる3点は原則として異なる章から選択することとし，要約は1点につきおおむね800字，そ
れに対する考察は400字程度を目安とする。引用や参考文献を用いる場合は，出典を明記し，本文内容を踏
まえた記述を心がけること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：國部 雅大・雨宮 怜・江田 香織・中須賀 巧編
教材名：これからの体育・スポーツ心理学

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

2,600円（本体2,574円＋税10％）
（講談社，2023年） ISBN-9784065311691

日本スポーツ心理学会編
『スポーツ心理学事典』（大修館書店，2008年）
ISBN-9784469062175 6,270円（本体5,700円＋税10％）

運動・スポーツ場面に見られる心理的事象について、教科書の内容を基にその重要性や位置づけを整理す
ることを目的とする。複数の章の内容を関連付けながら理解し、学修内容を全体として捉えた上で、論理
的に記述することが求められる。

教材の第11章から第15章までを通読し，運動・スポーツ場面に見られる心理的事象の中から重要であると
考えた点を3つ取り上げなさい。それぞれについて該当箇所を要約した上で，その重要性についてスポーツ
心理学的観点から述べなさい。
留意点：取り上げる3点は原則として異なる章から選択することとし，要約は1点につきおおむね800字，そ
れに対する考察は400字程度を目安とする。引用や参考文献を用いる場合は，出典を明記し，本文内容を踏
まえた記述を心がけること。

教材の第16章から第20章までを通読し，本講座を通して学修した内容を踏まえ，特に印象に残った点や重
要であると考えた点を3つ取り上げなさい。それぞれについて該当箇所を要約し，自身の学びとして整理し
なさい。
留意点：取り上げる3点は原則として異なる章から選択することとし，要約は1点につきおおむね800字，そ
れに対する考察は400字程度を目安とする。引用や参考文献を用いる場合は，出典を明記し，本文内容を踏
まえた記述を心がけること。
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基本教材1

第1回 教材の学修と，本科目の課題の理解

第2回 課題として取り上げる題材の検討

第3回 基本教材の学修；「体育・スポーツ心理学の歴史」について

第4回 基本教材の学修；「運動制御」について

第5回 基本教材の学修:「運動学習と運動指導」について

第6回 リポート課題 1:初稿の作成

第7回 リポート課題 1:添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題 1:最終稿の作成

第9回 基本教材の学修；「体育・スポーツにおける動機づけ」について

第10回 基本教材の学修；「スポーツにおける集団」について

第11回 基本教材の学修:「スポーツチームへのコーチング」について

第12回 リポート課題 2:初稿の作成

第13回 リポート課題 2:添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題 2:最終稿の作成

第15回 リポート課題 1•2 を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 課題として取り上げる題材の検討

第2回 基本教材の学修；「スポーツ・運動とメンタルヘルス」について

第3回 基本教材の学修；「スポーツと運動による行動変容」について

第4回 基本教材の学修:「スポーツ・運動とパーソナリティー」について

第5回 基本教材の学修:「アダプテッドスポーツの心理学」について

第6回 リポート課題 1:初稿の作成

第7回 リポート課題 1:添削指導に対する修正稿の作成

第8回 リポート課題 1:最終稿の作成

第9回 基本教材の学修:「スポーツメンタルトレーニング」について

第10回 基本教材の学修:「個人および集団スポーツに対するスポーツメンタルトレーニング」について

第11回 基本教材の学修:「アスリートのメンタルヘルス」について

第12回 リポート課題 2:初稿の作成

第13回 リポート課題 2:添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題 2:最終稿の作成

第15回 リポート課題 1•2 を通じた，本課題に関する全体的な理解の検証
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コーチング学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 人間科学
分
野
名

ヤマモト　ダイ

山本　大

①草稿段階からリポートのテーマや構成について、メール等を中心に連絡相談して下さい。
②リポートのテーマとして選択するスポーツ種目は自由に選択して問題ありませんが、出来れば、自身が
経験したスポーツ種目の方がまとめ易いと考えられます。
③リポート作成に際し、基本教材や参考図書はもちろんですが、文献もオンラインによる検索方法の修得
も含め、積極的に検索・確認して下さい。なお、引用文献の記載方法等については草稿段階で指示しま
す。
④その他、質問等はメール等で連絡して下さい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本講座はスポーツ科学の個別学問領域の知見に立脚した「トレーニング理論」を体育・スポーツの指導
実践に適用する手段と方法を修得することで、以下の能力を身につけることを目的とする。
Ⅰ.スポーツ科学の個別科学領域（運動生理学、バイオメカニクス、スポーツ心理学等）の知見に立脚した
「トレーニング理論」を説明することができる。
Ⅱ.「トレーニング理論」に基づいた「実践的トレーニング方法」について、トレーニング計画立案やト
レーニング効果（競技力）の評価方法を企画・立案することができる。
Ⅲ.「実践的トレーニング方法」を体育・スポーツの指導実践に適用する手段と方法を、コーチング学の理
論（コーチングとコーチング学の定義、コーチの役割と使命、競技力を養成するための問題解決型思考や
PDCAサイクル、コーチングにおけるマネジメント、医・科学情報によるコーチング支援等）に基づいて呈
示することができる。

【一般目標(GIO)】
　スポーツ科学の個別学問領域の知見に立脚した「トレーニング理論」、及びスポーツ実践場面の問題や
解決方法と自身のスポーツキャリアを照合し、「実践的コーチング」の手段と方法を修得する。
【行動目標(SBOs)】
①スポーツ科学の個別学問領域で得られた知見を説明することができる。（知識・想起）
②「トレーニング理論」に基づく「トレーニング計画」や「トレーニング効果の評価方法」を形成でき
る。（技能）
③自身が形成した「トレーニング計画」や「トレーニング効果の評価方法」をコーチングの実践場面に適
用できる。（技能）、（知識・問題解決）

【学修方略(LS)と学修時間】
　「①基本教材及び参考図書等の熟読（自習）【SBOs①】」、「②リポート課題に沿った事例あるいは
データの収集と分析（自主研究）【SBOs②&③】」、「③リポートの作成（リポート作成）【SBOs②&
③】」、「④manaba folio での掲示板機能を利用した複数回に渡るリポート添削での教員と受講生との
ディスカッション（ディベート）【SBOs②&③】」の学修方略により、「トレーニング理論」→「実践的ト
レーニング方法」→「体育・スポーツの指導実践へのコーチングの適用」について、自身が選択したス
ポーツ種目をモデルに段階的なリポートを作成する。
学修時間は、リポート課題1つにつき，完成までに以下を目安に最低45 時間の学修時間を要する。
①（自習）：【10時間/リポート1本】
②（自主研究）：【10時間/リポート1本】
③（リポート作成）：【10時間/リポート1本】
④（ディベート）：【15時間/リポート1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
　スポーツ実践場面における指導やトレーニング方法の調査・観察（フィールドワーク）、及び図書館を
利用した先行研究に関わる文献検索を含めてリポートを作成する。

＜前期＞
　初稿は、リポート課題1が7月末、リポート課題2が8月末とし、最終稿は学事暦で定められた日までに提
出する。

＜後期＞
　初稿は、リポート課題1が11月下旬、リポート課題2が12月下旬とし、最終稿は学事暦で定められた日ま
でに提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

80%

20%

課題に対する妥当性、文献に基づく知見の反映、考察の論理性を中心に評価する。

評価基準

草稿段階から最終稿に至るプロセス（manaba folio等によるリポート作成に関わる技
能や積極的態度等）を評価する。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：日本コーチング学会編
教材名：「コーチング学への招待」
ISBN：978-4-469-26819-5（大修館書店，2017年）2,700円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

　コーチングとコーチング学、競技力とトレーニングの関係、競技力の養成、競技トレーニングの計画、
コーチングにおけるマネジメントや医・科学情報による支援等に関わる知見を網羅した最新のテキストで
ある。

ジェリー・リンチ著　水谷豊・笈田欣治・野老稔訳
「クリエイティブ・コーチング」
ISBN-13：978-4469266160（大修館書店，2008年）1,980円

　本課題においてはスポーツ科学の個別科学領域の知見に立脚した「トレーニング理論」について理解を
深める。自身が選択したスポーツ種目をモデルとして、「トレーニング理論」に基づく「実践的トレーニ
ング方法」を検討するが、指定した基本教材や参考図書に加え、必要な文献を自身で収集する。文献収集
は特に、スポーツ科学の個別科学領域から得られた知見と「トレーニング理論」の対応を確認する上で重
要となる。

　コーチング学の定義、競技力の概念、競技力を養成するためのトレーニングの考え方等を踏まえ、自身
が選択したスポーツ種目における「トレーニング方法」を指導実践に適用する「コーチング」について
2000字程度で記述しなさい。
留意点：第1～4章の「コーチングとは何か」、「コーチング学とは何か」、「競技力とトレーニング」、
「競技力の養成」と自身が選択したスポーツ種目との対応を図る。

 「コーチング」におけるトレーニング計画、トレーニング周期（トレーニング・ピリオダイゼーショ
ン）、試合に向けたコンディショニング等に関わる理論を自身が選択したスポーツ種目に適用する実践的
方法について2000字程度で記述しなさい。
留意点：第5～6章の「競技トレーニングの計画」、「試合への準備」に示された理論（トレーニング計画
論）を自身が選択したスポーツ種目に適用する観点（ポイント）を検討する。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：日本コーチング学会編
教材名：「コーチング学への招待」
ISBN：978-4-469-26819-5（大修館書店，2017年）2,700円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

コーチングとコーチング学、競技力とトレーニングの関係、競技力の養成、競技トレーニングの計画、
コーチングにおけるマネジメントや医・科学情報による支援等に関わる知見を網羅した最新のテキストで
ある。

ジム・トンプソン (著), 鈴木 佑依子 (翻訳)
「ダブル・ゴール・コーチ―勝利と豊かな人生を手に入れるための指導法―」
ISBN-13：978-4491035901（東洋館出版社，2021年）2,200円

　本課題においては自身が選択したスポーツ種目について、基本教材1で学修した「コーチング・トレーニ
ング理論」、及び「トレーニング方法とトレーニングプラン」を体育・スポーツの指導実践に適用する
「マネジメント」を検討する。基本教材1と同様、指定の基本教材や参考図書に加え、文献収集が必要とな
り、特にビジネスマネジメントやスポーツ医・科学の知見をスポーツ実践場面のマネジメントに適用する
上で最新の情報を確認することが重要となる。

　コーチングにおけるマネジメント理論を自身が選択したスポーツ種目（チーム）に適用する実践的方法
について2000字程度で記述しなさい。
留意点：第7章の「コーチングにおけるマネジメント」を自身が選択したスポーツ種目（チーム）に適用す
る観点（ポイント）や留意点を検討する。書籍や文献検索等により、ビジネスマネジメント に関わる知見
を含め検討することが望ましい。

　スポーツ医・科学をアスリートの競技力向上に導入する方法は最早、常識といっても過言ではないが、
スポーツ医・科学を自身が選択したスポーツ種目に導入（チームマネジメントに導入）する際、マネー
ジャーの役割や留意点について2000字程度で記述しなさい。
留意点：第8章の「スポーツ医・科学、情報によるコーチング支援」を自身が選択したスポーツ種目（チー
ム）に適用する際、自身がマネージャーであると仮定し、マネージャーの役割や留意点を具体的に検討す
る。
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基本教材1

第1回 スポーツ・トレーニング理論全般からみた課題の理解

第2回 トレーニングシステムとトレーニング構造に対する学修と理解

第3回 選択したスポーツ種目におけるトレーニング課題の抽出と整理

第4回 選択したスポーツ種目におけるトレーニング課題と実践的トレーニング方法の対応に関する学修と理解

第5回 トレーニング負荷（量と強度）理論、およびトレーニング構成原理の学修と理解

第6回 トレーニング計画、トレーニング周期（ピリオダイゼーション）、試合への準備に関する学修と理解

第7回 トレーニング構成原理と実践的計画・管理の対応に関する学修と理解①

第8回 トレーニング構成原理と実践的計画・管理の対応に関する学修と理解②

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証

基本教材2

第1回 コーチングにおけるマネジメント（チーム・組織・クラブのマネジメント）に係る学修と理解

第2回 コーチングにおけるマネジメント（発育・発達、タレント発掘・育成、トランスファー）に係る学修と理解

第3回 チームマネジメント理論をスポーツ実践場面に適用する観点や留意点に係る学修と理解①

第4回 チームマネジメント理論をスポーツ実践場面に適用する観点や留意点に係る学修と理解②

第5回 スポーツ医・科学によるコーチング支援（現状と課題）に係る学修と理解

第6回 スポーツ医・科学によるコーチング支援（トレーニングの提案と情報戦略）に係る学修と理解

第7回 スポーツ医・科学、情報をスポーツ実践場面に適用する観点や留意点に係る学修と理解①

第8回 スポーツ医・科学、情報をスポーツ実践場面に適用する観点や留意点に係る学修と理解②

第9回 リポート課題1：初稿の作成

第10回 リポート課題1：添削指導に対する修正稿の作成

第11回 リポート課題1：最終稿の作成

第12回 リポート課題2：初稿の作成

第13回 リポート課題2：添削指導に対する修正稿の作成

第14回 リポート課題2：最終稿の作成

第15回 リポート課題1・2を通じた、本課題に関する全体的な理解の検証
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調査分析特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 共通
分
野
名

タナカ　ケンイチロウ

田中　堅一郎

・リポート作成にあたって文献を引用した場合は，それらすべてをリポートの巻末に示してください。そ
の際，本文に引用した文献（引用文献）と，本文には引用しなかったがリポート作成に際して参考にした
文献（参考文献）とは仕分けて示してください。
・要覧にもあるように，後期課題のリポートでは，意味ある情報を的確に，かつ少数の値に集約して表現
し，それらの値を効率よく記述しわかりやすく示すこと。表や図をリポートに提示する場合は，必ず通し
番号とその表題をつけること。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

　本講義の目的は，①調査の種類，その中でも質問紙法（アンケート調査）と面接調査（ヒアリング調
査）について学習し，実際に調査票を作成し，面接計画を作ることを目的とする。②調査分析で必要な統
計手法について学習し，実際に分析できることを目的とする。
Ⅰ．仮説に基づく課題や問題を提示し，客観的な情報に基づく論理的な考察を通じて，具体的かつ論理的
な見解を示すことができ，その限界を認識することができる。
Ⅱ．データを分析し，分析結果の意味を理解し，問題を解決することができる。
Ⅲ．経験や学修から得られた知識や教養に基づき，倫理的な課題を理解し説明できる。

【一般目標(GIO)】
　データを注意深く読み取り，適切な分析を行うことができ，分析結果を客観的に解釈することができ
る。
【行動目標(SBOs)】
・データを収集するための調査票を作成することができる（もしくは調査的面接を計画することができ
る）。
・データ分析に必要な統計学的知識を理解することができる。
・データ分析に必要なコンピュータ･リテラシーを身につけられる。
・収集されたデータを，統計学的知識と統計パッケージのリテラシーを駆使して分析し，分析した結果を
解釈することができる。

【学修方略(LS)と学修時間】
　指定された基本教材，および参考文献を読みこなし，リポートを作成する。それでも理解できない場合
は，Manaba-Folioを通して適宜科目担当者に質疑をする。
　1つのリポート課題の完成までに最低45時間の学習時間を要するものとする。
・基本教材および参考文献の読み込み：20時間
・リポート課題の執筆：10時間
・Manaba-Folioへのリポート課題提出後の推敲と最終稿の完成（担当教員の添削指導，ピア・レスポンス
を含む）：15時間

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・リポートの推敲過程において，Manaba-Folioの全受講者用の掲示板機能（「スレッド」）に，想定され
る質問とその回答を纏めた「Q & A」を公開する。また，リポート課題2では分析すべきデータをアップ
ロードする。さらに「スレッド」に届いた受講者からの質疑に対して応答し，その過程を受講生全員に公
開する。
・オープンエデュケーション教材（OER）を基本教材の補助として視聴する。

前期：
　基本教材1のリポート課題1： 6月末を目処に初稿を提出できるように学習を進める。9月中旬の学事暦で
定められた期限までに最終稿を提出する。
　基本教材1のリポート課題2： 8月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。9月中旬の学事暦
で定められた期限までに最終稿を提出する。
後期：
　基本教材2のリポート課題1： 11月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。2027年1月上旬
の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。
　基本教材2のリポート課題2： 12月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。2027年1月上旬
の学事暦で定められた期限までに最終稿を提出する。

種　　別

リポート

観察記録

割合

79%

21%

・最終提出期限内に提出されなかったリポート課題は（原則的に）0点となります。
・リポート課題の作成において，自分の興味・関心だけをエッセイのように文章を連
ねていくのはご遠慮願います（こうしたリポートは評価の対象としません）。教材の
引き写しは評価の対象外とします。

評価基準

・最終提出までにManaba-Folio上でリポートの草稿の送信･返信を行ったかどうかで
評価します。
・草稿を一度も出さずにいきなり最終稿を出された場合，そのリポート課題の評価点
は79点以下しか得られません。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：鈴木淳子
教材名：教材１：『質問紙デザインの技法（第２版）』（ナカニシヤ出版，2016年）　ISBN:978-4-7795-
1075-5　2,800円+税
教材２：『調査的面接の技法（第２版）』（ナカニシヤ出版，2005年）　ISBN:978-4-88-848960-7　2,500
円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

教材１は，主として心理学で用いられる調査法の概要とその手法について解説したもの。
教材２は，研究方法としての面接・インタビューの概要とその手順について詳細に解説したもの。

・大竹恵子（編著）『なるほど！　心理学調査法』（北大路書房，2017年） ISBN:978-4-7628-2990-1
2,200円+税
・髙橋尚也他（編著）『心理調査と心理測定尺度　計画から実施・解析まで』（サイエンス社，2023年）
ISBN 978-4-7819-1568-5　2,350円+税
・三浦麻子（監修），米山直樹・佐藤　寛（編著）『なるほど！ 心理学面接法』（北大路書房，2018年）
ISBN:978-4-7628-3051-3  2,400円+税

　リポート課題における「①質問紙（アンケート調査）を行う手順」，「②質問紙法の実施方法の違いに
よる区分と，それらの長所と短所」は，教材の『質問紙デザインの技法』を参考にし，「③面接調査（ヒ
アリング調査）を行う手順」と「④面接調査（ヒアリング調査）の形式による区分と，それらの長所と短
所」は，教材の『調査的面接の技法（第２版）』を参考にする。

　以下に示す項目について，教材と参考図書などを参照しながら説明せよ。
①質問紙法（アンケート調査）を計画し実施するまでの手順
②質問紙法（アンケート調査）の実施方法の違いによる区分と，それらの長所と短所
③面接調査（ヒアリング調査）を実施するまでの手順　④面接調査（ヒアリング調査）の形式による区分
と，それらの長所と短所

留意点：各項目あたり2,000字以内を目安に説明すること。

以下の2項目のうち，一つを選ぶこと：
①任意のテーマ（できたら自分の研究課題に近いもの）について，調査内容をまとめ，実際に質問紙（ア
ンケート）を作成する。
②任意のテーマ（できたら自分の研究課題に近いもの）について，調査内容をまとめ，ヒアリング調査計
画書と調査に必要な書類を作成する。

留意点：教材と参考書をよく読んで作成すること。調査票の作成にあたっては，調査後に分析がしやすい
ように配慮すること。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：南風原朝和
教材名：『心理統計学の基礎　統合的理解のために』（有斐閣アルマ，2002年）ISBN:4-641-12160-5
2,200円+税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

この教材は，統計的手法について詳細に解説したものである。

・村井潤一郎・柏木恵子『ウォームアップ心理統計』（東京大学出版会，2008年）　ISBN:978-4-13-
012046-3　2,000円+税
・松尾太加志・中村知靖『誰も教えてくれなかった因子分析　数式が絶対に出てこない因子分析入門』
（北大路書房，2002年） ISBN:978-4-76-282251-3　2,500円+税
・繁桝算男・森　敏昭・柳井晴夫『Q & Aで知る統計データ解析　Dos and DON’Ts』（サイエンス社,
2008年） ISBN:978-4-78-191186-1  2,450円+税

・データ解析用ソフト（Excelアドインソフト）は教務課より無料提供されるが，もし受講者所有のPCが
Mackintoshの場合はインストールに不具合が生じることがある。その際には，担当講師（田中）まで相談
すること。
・（基本教材２に関しては）高等学校の数学Bを履修した程度の知識があることが望ましい。

以下に示す用語について，教材と参考図書などを参照しながら説明せよ。
①偏相関　②決定係数　③標準偏回帰係数　④因子負荷量　⑤多重共線性

留意点：各用語あたり800字以内を目安に，3,000～4,800字の範囲で説明すること。説明には数式を用いて
よい。ただし，その際に用いた記号について脚注をいれること。

　与えられたデータをもとに，統計解析ソフト（BellCurve Excel統計, ㈱社会情報サービス）を用いて以
下に指定された分析を行い，その結果を要約すること。
①すべての変数について度数分布，代表値，散布度を示す。　②任意に2変数を選び相関図を描き，その相
関図について相関係数を算出する。　③3つ以上の変数を選び，重回帰分析法を実施する。　④5つ以上の
変数を選び，因子分析法を実施する。

留意点：分析用のデータは「調査分析特講」受講者が確定した後に大学院専用サイト（Manaba-Folio）に
アップロードされる。PC統計解析ソフトの出力結果をそのままレポートにペースト・コピーして提出しな
いこと（ただし，掲載する図表をExcelで作成するのはかまわない）。
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基本教材1

第1回 質問紙調査法について，「学ぶべき課題」を全体的に理解する：質問紙とは何か，質問紙法の基礎（教材1; 1章，2
章）

第2回 質問紙法の調査プロセス，データ収集の技法（教材1; 3章，4章）

第3回 サンプリングの技法，調査実施に向けての準備（教材1; 5章，6章）

第4回 倫理的ガイドライン，質問紙デザインの基礎，質問紙の構成と体裁（教材1; 7章，8章，9章）

第5回 質問の種類と順序，質問作成，ワーディング（教材1; 10章，11章，12章）

第6回 選択回答法，自由回答法，予備調査（教材1; 13章，14章，15章）

第7回 リポート課題1：①，②の草稿作成

第8回 調査的面接法について，「学ぶべき課題」を全体的に理解する：調査的面接法とは何か（教材2; 第1章）

第9回 調査的面接法の分類，データ収集法の組み合わせ（教材2; 第2章，第3章）

第10回 調査的面接法のデザイン（教材2; 第4章）

第11回 調査的面接法のガイドライン（教材2; 第5章）

第12回 リポート課題1：③，④の草稿を作成　①②とともに提出し，その後の教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第13回 リポート課題1の最終レポート作成

第14回 リポート課題2の草稿を提出し，その後の教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第15回 リポート課題2の最終レポート作成

基本教材2

第1回 心理学研究における統計の役割について，「学ぶべき課題」を全体的に理解する：心理学研究と統計（第1章）

第2回 分布の記述的指標（第2章）

第3回 相関係数の理解と回帰係数（第3章），確率モデルと標本分布（第4章）

第4回 統計的推定・検定（第5章），平均値差と連関についての統計的推定（第6章）

第5回 線形モデルの基礎（第7章），偏相関と重回帰分析（第8章）

第6回 実験デザインと分散分析法（第9章）

第7回 因子分析法（第10章）

第8回 リポート課題1の草稿作成と教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第9回 リポート課題1の最終レポート作成

第10回 実習課題(1)：サンプルデータを確認し，Excelと統計解析ソフトの操作に慣れる。

第11回 実習課題(2)：①サンプルデータの全変数について度数分布，代表値，散布度を示す。
②任意に2つの変数を選び相関図を描き，その相関図について相関係数を算出する。

第12回 実習課題(3)：③3つ以上の変数を選び，重回帰分析法を実施する。

第13回 実習課題(4)：④5つ以上の変数を選び，因子分析法を実施する。

第14回 リポート課題2の草稿作成と教員の指摘事項を受けて内容を再検討する。

第15回 リポート課題2の最終レポート作成
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統計基礎Ⅰ
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

2 共通
分
野
名

サトウ　トモヒコ

佐藤　友彦

数学，特に統計処理が苦手な人が受講することをお勧めする。指定教材をしっかり読むこと。また，実際
にExcelを操作して分析までたどり着くには，継続的・反復的に学修する必要がある。
本科目で学ぶ項目は基本的なことが主であり，数学や統計処理が得意な人は受講しても意味はないので注
意すること。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

最近の統計ソフトは大変に使い勝手が良く，統計的基礎や計算の前提条件を理解しなくても，形の上では
統計の計算結果を得られるが，多くの場合，前提条件や利用条件を知らないことで，統計結果の解釈に間
違いが散見される。
本科目では，従来のような数式を中心とする説明ではなく，我々の身近にあるような具体的な例を取り上
げ，できるだけ数式を介さず，統計の基本概念を理解する。また，表計算ソフトを使うことで，数学が苦
手な人でも統計処理の基本的な考え方を理解することを目的とする。

【一般目標(GIO)】
統計が身近な疑間や現象に答えてくれるものであり，比較的身近な数学であることを理解する。統計処理
は，決して理解が難しい数学ではなく，非常に単純な数学的考えに立脚した数値処理であることを理解す
る。
【行動目標(SBOs)】
① 本科目では，統計処理ではよく使われている「平均・分散」や「有意さを表す検定」について理解する
ことを目指す。
② 特に「検定」に関しては，その背景にある単純な仮定を理解することで，検定の「考え方」や「適用範
囲」を理解する。
③ ここでは，それらの統計処理を使って身近なデータを処理し，それによって具体的な統計処理技術の習
得も目指す。

【学修方略(LS)と学修時間】
指定教科書を熟読し，不明な点や疑問点は，担当教員に質問することで各自が解決を計る。
① 指定教科書を熟読する。【SBO①】【30時間／1冊】
② 与えられた課題についてリポートを提出する。【SBO②＆③】【45時間／リポート1件】
※ なお，参考文献等を読む場合やリポートを作成するに当たり，疑問点や不明な点などがある場合には，
長時間悩まず，必ず教員まで質問をすること。質問内容に関しては，基本的なことや専門的なこと，直接
関係がないと思われることでも，何でも構わないので，遠慮なく質問すること。リポート提出システムや
電子メールでの質問や議論を推奨する。特に，電子メールでのコミュニケーションは，本大学院での基本
的で最も重要なコミュニケーション手段であることを認識し，常に活用することを心掛けること。

【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・不明な点や疑問点は，悩まず manaba folio やメールを利用して個別指導で解決する。
・指定教科書に書かれていない疑問などは，インターネット等を積極的に活用し，各自解決する。ただ
し，調べても不明な点や調べた結果が理解できない場合には，遠慮なく担当教員に質問すること。

① リポートの受付は何時でも行っているので，リポートの完成を待たずに，疑問点や質問などがある場合
には，積極的に未完成リポートを提出することを推奨する。
② リポートのやり取りや電子メールでの質問や議論が，本科目の大きな学習目的であることを理解するこ
と。なお，教員とのやり取り無しに，リポート提出期限間際のリポート提出は，基本的に認めない。【締
め切り1～2ヶ月前にはリポート初稿を1本は必ず提出をしていること】
③ リポートの提出期限：最終稿は学事暦で定められた期限までに提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

「分散」や「検定，分散分析」について数学的背景を理解できたか。
「検定，分散分析」についての統計処理を行うことができるか。
「検定，分散分析」の適用範囲を理解できたか。

評価基準

「分散」や「検定，分散分析」についての疑問や質問が解決できたか。
「検定，分散分析」について，議論することができるか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：（１）向後千春，冨永敦子　（２）涌井貞美
教材名：（１）
『First Book 統計学がわかる』(技術評論社，2007年)，
ISBN:978-4-774l-3l90-0　l,680円＋税

または
（２）
『意味がわかる統計解析』（ベレ出版，20l3年）
ISBN:978-4-86064-345-4　2,000円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

(1)は，数式をなるべく使わずに統計処理の仕組みを説明し，初心者でも気軽に読めて統計を学習できる教
科書。あるハンバーガーショップで起こる様々な疑問や問題を，統計処理を使って登場人物たちと一緒に
解決していく。基本統計量，区間推定，検定など統計データ分析の基本を理解できる。統計が苦手と思っ
ている人には最適な教科書である。
(2)は，(1)ほど易しくないが，内容豊富で統計解析の基本を解説している。(1)を補う本として適してい
る。

以下は必要に応じて入手するとよい。
菅民郎，『Excelで学ぶ統計解析入門 Excel2019/2016対応版』(オーム社，2020年)
ISBN:978-4-274-22641-0　2,800円＋税（やや辞書的な扱い）
小島寛之，『完全独習 統計学入門』(ダイヤモンド社，2006年)，
ISBN：978-4-478-82009-4　1,800円＋税（教科書同様の入門書だが，Excelとの対応が乏しい）

本科目は，とにかく数学が苦手で，統計学が苦手な人のための科目である。多くの教科書に見られるよう
な数式で説明することを極力避け，表計算ソフトを使うことで数式による説明を介さずに，統計データ処
理を学ぶ。まずは，基本教材を手元に置き，手（PC）を動かして統計データ処理を行うこと。また，デー
タは総務省統計局の統計データ（https://www.stat.go.jp/data/）などインターネットを活用して取得す
るとよい。

(1) t検定とは，何を説明するための統計処理なのかを，自分の言菓で説明せよ。特に，t検定の前提条件
や，何を計算する必要があるかなど，人に説明することを意識してリポートを作成せよ。
(2) さらに，身の回りのデータを1件用意してt検定を行い，その結果を考察せよ。

留意点：１．リポートでは統計処理の概要だけではなく，具体例を挙げつつ，自分の言葉で説明するこ
と。２．分析に利用するデータは，インターネットなどから取得しても構わない。その際は出典を必ず明
記すること。３．データの準備が困難な場合は，悩まずに連絡をすること。

(1) 分散分析とは，何を説明するための統計処理なのかを，自分の言菓で説明せよ。特に，分散分析の前
提条件や，何を計算する必要があるかなど，人に説明することを意識してリポートを作成せよ。
(2) さらに，身の回りのデータを1組用意して分散分析を行い，その結果を考察せよ。
留意点：１．リポートでは統計処理の概要だけではなく，具体例を挙げつつ，自分の言葉で説明するこ
と。２．分析に利用するデータは，インターネットなどから取得しても構わない。その際は出典を必ず明
記すること。３．データの準備が困難な場合は，悩まずに連絡をすること。
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基本教材1

第1回
統計と確率の関係について理解する。特に，統計から導かれる確率の考えが，個人の意思決定に利用できない理由
等，統計処理の問題点を理解する。また，授業を受講する上で必須な，各自のパソコンのExcelで「データ分析」が
使えるようにするための設定手順を確認する。

第2回 平均と分散，特に分散についての重要性について学ぶ。また，分散や標準偏差の考えと計算方法，その意味につい
て理解する。

第3回 統計分布としての正規分布，大数の定理と中心極限定理について理解する。

第4回 データが従う統計分布が理解できると，それを利用した区間推定と信頼区間の考えを導入することができる。この
信頼区間の考えが，有意差検定の基本であることを理解する。

第5回 有意差検定の考え方の基本を学ぶ。第４回内容の「信頼区間」との関係を理解する。また，有意差検定の考え，
「帰無仮説」や「対立仮説」についても理解する。

第6回 カイ２乗の考え方を学ぶ。また，有意差検定の最も基本になる考えについて，カイ２乗検定を使った具体的な計算
方法について理解する。

第7回 カイ２乗検定の実際の計算を学ぶ。特に，実際のデータを使って，カイ２乗検定の具体的な計算方法の手順を理解
する。

第8回 有意差検定で，最も利用されている「t検定(対応なし)」の考え方を学ぶ。特に，正規分布とt分布，その信頼区間
の関係について理解する。

第9回
実際のデータを使った「t検定(対応なし)」の計算方法について学ぶ。計算の手順と，Excelにおける「データ分
析」を使った計算方法を理解し，その上で計算結果の解釈方法も学ぶ。また，「t検定(対応なし)」の前提条件であ
る「等分散性」についても理解する。

第10回
実際のデータを使った「t検定(対応あり)」を使った計算方法を理解し，その上で計算結果の解釈方法も理解する。
さらに第９回内容の「t検定(対応なし)」との違いについても理解する。
→ 【リポート１への取り組み（目安）】

第11回
多変量の有意差検定である「分散分析」の考え方を理解する。特に「t検定」との違いと，「分散分析」の考え方を
理解する。特にF分布とF値の考えを理解することを目的とする。また，分散分析の前提条件である等分散性につい
ても理解する。

第12回 実際のデータを使った「分散分析(1要因)」についての計算方法を理解する。特に「等分散検定」と「分散分析」の
計算手順について理解する。

第13回 「分散分析（2要因)」について「分散分析(l要因)」との違いについて理解する。特に「分散分析（多要因)」で現
れる「交互作用」について理解する。

第14回
実際のデータを使った「分散分析（2要因)」についての計算方法を理解する。特に「交互作用」について理解す
る。
→ 【リポート２への取り組み（目安）】

第15回 半年間の学修内容について，データ分析の立場から，統計分析の適用範囲を正しく理解する。
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統計基礎Ⅱ
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

2 共通
分
野
名

サトウ　トモヒコ

佐藤　友彦

統計処理が苦手な人が受講することをお勧めする。ただし，数学が特に苦手な人は，「統計基礎I」の後に
受講することが望ましい。

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

最近のコンヒュータの高性能化に伴い，高性能な統計ソフトも自由に利用できるようになり，その結果，
今までは難しかった多変量解析などが簡単に利用できるようになった。しかし，統計処理が簡単に利用で
きる一方，その基本にある数理的背景を理解しないままデータ処理を行っているケースが多く見られるよ
うになってきた。
本科目では，実際の修士論文や研究に利用されることが多い『多変量解析』における「回帰分析」，
「相関係数」や「因子分析」などの数学的背景と前提条件，利用条件などを理解する。また，身近な具体
例を使い，なるべく数式を介さずに表計算ソフトを利用することで，その基本的考え方を理解することを
目指す。

【一般目標(GIO)】
本科目では，実際に様々な統計処理で使われることが多い「多変量」の統計処理について学ぶ。特に，
「相関」，「(重)回帰分析」や「因子分析」についての考え方や処理方法の修得を目指す。
【行動目標(SBOs)】
① 多くの学生が統計を嫌いになるきっかけとなっているのが，この「多変量統計解析」だが，その理論的
背景を理解することを目指す。
② 多変量解析が単純な数学的仮定(線形関係)の上に成り立っていることを理解する。
③ その上でこれら線形関係を解くための数学が「線形代数」に起因することを認め，その線形代数の手法
が「最小2乗法」や「(座標)回転」や「固有値」と関係することを理解する。その上で，多変量解析では何
を計算するのかを理解することで，その適用範囲を各自が理解できることを目指す。

【学修方略(LS)と学修時間】
指定教科書を熟読し，不明な点や疑問点は，担当教員に質問することで各自が解決を計る。
① 指定教科書および参考文献を熟読する。【SBO①】【30時間／1冊】
② 与えられた課題についてリポートを提出する。【SBO②＆③】【45時間／リポート1件】
※ なお，参考文献等を読む場合やリポートを作成するに当たり，疑問点や不明な点などがある場合には，
長時間悩まず，必ず教員まで質問をすること。質問内容に関しては，基本的なことや専門的なこと，直接
関係がないと思われることでも，何でも構わないので，遠慮なく質問すること。リポート提出システムや
電子メールでの質問や議論を推奨する。特に，電子メールでのコミュニケーションは，本大学院での基本
的で最も重要なコミュニケーション手段であることを認識し，常に活用することを心掛けること。
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・不明な点や疑問点は，悩まず manaba folio やメールを利用して個別指導で解決する。
・指定教科書に書かれていない疑問などは，インターネット等を積極的に利用し，各自解決する。ただ
し，調べても不明な点や調べた結果が理解できない場合には，遠慮なく担当教員に質問すること。

① リポートの受付は何時でも行っているので，リポートの完成を待たずに，疑問点や質問などがある場合
には，積極的に未完成リポートを提出することを推奨する。
② リポートのやり取りや電子メールでの質問や議論が，本科目の大きな学習目的であることを理解するこ
と。なお，教員とのやり取り無しに，リポート提出期限間際のリポート提出は，基本的に認めない。【締
め切り1～2ヶ月前にはリポート初稿を1本は必ず提出をしていること】
③ リポートの提出期限：最終稿は学事暦で定められていた期限までに提出すること。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

「多変量解析」の数学的仮定を理解できたか。
「相関」や「重回帰分析」，「因子分析」とは何かを理解できたか。エクセルを使っ
て，「多変量解析」処理を行うことができたか。

評価基準

「多変量解析」に関する疑問や不明な点が解決できたか。
「多変量解析」に関する統計処理技術を議論できたか。
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：（１）向後千春，冨永敦子　（２）石井俊全
教材名：（１）『FirstBook「統計学がわかる」一回帰分析・因子分析編一』(技術評論社，2009年)
ISBN:978-4-774l-3707-0　l,680円＋税

または
（２）『意味がわかる多変量解析』(ベレ出版, 20l4年)，
ISBN:978-4-86064-398-0　l,900円＋税

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

理数系以外の学生で統計を知っている人でも，「回帰分析」や「因子分析」など，データ間の「関係を調
べる」ための統計データ処理の仕組みを理解している人は多くない。
(1)は，極力数式を使わず，データの「関係を調べる」ための統計データ処理の基本的な仕組みを解説して
いる。アイスクリームショップを舞台に登場人物のアルバイトと一緒に悩みながら，気温とアイスクリー
ムの売り上げの関係など，あなたの研究・調査に応用できるような話題を取り上げる。比較的理解するこ
とが難しいといわれている「多変量データ解析」を理解できるようになる。
(2)は，(1)ほど易しくないが，内容豊富で多変量解析の基本を解説している。(1)を補う本として適してい
る。

以下は必要に応じて入手するとよい。
上田太一郎,小林真紀,渕上美喜，『Excelで学ぶ回帰分析入門』(オーム社，2004年)
ISBN:978-4-274-06556-9　2,800円＋税(回帰分析・多変量解析におけるExcelの操作説明が豊富)

本科目では，多変量解析の基本的な仕組みや数理的背景を理解することを目的する。ここでは数式による
説明をできるだけ避け，表計算ソフトExcelを使って，直接データを統計処理する。数学が苦手な人でも
「相関」や「(重)回帰分析」，「因子分析」の基本的な仕組みを理解することを目標としている。まず
は，基本教材を手元に置き，手（PC）を動かして統計データ処理を行うこと。また，データは総務省統計
局の統計データ（https://www.stat.go.jp/data/）などインターネットを活用して取得するとよい。

(1) 「相関」と「回帰分析」は何を知るための統計データ処理なのかを，自分の言菓で説明せよ。特に，
説明変数や因子間の線形性について注意しながら，人に説明することを意識してリポートを作成せよ。
(2) さらに，身の回りのデータを用意し，「相関」と「回帰分析」を計算し，それぞれの結果を考察せ
よ。
留意点：１．リポートでは統計処理の概要だけではなく，具体例を挙げつつ，自分の言葉で説明するこ
と。２．分析に利用するデータは，インターネットなどから取得しても構わない。その際は出典を必ず明
記すること。３．データの準備が困難な場合は，悩まずに連絡をすること。

(1) 「因子分析」は何を知るための統計データ処理なのかを，自分の言菓で説明せよ。特に，説明変数や
因子間の線形性について注意しながら，人に説明することを意識してリポートを作成せよ。
(2) さらに，身の回りのデータを用意し，「因子分析」を計算し，その結果を考察せよ。なお，PC環境に
より因子分析の計算が困難な場合は，「重回帰分析」を行い，その結果を考察せよ。
留意点：１．リポートでは統計処理の概要だけではなく，具体例を挙げつつ，自分の言葉で説明するこ
と。２．分析に利用するデータは，インターネットなどから取得しても構わない。その際は出典を必ず明
記すること。３．データの準備が困難な場合は，悩まずに連絡をすること。
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基本教材1

第1回 本科目で行う「多変量解析」についての概要を理解する。また，本科目で必要な各自のパソコンでの統計処理を行
うための設定についても理解する。

第2回 教科書の例題を参考に，データの構造を表す「散布図と相関」について理解する。特に，データ間の関係がデータ
解析に重要な要素であることを理解する。

第3回 前回講義の「散布図」を基に，より定量的である「相関係数」について理解し，その計算方法を理解する。また，
偏差積についても理解する。

第4回 相関検定で，より定量的に判断できる「無相関検定」について理解する。この「無相関検定」を行う場合には，統
計基礎Iで学習した「有意差検定」を利用することを理解する。

第5回 「回帰分析」の考え方を学ぶ。特に計算の要となる「最小二乗法」について理解する。

第6回
実際のデータを使った「単回帰分析」について具体的な計算方法を理解する。また，単回帰分析と相関係数との関
係についても理解する。
→ 【リポート１への取り組み（目安）】

第7回 「重回帰分析」の考え方と計算方法を理解する。特に，重回帰分析での「説明変数の線形性の仮定」について理解
する。また，重回帰分析で重要な条件である「多重共線性」についても理解する。

第8回 実際のデータを使って「重回帰分析」の計算方法を理解する。ここでは１ステップずつの計算方法を説明し，エク
セルの「データ分析」を使った計算方法も理解する。

第9回 多変量解析における「相関行列」について理解する①。第３回の「相関」との関係を理解する。

第10回 多変量解析における「相関行列」について理解する②。「相関行列」の利用方法を理解する。

第11回 多変量解析として「主成分分析」の数学的な仕組みを理解し，主成分分析では何が分るのかを理解する。

第12回 実際のデータを使って，主成分分析の計算方法を理解する。各自の身の回りにある具体的なデータを利用し，主成
分分析の計算方法を理解する。

第13回 「因子分析」の考え方を理解する。特に，因子分析の意味と，その結果の解釈の方法を理解する。また，「因子分
析」の解法の基本である「行列式の解法」についても理解する。また，「主成分分析」との違いも理解する。

第14回 「因子分析」の計算方法について，教科書を参考に理解する。また，因子分析の解釈の方法も合わせて理解する。
→【リポート２への取り組み（目安）】

第15回 半年間の学修内容について多変量解析の立場から理解し，多変量解析の適用範囲を正しく理解する。
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行動経済学特講
科
目
名

担
当
者

開
講
期

通年
単
位
数

4 共通
分
野
名

ヨネダ　ヒロヤス

米田　紘康

レポートの書き方について不安がある人は、一般的な書籍また大学図書館などを通じて準備をしてくださ
い。
なお、以下のURLを参考にしても構いません。

https://www.rikkyo.ac.jp/about/activities/fd/cdshe/mknpps000001ri7e-att/MasterofWriting.pdf

【科目概要】

目　　的

到達目標

学修方略

(方法)

スケジュール

成績評価

履修者への要望

2002年にダニエル・カーネマンとバーノン・スミスがノーベル経済学賞を受賞したことを契機に、行動経
済学と実験経済学が注目された。その後、2013年にロバート・シラー（行動ファイナンス）、2017年にリ
チャード・セイラー（実践的な行動経済学：ナッジ）の受賞が続いたことで、一般社会や教育機関に知ら
れることとなった。本科目では、行動経済学の理論と実践例を理解し、自身が応用できる能力を身につけ
ることを目的とする。

【一般目標(GIO)】
現代社会の種々の活動には、プレイヤーとして人間が関わる。地球環境から個人消費まで与える影響は、
大きい。この科目では、経済活動に焦点を当てて、人間行動の理解ができることを目指す。それらに加え
て、現実社会の問題を解消できる提案力を身につける。
【行動目標(SBOs)】
・教材から情報を正しく理解することできる（知識）
・教材から情報を正しく表現することできる（技能）
・得た知識を用いて、応用することができる（問題解決）

【学修方略(LS)と学修時間】
1. 基本教材・副教材を学修する（自習、SBO1，2）【20時間/リポート1本】
2. リポートの初稿を作成する（自習・リポート作成、SBO1，2）【10時間/リポート1本】
3. 教員との複数回による添削を通じて、最終的にリポートを完成させる（自主研究・リポート作成・ディ
スカッション、SBO1，2）【15時間/リポート1本】
【アクティブラーニングの有無・学修媒体等】
・manaba folio の掲示板機能やメールを利用して個別指導で解決する。
・指定教科書にかかれていない疑問などは、その他書籍やインターネットなどを積極的に活用し各自解決
することを希望する。ただし、それでも解決できない場合は、担当教員に質問すること。

（前期）
基本教材1のリポート課題1：
6月末を目処に初稿を提出できるように学習を進める。最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。

基本教材1のリポート課題2：
8月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。最終稿は学事暦で定められた日までに提出する。

（後期）
基本教材2のリポート課題1：
11月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。最終稿は学事暦で定められた日までに提出す
る。

基本教材2のリポート課題2：
12月中旬を目処に初稿を提出できるように学習を進める。最終稿は学事暦で定められた日までに提出す
る。

種　　別

リポート

観察記録

割合

70%

30%

1．設問内容に明確に答えているか
2．適切な日本語で書かれているか

評価基準

1．提出期限が厳守されているか
2．担当教員との対応
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【リポート課題】

基　本　教　材　1

教材の概要

著者名：黒川 博文 (著)
教材名：分析者のための行動経済学入門 プロスペクト理論からナッジまで、人間行動を深く網羅的に解明
する（ソシム、2024、税込2750円）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

人間行動をより深く理解することで得られる知見を、データ分析に活かすことを目的とした書籍である。
特に後半部分では、標準的な経済学と行動経済学の違いについて、説明されている。

相良奈美香 (著)、「行動経済学が最強の学問である」、SBクリエイティブ（税込1870円）
筒井 義郎、佐々木 俊一郎、山根承子、グレッグ・マルデワ (著) 、「行動経済学入門」、東洋経済新報
社（税込2640円）

従前の経済学とどのような点が異なるのかについて、注目して理解を深めてほしい。

第1章から第3章までについて、各章を1000字程度で要約した上で、第4章の期待値理論->期待効用理論->プ
ロスペクト理論の流れを説明すること。
留意点：箇条書きは極力使用しないこと。 理論が変化しているということは、従前の理論に何らかの問題
点があり、新理論がそれを解消したことを示している。それらの変遷をしっかり押さえること。

第5章から第7章について、各章を1000字程度で要約した上で、第8章以降のナッジを含む行動経済学の実践
の可能性と課題点を述べなさい。
留意点：4章から7章までは、人間行動を説明する理論を述べている。それらを踏まえたうえで、実践の可
能性や問題点に触れると良いだろう。

基　本　教　材　2

教材の概要

著者名：リチャード・セイラー (著), キャス・サンスティーン (著), 遠藤 真美 (翻訳)
教材名：NUDGE 実践 行動経済学 完全版 （日経BP、2022、税込2530円）

参考図書

履修上の

ポイント

リポート課題1

リポート課題2

ノーベル経済学賞を受賞したリチャード・セイラーが、ナッジの必要性とその実例についてまとめてい
る。古典的な事例から最新の事例までが取り上げられている。

ファスト&スロー あなたの意思はどのように決まるか? 文庫 (上)、税込1210円
ファスト&スロー あなたの意思はどのように決まるか? 文庫 (下)、税込1210円

リポート1で理解した理論がどのように現実世界で実践できるのか、その目の付け所と効果に注目してほし
い。

第1章から第8章までの実例を踏まえたうえで、あなたが新たに応用例を提示しなさい。当然、すでに実践
されているものは認められません。

以下の点には、触れること。
・現在どのような問題があるのか
・それをどのようなナッジで解消するのか
・そのナッジは、第1章から第8章あるは行動経済学のどのような理論と関連するのか
留意点：実践例が非常に多く取り上げられているので、自身の関心あるいは現実世界の喫緊の課題に絞り
込むと良い。

第9章から第14章までの実例を踏まえたうえで、あなたが新たに応用例を提示しなさい。当然、すでに実践
されているものは認められません。

以下の点には、触れること。
・現在どのような問題があるのか
・それをどのようなナッジで解消するのか
・そのナッジは、第9章から第14章あるは行動経済学のどのような理論と関連するのか
留意点：実践例が非常に多く取り上げられているので、自身の関心あるいは現実世界の喫緊の課題に絞り
込むと良い。
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基本教材1

第1回 基礎知識：人間行動を読み解く行動経済学

第2回 分析方法：因果分析1

第3回 分析方法：因果分析2

第4回 分析方法：経済モデル1

第5回 分析方法:経済モデル2

第6回 考え方：不確実性下の意思決定1

第7回 考え方：不確実性下の意思決定2

第8回 考え方：時間を通じた意思決定分析1

第9回 考え方：時間を通じた意思決定分析2

第10回 考え方：他社を考慮した分析1

第11回 考え方：他社を考慮した分析2

第12回 考え方：体系的に誤る意思決定1

第13回 考え方：体系的に誤る意思決定2

第14回 実践：ナッジ1

第15回 実践：ナッジ2

基本教材2

第1回 バイアスと誤謬

第2回 ナッジの役割

第3回 社会規範、同調

第4回 ナッジのタイミング

第5回 選択アーキテクチャー

第6回 誘惑

第7回 優れた情報開示

第8回 スラッジ：ナッジの悪用

第9回 老後資金を貯める方法

第10回 ナッジの持続効果

第11回 ローンの借り方

第12回 保険の考え方

第13回 デフォルト効果

第14回 ナッジの活用

第15回 ナッジの課題
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現象学を中心とする現代哲学。おもに存在論、他者論。

岡山　敬二
専門分野：オカヤマ　ケイジ

特別研究の研究領域

哲学的な考察が要求される問題をテーマとし，西洋哲学，とくに 20 世紀以後の西洋現代哲学の古典的な文献を題材とした研
究が望ましい。

特別研究の指導及び研究上のポイント

テーマを選択した動機や問題意識を整理し，その研究にとってどのような文献への参照が必要となるか検討し，基本文献を選
択することが必要となる。基本文献の適切な読解を踏まえ，それについて独自に解釈，批判・検討を加えてゆくことが具体的
な作業となる。こうして，先行研究との比較・検討を通じて，そのテーマについて独自の見解を論理的に説得力ある仕方で提
示できるように指導してゆく。

特別研究の進め方

インターネットでの指導・対話を基本とするが，適宜，状況に応じてオンライン面接等の機会を設けてゆく。
・１年次の夏休み前までを目途にテーマを決定し，必要な文献を検討，収集してゆく。
・１年次夏休み中にテーマと文献について研究計画を作成する。
・２年次前半を目途に研究計画の再確認を兼ねて中間報告を行う。
・進捗状況に応じ，適宜，対応を重ねてゆく。
夏期・冬期，春期休暇等の期間を活用して，面接指導やゼミナールを実施して，年間 1 時間以上の面接形式による研究指導
及び特別研究指導を実施いたします。
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メルロ゠ポンティの現象学（主に身体論）、フェミニズム
理論中澤　瞳

専門分野：ナカザワ　ヒトミ

特別研究の研究領域

メルロ゠ポンティの現象学、あるいはフェミニズム理論を主軸とした身体、経験に関する研究が望ましいが、身体、経験が主
題ではなくてもできるだけ対応する。

特別研究の指導及び研究上のポイント

論文には、問題、主張、そして主張を支える論拠がある。つまり論文とは、問題提起があり、提起された問題に対して主張が
提示され、主張を支える論拠が明確な文章のことである。研究においては、選択したテーマをもとにまずは関連文献の調査か
ら始める。文献調査を行う中で論文の問題設定を行い、その問題を通してどのような主張を、どのような論拠にもとづいて展
開するのかについて明確にしていく。関連文献の読解、整理、批判的検討は論文執筆の上で中心的な作業になる。

特別研究の進め方

・修士論文のテーマをもとに先行研究調査を行いながら、夏休み前までに論文で扱う問題、主張を絞り込んでいく。
・引き続き先行研究調査を行い、アウトラインを年末にかけて作り込んでいく。
・アウトラインをもとに執筆を行う。
・指導はメール、およびオンライン会議システムを使用する。進捗状況に応じて、適宜行う。

夏期・冬期，春期休暇等の期間を活用して，各研究室あるいはオンライン上にて，面接指導やゼミナールを実施して，年間 1
時間以上の対面形式による研究指導及び特別研究指導を実施。
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老年臨床心理学

北村　世都
専門分野：キタムラ　セツ

特別研究の研究領域

　高齢者に関する心理学的な研究を歓迎しますが、心理学的方法を用いたテーマであれば幅広く対応可能です。高齢者、家族
介護者、認知症の人などの心理的理解や心理支援、対人援助職における支援過程やコミュニケーションなど、心理支援を含ん
だ対人援助の質を高めることを目的とした、心理学的アプローチによる研究テーマを対象とします。

特別研究の指導及び研究上のポイント

　心理学の研究は、日常的なさまざまなテーマを対象とすることができます。だからこそ、自分が関心を持ったテーマを心理
学的な"研究"として昇華させることが重要です。自分の関心だけでテーマに向き合うと、単なるアンケート調査や業務実践の
経験をまとめるにとどまり、研究にはなりません。
　興味のあるテーマを研究論文にまとめるために、指定図書の学修はもちろん、対話を重ねて「研究とは何か」を学び、修士
論文の完成を目指します。

特別研究の進め方

　1年次前半は、自分のテーマに関する先行研究を十分に調べ、近隣領域ではどのようにそのテーマにアプローチしてきたの
か、そこから明らかになっていること、残されている課題を整理し、同時に研究手法への理解を深めます。1年次後半では、
先行研究に基づいた仮説と研究計画、分析方針を立案し、倫理審査の承認を得ます。2年次の早い段階でデータを収集し、そ
の後はデータ分析と修士論文の構想を組み立てることからはじめて、執筆を進めます。

　夏期・冬期・春期休暇等の期間を活用し、各研究室において面接指導やゼミナールを実施して、年間1時間以上の対面形式
による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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心理学（医療にかかわる分野を除く）

時田　学
専門分野：トキタ　ガク

特別研究の研究領域

「人間の行動」を対象とした「心理学的」な研究であることと，何らかの形で「人間のデータ」を用いて考察する要素がある
ことが望ましいと考えます。この場合の「データ」とは比較的広範囲に考えていただいて構いませんので，何らかの形で数量
的に処理が可能であればよいと考えます。人間関わる様々なことを理解する方略としての心理学を考えていただくことが、肝
要と考えます。

特別研究の指導及び研究上のポイント

　研究課題は基本的に心理学的課題に関連する部分を考究することが多くなると考えられますが，どんな研究課題を選択され
たとしても，論文（科学的論文）を執筆・完成することが最終的な目標になります。そのためには，自らの研究する研究課題
を大切に吟味することが必要になります。吟味するためには，設定した課題について，関連すると考えられる資料を十分に集
めることは勿論のこと，その資料を基に改めて研究課題について詳細に検討することは必要不可欠なこととなります。それら
の資料は書籍にとどまらず，その分野の専門的な論文を読みこなすことも求められます。またその研究課題の解明のために
は，現実世界の中で課題解決に適切なデータを収集し，収集されたデータを基に解析し，結果を研究課題と検討し，解釈する
ことができなくてはなりません。そのためには，心理学の各分野の知識はもちろん，統計的な知識も重要となると考えます。
そこで通信制大学院ではありますが，メールのやり取りだけではなく，リアルなフィールドの中で様々な場面を設定し，必要
な研究指導を実施致しますので，予定の調節など必要な調整をお願いします。実際に場所と時間を設定して，面接・サブゼミ
ナール（基礎学習のため学部ゼミナールへの出席）・合同ゼミナール・合宿を実施致しますので履修者の皆様の積極的な参加
を求めます。

特別研究の進め方

①１年次前期 研究課題の設定に必要な展望的研究，先行研究・関連資料等の資料収集，研究方法の検討。
②１年次夏期  面接・ゼミナール合宿等で，研究課題についての具体的実施計画の発表と検討。
③１年次後期  必要な調査・実験などの計画と予備調査などの実施，資料収集継続。
④２年次前期  研究課題・研究計画の最終調整と調査・実験などのデータ収集。
⑤２年次夏期  データ分析とゼミナール合宿での中間発表。可能であれば論文執筆。
⑥２年次後期  分析された結果についての検討と論文執筆，原稿チェック，最終稿作成，論文提出。

夏期・冬期，春期休暇等の期間を活用して，各研究室において，面接指導やゼミナールを実施して，年間 1 時間以上の対面
形式による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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教育学，学習論，教育史

古賀　徹
専門分野：コガ　トオル

特別研究の研究領域

１．「教育」・「学習」に関する研究。とてつもなく広い領域ではあるが，その考察・調査の対象における「“学習”のもつ
意味」を問うもの。（例：PISA 型学力と新しい学力観，etc）
２．制度的な研究。歴史的な研究。比較考察の視点を含む考察。（例：近代日本における教員養成課程の変遷，インターナ
ショナルバカロレアに関する比較研究，etc）
３．方法・評価に関する研究。（例：ヴィゴツキーの活動学習理論，etc）
４．地域における特色のある教育。（例：横浜市における教育型青少年ボランティア活動，ヘルシンキのデイケア・スクール
のカリキュラム変容について，etc）

特別研究の指導及び研究上のポイント

　研究テーマの設定と，その考察により“何を明らかにしたいのか”を固めていくことが大事です。“（期間内に）どこまで
明らかにできるのか”“どのような方法ならば導き出せるのか”という方法論・評価の視点や，先行研究の探索が重要です。
すぐれた先行研究，テーマは異なっても視点の重なる研究（ヒントになる研究）を見極めるのも「研究」でつく力だと考えて
います。自分が明らかにすべきテーマは何か？　資料の読解力，論理の展開と構成（文章），調査の方法に慣れるために，研
究書（文献）を読むことをおすすめします。

特別研究の進め方

･オンラインゼミで話し合いながら，研究の視点や方法論と修士論文作成のスケジュールについて指導していきます。（学生
主体の「自主ゼミ」（卒業生も参加）も活発に開かれています）
･夏期に通いもしくは合宿形式でゼミ内研究発表会を開催し，“自分の研究テーマ”について他者に説明・報告する機会をも
ちます。OB等も参加してくれますので、アドバイスや多様な意見をいただける貴重な機会となります。
・研究室への来室はいつでも歓迎いたします。時間を調整して個別にオンラインでの面談も実施することができます。

夏期・冬期，春期休暇等の期間を活用して，各研究室において，面接指導やゼミナールを
実施して，年間 1 時間以上の対面 形式による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。

130



教育学、社会福祉学、政策科学

田中　謙
専門分野：タナカ　ケン

特別研究の研究領域

　教育学、社会福祉学、政策科学を中心に、教育や福祉に係る社会課題に関する研究を遂行するため，研究テーマに基づく調
査研究，精緻な研究計画立案及び調査研究から得られたデータや分析結果を通した研究指導を行う。
　上述の専門分野に係るテーマについて、主に政策科学、組織社会学の手法を援用しながら、文献調査法、フィールドワーク
等の質的調査法による研究を想定する。

１．教育学関連テーマ（組織マネジメント、特別支援教育、幼小接続等）

２．保育学関連テーマ（環境構成、ダイバーシティ・インクルージョン保育、組織マネジメント等）

３．社会福祉学関連テーマ（社会的養護、障害者福祉（療育）等）

４．社会政策関連テーマ（教育政策、福祉政策、政策学習、政策過程等）

特別研究の指導及び研究上のポイント

　研究方法は原則として「文献研究法」あるいは「フィールドワーク」を中心に行うため、研究方法に関しても、各自指導を
行うとともに、自主学習を進めていく。希望する研究テーマにそって、まず「研究の目的」「仮説」「調査方法」の方向性を
定めるために、先行研究の丁寧なレビューが最初に求められる。この作業に多くの時間をかけて分析を積み重ねることで、自
らの論文の研究テーマを決めていくことができるようになると考える。この作業を通して知的好奇心を高めていくことができ
るような指導を行う。

特別研究の進め方

　基本的にはメールやZOOM等のオンラインツールを使用して、研究計画の策定、先行研究の検討、調査研究準備、論文執筆に
関する指導を行っていく。履修者は研究計画を策定し、研究計画に定めたスケジュールに沿って作業を進めていく。また、積
極的に学会発表に向けた準備を行なっていく。夏季・冬期、春期休暇等の期間を活用して、通信教育部キャンパスや各研究室
において、面接指導やゼミナールを実施して、年間１時間以上の対面形式による研究指導及び特別研究指導を実施する。
　修士課程の場合、第1年次は、研究テーマの設定に向けた、先行研究のレビューと研究方法習得に関する学習、予備調査等
を中心に研究活動を行う。第2年次は論文執筆に向けて、文献調査法や聞き取り調査等のフィールドワークによる質的調査法
によるデータ収集、分析を行う。論文執筆過程の中で、可能であれば学会発表等にも積極的に取組むことを意識して進めてい
ければと考える。
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学校教育学，教育方法（評価）論，教育制度論，比較教育
学，ジェンダーと教育黒田　友紀

専門分野：クロダ　ユキ

特別研究の研究領域

研究領域は，学校教育学，教育方法（評価）論，教育制度論，比較教育学，ジェンダーと教育等である。
１．日本および各国・地域の学校教育の課題　（例：日本の英語教育の課題，米国の高校改革など）
２．教育制度・政策，教育方法や評価　（例：米国のテスト政策、カナダの教員評価、教員研修制度と実態など）
３．ジェンダー／セクシュアリティと教育（女性管理職研究・セクシュアルマイノリティと学校など）

特別研究の指導及び研究上のポイント

自分の研究したいテーマや題材について，まずは，これまでに行われてきた研究（先行研究）を徹底的に収集し，検討するこ
とが重要である。修士論文で「何を（どこまで）」「どのように」明らかにするかを明確にし，自分の主張を論理的かつ説得
的に展開することができるように指導を行う。

特別研究の進め方

１年次前期は，研究テーマを検討・確定するために，先行研究・関連資料等の収集と検討を行う。後期は，面接やインター
ネットを利用して相談しながら，研究テーマの確定と具体的な研究計画の作成を行い，論文執筆を進める。
２年次の夏を目安に，中間報告の機会を設け，内容の検討と今後の計画の確認を行う。夏以降は，進捗に応じて適宜メールか
インターネットでの相談を行い，修士論文提出まで指導を行う。

夏期・冬期・春期休暇等の期間を活用して，各研究室において，面接指導やゼミナールを実施して，年間１時間以上の対面形
式による研究指導及び特別研究指導を実施する。
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心身医学、行動科学

釋　文雄
専門分野：シャク　フミオ

特別研究の研究領域

メンタルヘルスをベースとした、行動科学、心身医学のほかに、緩和ケア、プライマリ・ケア、医学教育、そして禅の効果を
科学的に検証する研究も対象にします。また、医療・福祉の他にもヒトに関わる内容で、在籍期間にまとめることが出来そう
なテーマを歓迎します。

特別研究の指導及び研究上のポイント

興味のある分野で研究を進めることが第一ですが、それが、実現可能かも考えながら研究プランを組むことも大切です。具体
的なプランをともに考え、指導というよりも進めていくうえでのサポートを行う方針です。
教科書や文献を読んで、自ら考えるとともに、ディスカッションを重ねていくと、その中で新たなアイディアや突破口が見え
てくる場合も多くあります。研究上ではディスカッションをできるだけ行いたいと思います。

特別研究の進め方

テーマ選びと、それに関連する文献の収集から始め、仮説を立て、研究計画書を作成するとともに、必要があれば倫理審査委
員会へ申請します。そののち研究の実施、結果の解析を行います。最終的には論文作成になりますが、すべての期間において
できるだけコミュニケーションをとりながら、小さな疑問点でも早めに解決しつつ進めたいと思います。
また、結果解析など、より専門的な分野からのアドバイスが必要な時には、アドバイザー制度なども利用し、他の先生との
ミーティングや助言も得つつ研究を進めます。
誰かに研究内容をわかりやすくプレゼンテーションすることを常に考えながら進めていきましょう。

日曜、祝日、夏期・冬期・春期休暇等の期間を活用して、オンラインや研究室において、面接指導やゼミナールを実施し、年
間 1 時間以上のオンラインまたは対面 形式による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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スポーツ運動学

森長　正樹
専門分野：モリナガ　マサキ

特別研究の研究領域

人間の運動の中でもスポーツにおける運動を研究対象とし，実際に行っている運動について直接観察を通して捉えられる運動
の特性や構造を明らかにすることに力点を置きます。スポーツ運動学研究の中核領域である運動質や運動観察，運動学習，運
動の発達，運動の指導方法などについて，運動研究の発展の歴史を踏まえながら理解を深め，理論化することができるかが課
題となります。

特別研究の指導及び研究上のポイント

研究課題を設定する上で，どのような運動を対象として，どのような現象について，スポーツ運動学研究領域内のどのような
方法論で研究していくのかについて自身で精査しておく必要があります。スポーツ運動学における研究方法論は多岐にわたる
ことから，関連する知識を事前に学修しておく必要もあります。さらに，その方法論がヒトを対象とする場合，倫理審査が必
要になる場合もあるので周到な準備が必要です。

特別研究の進め方

基本的にはレポート形式やインターネットを介したオンライン形式，研究室などでの対面形式での講義や対話形式で研究を進
めていきます。大まかな予定として，1 年次前半（8 月程度まで）は研究テーマの精査や文献調査，スポーツ運動学の研究領
域内の知識整理，1 年次後半から 2 年次前半までは研究テーマの精査ならびに検討，実行を行い，残りの期間で論文執筆を
行っていくことを想定しています。

夏期・冬期・春期休暇等の期間を活用して，各研究室において，面接指導やゼミナールを実施して，年間 1 時間以上の対面
形式による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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スポーツ心理学，アダプテッドスポーツ科学，コーチング
学橋口　泰一

専門分野：ハシグチ　ヤスカズ

特別研究の研究領域

特別研究の研究領域
スポーツ競技者及び指導者におけるパフォーマンス向上に対する心理が及ぼす影響に関する研究，アダプテッドスポーツ科学
についての検討など。
1) スポーツ競技者の心理的コンディショニングに関する研究
2) スポーツメンタルトレーニングにおける研究
3) アダプテッドスポーツにおける心理学
4) パラスポーツにおける心理学的アプローチ
5) スポーツコーチの成長に関する研究

特別研究の指導及び研究上のポイント

特別研究の指導及び研究上のポイント
どのような研究テーマにするか，自分の興味・関心，探求したいテーマを見つけていきましょう。
そのためには心理学の基礎知識や研究法が必須となります。特別研究は，文献の探し方，データ分析の行い方，論文の書き方
を中心に指導します。研究指導の前半半は，心理学の研究法について習得し，テーマに関する論文の収集し先行研究をまとめ
ましょう。後半は，実験・調査等のデータ収集及び分析し論文を完成させます。

特別研究の進め方

特別研究の進め方
受講生の学修環境に応じて，面談やネットワークを使っての相談を1年次から開始します。夏季・冬期・春期休暇を利用し
て，面接指導を適時実施します。
1年次:研究テーマの決定。研究計画作成。研究方法の習得。関連文献収集。先行研究まとめ。
2年次: 研究計画再検討。実験・調査研究スタート。ゼミ合宿(予定)。中間発表。データ分析。論文執筆（論文指導）。修士
論文提出。

夏季・冬期，春期休暇等の期間を活用して，研究室において，面接指導やゼミナールを実施します。年間 1 時間以上の対面
形式による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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コーチング学

山本　大
専門分野：ヤマモト　ダイ

特別研究の研究領域

コーチング学とは「体育・スポーツの指導実践に関する研究」を行う学問分野であり，個別科学の研究成果を評価し統合し
て，実践指導に活かす役割が求められます。そのため，先ず自身の研究テーマに関する先行研究を精査した上で体力面，技術
面，心理面等，実践指導に関わる問題を提起し，研究の仮説を立てます。その後，その問題を解決するための研究方法を運動
生理学，バイオメカニクス，スポーツ心理学等の個別科学領域から選択・実践し，得られた研究成果を実践指導に適用する方
法について，さらに検討を進めるのがコーチング学の研究領域，および研究の進め方になります。

特別研究の指導及び研究上のポイント

コーチング学研究のポイントは「研究成果を実践指導に適用」するところまで，検討を進めることです。例えば研究成果を
アスリートやコーチに解り易く（運動イメージとの照合が容易な方法で）フィードバックするまで研究を継続することが求め
られます。

特別研究の進め方

　ゼミ生間の研究発表やプレゼンテーション等によるディスカッション，レポート提出・面接による指導を通して，研究を進
めます。また可能な範疇で，夏季，冬季，春季休暇期間を利用し，個別科学領域における研究方法の演習も実施したいと考え
ています。
　1年次前期は研究テーマの決定，先行研究の収集，研究方法の検討を行い，夏季は研究方法の演習，基本的な統計処理方法
の学修，研究計画の発表を行います。1年次後期から 2年次前期は実験，測定，調査等，研究の実施（データ収集），および
データ分析を行い，夏季の中間発表を経て，2年次後期に論文執筆（修士論文提出）といった研究の進め方を想定していま
す。

　夏期・冬期・春期休暇等の期間を活用して，研究室において，面接指導やゼミナールを実施し，年間 1時間以上の対面形式
による研究指導及び特別研究指導を実施いたします。
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